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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















　CONTENTS








プロローグ


第一章　孤高の空士

第二章　ミソラとユーリ

第三章　空の下にあるもの

第四章　たとえ散りゆく運命でも……







　あとがき













　　　プロローグ







　人類陣じん営えいの《ゲート》攻こう略りやく作戦である天オペレ槌ーシのヨン一・ヘ撃ブン作ズブ戦ロー開始直後、人類陣営の前衛部隊と対たい峙じするその男の青ブル水ーク晶オーツのような瞳ひとみには、こちらへ迫せまる十人程度の空士の集団を捉とらえていた。

『挑いどんできた以上、手加減をするつもりはないよ』

　手にした呪じゆ剣けんで、彼は瞬またたく間まに二人を斬きった。悲鳴をあげることなく墜おちていくそれらには眼もくれず、空いた掌てのひらにエネルギー弾だんを生成。無む尽じん蔵ぞうのチカラである《崩ほう力りよく》で生み出したそれを、空士の集団へ放った。

　漆しつ黒こくのエネルギー弾はすぐさま八発に分ぶん裂れつし、高速で標的を追つい尾び。人類陣営の空士たちを次々と叩たたき落としていく。

『な、なにが……っ!?』

　どうにか《崩力》のエネルギー弾を相そう殺さいしてみせた生き残りの空士が驚きよう愕がくの面おも持もちで、魔ま甲こう蟲ちゆう陣営総大将であり、黒地のローブを模した防プロ護テク服ターを身に纏まとう──ゼス・ヴィーゲルトを見た。

『遅おそいよ』

　鮮血が宙を舞う。

「逃にげる」でも「戦う」でもなく「見る」を選せん択たくしてしまったその相手を、ゼスは容よう赦しやなく斬り捨てた。おそらくは相手は《崩力》というチカラを正しく理解できていなかったのだろう。

　人類陣営が《崩力》の脅きよう威いに直面したのは、空戦武踏祭エリアルソード最終日とゼスが撤てつ退たいする最中、遭そう遇ぐう戦せんを演じたときだけだ。

　教皇が作戦開始を宣言したのと時を同じくして、ゼスは無数の魔甲蟲とともに前線に姿を現し、《崩力》で猛もう威いを振ふるう。

　斬る、薙なぎ払はらう。

　放つ、撃うち抜ぬく。

　ゼスがチカラを振るう度たび、彼の周囲を飛ぶ空士たちの一部が墜ち、還かえらぬ人となる。

　加えて、一部混乱した人類陣営の戦線に、怒ど濤とうの勢いで計測不能な規模の魔甲蟲が押し寄せ、混乱を一層深めていく。

　ああ、チカラとは理り不ふ尽じんなものだよ。

　眼前に立ち塞ふさがる空士たちを消し去りながら、ゼスは思う。

　向こうの世界でも理不尽は存在した。

　領民を護まもるために最善を尽つくしたが、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、結局ゼスは全すべてを失った。

　世界で生き残るために必要なのは、道徳的な正義ではなく、もっと別なものだ。それは決して優やさしさなどといった人の情に訴うつたえかけるものではなく、あらゆる理不尽を撥はねつけるもの──圧あつ倒とう的なチカラ。

　わたしにチカラがあれば、ヴィーゲルト家は取り壊こわされることなく、領民はもっと豊かな暮らしを送れたはずなのだ。

　そして……この世界に渡わたったわたしにはチカラがある。

　この世界の全てを屈くつ服ぷくさせられるだけの、覇は王おうのチカラが。当時は求めても、得ることの叶かなわなかったこのチカラがあれば、もう無力なあの頃ころのように、不毛でくだらない戦いをする必要はないのだ。

　教皇と和平を結ぼうとした父上にはわかるまい。覇王のチカラを宿すわたしの使命を。わたしを信じて散っていった向こうの世界の者たちの悲願に、わたしは応こたえねばならないのだ。

　大将首をあげようと迫る敵たちの攻こう撃げきを、ゼスは洗練され尽くした動きと《崩力》の加速で躱かわし、人類陣営の前衛部隊の上方へ出た。眼下が敵で埋うめ尽くされた状じよう況きようで、ゼスの強化された視力は、敵の遥はるか後方に位置する人類陣営の旗き艦かん〈アルタミラ〉を捉える。

　直後、




　呪剣戦技──獄アビ砕スホ直ライ斬ズン




　ゼスが放った荒あら々あらしい漆黒の光の奔ほん流りゆうは、敵味方問わず全てを搔かき分け、一気に〈アルタミラ〉へと迫り、艦かん橋きようと構造体の左半分を掠かすめ取っていた。

〈アルタミラ〉の撃げき墜ついは必至。しかし、

『ふっ、やはり外れか』

　獄アビ砕スホ直ライ斬ズンを浴びて、黒く霧む散さんしていくその船体は、エリスの夢幻泡影ニトケルテイで作られた紛まがい物だ。ゼスの奇き襲しゆうを読んだ上で、本物の旗艦はもっと後方に配置しているのだろう。

　つまり、こちらの出方を探さぐられたわけか。

　そう結論付けたゼスの背後に、淡あわく輝かがやく蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつに、膝ひざまである白いブーツを履はく光こう彩さい奪だつ目もくの美人──キルスティ・バーミリオンが現れる。

『ゼス様、如何いかがなさいますか？』

『教皇のことだ、わたしのチカラが及およぶ範はん囲いに布ふ陣じんしたりはしないだろう』

　その狡こう猾かつさを考こう慮りよしながら、ゼスは眼下の敵を見下ろし、

『《ゲート》周辺の防ぼう御ぎよ陣じんを崩くずすわけにはいかないからね、わたしは旗艦に戻もどる。あとはキルスティ指揮下の魔甲蟲に任せるよ』

　さあ来たまえカナタ君。どちらがこの世界の支配者に相応ふさわしいか、決着をつけよう。

《崩力》に抗あらがいうる空士の名を胸中で唱え、ゼスは《ゲート》がある方向へ退ひいて行った。







　　　第一章　孤こ高こうの空士







　──天オペレ槌ーシのヨン一・ヘ撃ブン作ズブ戦ロー開始から七十二時間が経過




　前線空域。午前十時頃ごろ。

　ったく、偽装旗艦ダミーを一撃で撃げき沈ちんしたあとはだんまりか。こっちの動きが読まれてるな。

　濁にごった緑色の体液に塗まみれた魔ま砲ほう剣けんを携たずさえながら、長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジは辺りを見回した。

　視界のあらゆる範囲で、空士と魔甲蟲が交戦している。入り乱れた敵と味方が必死に鎬しのぎを削けずっている。

　状況は、混戦の最中であった。空の混戦は、地上のそれと違ちがい、とてつもなく繊せん細さいなものだ。少しでも警けい戒かいを怠おこたったり、仲間の位置を見失ったりしてしまうと、いつ背後から一撃を浴びてもおかしくない。

　険しい眼つきで周囲を見ながら、カナタは思う。

　あのゼスがそう簡単に《ゲート》に近づけさせてくれるわけがねーよな。

　カナタを含ふくめた特務隊は何重にも張り巡めぐらされた防衛ラインの薄うすいところを探し、作戦開始から通算して、十一度目の交戦をしている最中だった。

　魔甲蟲陣営は《ゲート》周辺空域の手前に強固な防衛ラインを構築しており、《ゲート》との距離は、強化した視力でどうにか認にん識しきできるといったものだ。

　今回カナタは教官としてではなく、特別な技能を持った隊員の一人として参戦している。しかも、特務隊の規模が二個中隊──精鋭約百名ということもあり、戦せん闘とうの規模も方法もこれまでとはまるで異なっていた。

　基本的な戦闘単位は従来通り小隊だが、歴戦の特務隊長の指揮のもとで幾いくつかの小隊が巧たくみに連携しながら、状況に応じて合流し、三十名や六十名の集団となって戦うことがある。特務隊長の合理的な判断に逆らう者はおらず、まるで全体でひとつの生物のような部隊だった。また《崩力》の遣つかい手との戦闘経験を買われ、短めの前髪に、隙すきのないきりっとした眼付きのボーイッシュな少女──マオ・リーファが参さん謀ぼう兼けんカナタの護衛に抜ばつ擢てきされていた。

　人類陣営の切り札であるカナタには、そのときが来るまで極力交戦させないようにとの教皇からの指示があったが、カナタは戦闘勘かんが鈍にぶると口にし、構わず戦いに身を投じていた。

　多くの敵と味方が入り乱れる空。

　生と死の境界線が酷ひどく曖あい昧まいな世界を、カナタが翔かる。

　天頂方向に位置するアルケナル級の群れに狙ねらいを定め、カナタは一気に上じよう昇しようしつつ発はつ砲ぽう。二体のアルケナル級を貫つらぬき、さらに擦すれ違いざまに一体の胴どう体たいを叩き斬る。そのあと降下をかけ、同じ要領で今度は四体を葬ほうむった。

　それから先は、もう戦う必要はなかった。

　不意に、魔甲蟲の群れが撤退を始めたのだ。

　この規模の戦いになると勝敗は全体の戦果で決まり、《絶力》を扱あつかわぬカナタの戦果が全体へ及ぼす影えい響きようは微び々びたるものになる。今回の遭遇戦でも、カナタとは関係なく、仲間たちの奮ふん闘とうによって収束を得た。

『勝手なことをするなカナタ・エイジ……っ！』

『少し体を動かしただけだよ。それくらいいいだろ』

『いいわけあるかっ！　いつ《崩力》の遣い手が襲しゆう撃げきしてくるかわからないんだぞ……っ！』

『でも初日のゼス以外、《崩力》の遣い手とは遭遇してないだろ。たぶん今回も来ないよ』

　マオの怒ど声せいを軽く流し、カナタは撤退していく魔ま甲こう蟲ちゆうの群れを見た。撤退していく魔甲蟲の群れに追い縋すがるようにして、数百の光条が迸ほとばしっていく。

　人類陣じん営えいの射しや砲ほう撃げき特化大隊による援えん護ご攻こう撃げきだ。

　物量に優すぐれる魔甲蟲陣営が人類陣営を振り払えぬ理由が、この組織だった射砲撃を放つ部隊の存在だった。一個大隊──五百人規模の、射砲撃系空士のみで構成された部隊が密集陣形を取り、前衛部隊後方から効力射を浴びせ続け、魔甲蟲陣営の動きを大おお幅はばに制限している。小型種相手なら、収束系と拡散系の戦技の使い分けで、一撃で五十体以上倒すことも容易たやすい。数十倍、数百倍の魔甲蟲が押し寄せたところで、大隊による戦技の一いつ斉せい使用でそれを力強く押し退のけていた。

　しかも、人類陣営の射砲撃特化大隊の脅威は、火力の集中運用だけではない。その大隊には、戦略級戦技と呼んでも過言ではない、極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの遣い手が数名もいるのだ。

　世界中にいる空士たちの中でも、指折りの砲撃能力を持った極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの遣い手たちは、単独で容易に魔甲蟲を群れごと消しよう滅めつさせることができ、戦場ではまるで戦神のように崇あがめられていた。

　前衛部隊に所属する射砲撃特化大隊は十個。ゼスが現れた作戦初日は奇襲に混乱したものの、分散配置されたそれらの大隊は魔甲蟲にとっての死地を築きあげている。

　圧倒的な援護射砲撃、周りを固める百人近い熟ベテ練ランの空士。カナタを《ゲート》に無事辿たどり着かせるための人材は手厚い。

　しかし、とカナタは思う。

《崩ほう力りよく》の遣い手が現れれば、全てが無意味になる。

　あらゆる準備が、徒労に終わってしまう。

　その意味を理解している者がどれだけいるだろうか？

　少なくとも、ゼス・ヴィーゲルトはそれを理解しているだろう。だからこそゼスはこの状況で《崩力》の遣い手たちを出さず、《ゲート》の護りを固めているのだ。

　全ては《ゲート》を墜おとせるカナタを《崩力》の遣い手で迎げい撃げきし、余る勢いを以もって人類陣営を一気に殲せん滅めつするために……

『回り込んでみても、防ぼう御ぎよの厚さは変わらないことが分かっただろ。そろそろ退ひいた方がいいって、参謀として上じよう申しんしたほうがいいんじゃないか？　俺がいるってことがわかれば、すぐに大規模な魔甲蟲の群れが送られてくるぞ』

『わかっているっ！　貴様は口を挟はさむな……っ！』

　乱暴にマオが断ったとき、特務隊長が撤てつ収しゆうの指示を出し始めた。いまにも嚙かみついてきそうなくらいに苛いら立だつマオの横顔を見やり、こいつはいつもぴりぴりしてるな、とカナタは胸中で呆あきれた。

　人類陣営は《ゲート》に無傷のカナタを辿り着かせようと波状攻こう撃げきをしかけ、魔甲蟲陣営の防衛ラインの弱点を探っているが、これといった成果はあがっていない。

　戦果と被ひ害がい状況の確認を終えたマオが指示を出す。

『旗艦〈アルタミラ〉まで撤収するぞ、偽ぎ装そう航路を使う。負傷した者は護衛とともに、偽装せずに真まっ直すぐに病院船へ向かえ』

　かくして十一度目の出しゆつ撃げきも《ゲート》へ辿り着けずに終わった。







　撤収完かん了りよう後ご。〈アルタミラ〉。食堂。

「今日の動きはなんだっ！　なぜ護衛のわたしたちを無視して、単独で戦闘を始めた……っ！」

　ボロネーゼを口にするカナタの隣となりでは、マオが声を荒あららげていた。

　食堂では、特務隊の仲間たちが一斉に食事を摂とっている。しかし、仲間であるはずの彼らは、決してカナタとマオの仲を取りなそうとはしない。

　特務隊の大半は、魔甲蟲との戦いの最前線である要よう塞さい浮遊都市から引き抜ぬかれた指折りの空士だ。その空士たちの中には、この部隊に引き抜かれる以前に、同じ死線をともに潜くぐり抜け、すでに信しん頼らい関係を築いていた者たちも多くいる。

　そんな熟ベテ練ランの空士の集まりが、まだ年とし端はも行かぬ学生であるカナタを切り札として護衛するのに反感を覚えるのは当然のことだ。

　実戦経験に乏とぼしく、周りとの協調性が欠けつ如じよした若者のために、特務隊の隊員たちは命をかけなければならないのだから。

「《ゲート》の防衛ラインを前に、人類陣営こちらの前衛部隊は攻せめあぐねている。だからこそ、わたしたちがもっと組織力を高めなければいけないというのに、貴様の独断がチームワークを乱していることに気づかないのか……っ！」

「チームワーク、ね」

　カナタはおもむろにつぶやいた。

　開戦当初、人類陣営の空士の総数は十万人。《ゲート》付近の敵の総数は不明だが、およそ二億。物量の面では、人類陣営と圧あつ倒とう的に開きがある。

　だが、魔甲蟲陣営の過半は《ゲート》の防衛ラインから動こうとせず、行動を起こした一部の群れに対しては前衛部隊の空士たちがいいようにあしらっているというのが現状だ。
















　なぜそのようなことが可能なのか？　──これはカナタでなくとも、実際に戦った空士なら、誰だれもが抱いだく感想なのだが、敵は数こそ圧倒的に多いが脆もろい。これまで彼らが戦ってきた魔甲蟲に比べ、絶対的に練度が不足しているのだ。

　どうやら《ゲート》付近の魔甲蟲は、この世界にやってきたばかりであり、実戦経験が全くないらしい。しかもアルケナル級よりも脆ぜい弱じやくな小型種も多く確認され、通常戦力の質の面では人類陣営が圧倒的に優まさっている。

　このことは人類陣営にとって、思わぬ追い風になっていた。

　それでも、魔甲蟲陣営の物量による護まもりは固く、《ゲート》に取りつくことはできていないが……

「なあマオ。俺とお前は同じ部隊だけど、チームワークが必要だと思うか？」

「当たり前だろう。そうでなければ、《崩力》の遣い手には対たい抗こうできない。いくら教アー皇クビ陛シヨ下ツプの御お墨すみ付つきだろうと、わたしは貴様のことを──」

「少なくとも俺はチームワークが必要だなんて思ってないよ」

「な……っ!?」

「俺とあんたたちの間には、致ち命めい的てきな認識のずれがある。あんたたちはさ、いまのままでいいんだよ。同じ部隊内でチームワークを高めて、場合によっちゃ俺を村八分にすることで結びつきを強めて、俺の護衛役として団結を深めていい」

　飄ひよう々ひようと口にするカナタを前に、マオが面めん喰くらう。この男、何を言っているんだ？　と戸と惑まどうように凝ぎよう視ししてきた。

「でも、俺はいまのままじゃダメなんだ。俺にはチームワークなんかより、もっと大事なものがあるんだよ」

「大事なものだとっ！　《崩力》の遣い手に勝つのに、これ以上必要なものがあるか……っ！」

　訳の分からないことばかり口にするカナタに、マオの怒いかりが頂点に達する。

「『個』のチカラで勝てぬ相手に『組織』のチカラで打ち克かつ。これが《崩力》の遣い手と戦う基本戦術だっ！　貴様は《崩力》の遣い手との戦い方を何もわかっていない……っ！」

「ま、チームワークは大事だよ。でも、俺に求められてるのは──」

　カナタが何か口にしかけたとき、

「その辺にしておけ」

　今まで黙だまって話を聞いていた、特務隊の空士の一人が口を挟む。

「俺たちはお前のチカラを知らない。だが、教アー皇クビ陛シヨ下ツプがお前を切り札として認にん識しきしている以上、それを信じるだけだ。お前に英えい雄ゆうたる資格が本当にあればの話だがな」

　英雄たる資格、か。自分より一回り年上の空士の言葉を、カナタは嚙みしめる。

　英雄とは、多くの犠ぎ牲せいの上に成り立つ戦いくさの功労者。英雄が存在するためには、その英雄の為ために身命を捧ささげる覚かく悟ごがある仲間たちが必要だ。

《絶力》を使わないカナタが人類陣営の切り札として、いまの仲間たちから『信頼』されることはない。むろんマオの指示をきちんと守っていれば、ある程度の『信用』は得られるだろうが、そんなものは意味がないのだ。

　この戦いにおいて、カナタが必要だと思っているものと、マオが必要だと思っているものは根本的に食い違ちがっている。

　仲間との連れん携けいが必要かと問われれば、カナタの返事は……

　だが、いまは不必要なトラブルは避さけるべきだろう。

「念のため断っておくけど、いざっていうときはちゃんとチカラを使うよ。ただ俺のは特別だから、そう何度も使えるもんじゃないんだ」

　チームワークについては答えず、カナタは英雄たるチカラの有う無むについて答えた。チカラに制約があることを告げたカナタの脳のう裏りに、《ミストガン》を出発した朝の出来事が過よぎる。

　あの朝……カナタはユーリに本当のことを伝えた。

《絶力》を使い過ぎれば、ユーリたちの記き憶おくからカナタ・エイジという存在が消えることを。

　そのときユーリがした選せん択たくを、カナタは一生忘れることはないだろう。

「貴様に事情があるのはわかった。だが、それと協調性に欠けるのは全く別の話だ」

　まだ怒りが収まらぬマオががなりたてる中、鳶とび色いろの瞳ひとみに金きん髪ぱつの美少年──リバー・エンディケウスが食堂へやってきた。

「カナタ君、教アー皇クビ陛シヨ下ツプがキミに話があるらしい。ついてきてくれるかい？」

　俺に話、か。作戦開始から三日以上経過してるし、そろそろ〝あれ〟の目め途どが立ったっていうことか。

「悪いなマオ。話があるなら、教アー皇クビ陛シヨ下ツプの話の後にしてくれ」

　マオがまだ説教しようとするのを無視し、カナタは食堂をあとにした。







　艦かん橋きようへと続く廊ろう下かにて。

「あまり周りとは打ち解けてないようだね」

「ま、俺はあくまで学生の身分だし。潜り抜けた修しゆ羅ら場ばの数もあいつらに比べたら大したことねーからな」

　リバーからの指し摘てきを受け、カナタはあっさりと肯こう定ていし、

「それに、チカラを使っていない以上、信頼されることはねーよ」

「チカラを頻ひん繁ぱんには使えない制約のようなものがあることは知っているよ。教アー皇クビ陛シヨ下ツプもそうだからね。……だけど、周りとは仲良くしておいた方がいい。マオさんたちは、キミの護衛なんだから」

「それは大だい丈じよう夫ぶだろ。あいつらは個人的な感情で手を抜くタイプじゃないからな」

　その言葉に噓うそはない。カナタ自身、マオたちの志こころざしの高さは認めている。

　だが、カナタとは見ているものが圧倒的に違っているのだ。

　おそらくその違いをカナタが口頭で説明したところで、マオたちに理解できるものではないだろう。

　それにカナタ自身、理解を求めようとは思っていない。

　最低限の護衛を務め、カナタを《ゲート》に送り届けたあとは、マオたちには撤てつ退たいしてほしいというのが本音だ。

「そういや、ミソラたちは何してるか知ってる？」

「まあね。彼女たちの仕事は後方での補給任務なんだけど、どうやら最初は順調に顰ひん蹙しゆくを買ったみたいだ」

　補給任務で顰蹙、か。

　ミソラたちの最終目標を知るカナタは、彼女たちが何を試みたかわかり、ふっと口の端はをつりあげた。

「でも、そのあとは色々と好き勝手しているらしい。補給部隊は学生主体だから、ここより抑おさえ込みやすかったらしいね」

「好き勝手なら、俺も負けてねーよ」

「確かに、カナタ君の好き勝手はスケールが違うからね。エミリーさんの一件のときも驚おどろかされたけど、今回はもっと驚かされてるよ。まさか〝あれ〟を戦略に組み込むなんて」

「俺は提案しただけだよ。評価されるべきは、色んな奴やつの反対を押し切って〝あれ〟を戦略に組み込む決定をしたアンネローゼだ」

　そんな話をしながら、カナタたちは〈アルタミラ〉の艦橋へ入った。すると居合わせたエリスたち一行や、豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされた司教冠かんと白い司教服を纏まとった妙みよう齢れいの女性──アンネローゼ・サザーランド・ベベルがこちらを見た。

「今回も大したことのない遭そう遇ぐう戦せんだったようですね」

「ま、いまはまだ探さぐり合いってところだよ。魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えいが積極的に攻めに出てこないから、想定より人類陣営に犠牲が出てないだろ。もっとも人類陣営こつちの前衛部隊も攻めあぐねて、苛いら々いらが募つのってるみたいだけどな」

　アンネローゼの前に立ったカナタが飄々と言った。

　人類陣営の空士総数十万人にさしたる消耗は見られない。ちなみに空士の内訳は前衛部隊に五万人、後衛部隊に学園浮ふ遊ゆう都市所属者を中心とした二万人を配備。中衛を廃はい止しし、代わりに独立遊ゆう撃げき部隊に二万五千人を所属させ、前衛部隊を独自に援えん護ごさせている。残り五千人は隠かくし駒ごまだ。

「もとより、前衛部隊には防衛ライン突とつ破ぱのための策を授さずけていないのだから当然です。今は大規模な組織戦に慣れつつ、敵の戦力を削けずる段階ですから。それと、前衛部隊の苛立ちについては、作戦の全容を知らないことも関係しているでしょうね」

　アンネローゼは前衛部隊の空士が捕ほ虜りよになり、情報がゼスに渡わたることを恐おそれ、作戦の全容をごく一部の者にしか教えていない。

　それゆえ、果てしない数の魔甲蟲によって維い持じされている《ゲート》の防衛ラインを抜ぬけず、人類の未来を危き惧ぐした前衛部隊が苛立ちを覚えるのは当然のことであった。

「魔甲蟲陣営の圧倒的物量相手にこの状じよう況きようを築けたのは、間ま違ちがいなく初日にゼスの奇き襲しゆうを防げたからだ。もしあそこでゼスが奇襲に成功してたら、魔甲蟲陣営が勢いづいて、人類陣営が均きん衡こう状態を保つことは難しかったよ」

　夢幻泡影ニトケルテイで作り出した偽装旗艦ダミーを最前線に出したのは、カナタの発案だ。戦いの天才であるゼス・ヴィーゲルトなら、必ず機先を制すると読んでいた。

　結果としてその読みは正解であり、偽装旗艦ダミーは《崩力》で強化されたゼスの戦技で撃げき墜ついされた。その光景は、前衛部隊の後方にいたアンネローゼたちも確認しており、偽装旗艦ダミーが破は壊かいされた際は《アルタミラ》の艦橋が一いつ瞬しゆんで静まり返ったらしい。

「えっへん、わたしの主あるじであるエリス様のお陰かげでみんなが助かったのよ。みんな、エリス様に感謝しなさいよね」

　色素が抜けきった髪かみと肌はだを持つ白い妖よう精せいのような少女──リーゼリット・フェアチャイルドが小さな胸を張った。カナタとしてはまだ幼いリーゼリットが戦場に臨のぞむのは本意ではないが、リーゼリットはあくまでエリスの配下として尽つくすつもりのようだ。

「ふふっ、出番がなかったのに胸を張るリーゼちゃんもかわいいわ。やっぱり最初から総反はん撃げきとかはなかったみたいねん」

　妖精サイズの少女──エミリー・ウィットベルンがリーゼリットの肩かたの上で頷うなずく。戦せん闘とう経験が豊富な彼女は、リーゼリットのサポートを任せられている。

「当初の読み通り、ゼスは防ぼう御ぎよに専念しているようですね。人類陣営から仕し掛かけなければ、二日後に《ゲート》から来る増ぞう援えんを待つつもりでしょう」

「狙ねらいはわかっていても、護りに専念するお兄様を崩くずすのは至難の業わざよ」

　丁てい寧ねいに結ゆわえられた紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンの言に、西洋人形のような美び貌ぼうの少女──エリス・ヴィーゲルトが応じた。エリスは簡易な宮きゆう廷てい風のコルセットドレスを纏まとい、クリスは白いスーツ、胸には紅あかいブローチをつけている。

　二人が着ている衣い装しようは、女王と外交官である二人の立場に見合うようにアンネローゼが誂あつらえたもので、刻印術式が施されており防護服プロテクターとしても使える。

　魔甲蟲陣営の新代表となるエリスは、人類陣営において浮遊都市連合評議会の評議員と同等の扱あつかいを受け、その仲間とともに旗き艦かんの艦橋へ立ち入ることが赦ゆるされていた。

「人類陣営は敵の増援が来るまでに攻せめなければならず、お兄様は大規模な増援が来るまで《崩ほう力りよく》の遣つかい手を含ふくむ戦力で防御に徹てつすればいい。数年に一度の大規模な干かん渉しようによる《ゲート》からの増援が来なくとも、お兄様は物量で人類陣営を圧あつ倒とうしていることは理解しているわ。それでもこちらに攻め込んで来ないのは、万全を期すことで、カナタ・エイジに《ゲート》が墜おとされる確率を限りなくゼロに近づけるためよ」

　エリスの言を聞き、アンネローゼが頷く。

「おそらくはその通りでしょう。カナタさんという切り札の存在をゼスが意識していることは間違いありません。また事実として、護まもりを固めた魔甲蟲陣営を前に、わたしたちは今日まで打つ手がなく、大して捻ひねりのない平面的な攻こう撃げきに終始せざるを得ませんでした。ですが、次の攻勢は違います」

　次の攻勢という言葉に、カナタたちの表情が険しくなる。

　状況的に考えて、次に仕掛けるのは総攻撃──決戦だ。

「〝あれ〟の動きと呼応するように、予定通り全面攻勢を仕掛けます。それと、参さん謀ぼうたちからの提案があったのですが、十個ある射しや砲ほう撃げき特化大隊を中央に纏めあげ、敵に楔くさびを打ち込める態勢を整えるつもりです」

　その提案を聞き、カナタは微かすかに眉まゆを寄せた。

「あのさ、たしかに射砲撃特化大隊があげた戦果はすごかった。大金星って奴だろ。けど、ゼスがその気になれば射砲撃特化大隊を潰つぶすためにもっと工く夫ふうして攻めてきたよ。人類陣営こつちも奥の手があるからこそ、これまでは平面的……言いかえれば単調な攻撃に終始してたわけじゃんか」

　艦橋にいる参謀たちをカナタは見み渡わたし、

「この三日と少しの戦いで、最低でも魔甲蟲を二千万体は削ったわけだけど。でも、その魔甲蟲の被ひ害がいは、ゼスにとって想定されたものだとは考えないわけ？　十個射砲撃特化大隊を纏めあげるってのは強力な半面、《崩力》の遣い手から見たら纏めて一いつ掃そうできるっていう危険リスクもあるわけだけど、そこはどう考えてるんだよ？」

　カナタの言葉を聞き、参謀総長が「《崩力》の遣い手を確かく認にんした際は、再び射砲撃特化大隊を分散させ、纏めて一掃されないようにする」と答えた。

　こいつらゼスを舐なめてるな、とカナタは思う。

《崩力》の遣い手は脅きよう威いだが、ゼスがそれだけなわけがない。練度の低い魔甲蟲を有効利用して、必ず何か策を仕掛けてくるはずだ。

「間違いなくゼスは、人類陣営が決戦を挑いどんだ瞬しゆん間かんに動くよ。《崩力》の遣い手たちだけじゃなくて何か策も繰くり出して、攻めに来た人類を逆に殲せん滅めつしようとする。攻めに行ったつもりが、逆に喰くわれましたってのは勘かん弁べんしてくれよ。ま、人類陣営が決戦を仕掛けないことには、この戦いはもうどうにもならないんだけど」

　ゼスの狙いは、この総力戦に臨んだ空士たちを根絶やしにして、人類陣営の反はん抗こう心を打ち砕くだくことだ。そして絶対的なチカラである《崩力》の遣い手たちを有するゼスは、逃にげ回る空士を潰し回るより、集まってきた空士たちを一いち網もう打だ尽じんにする機会を待っているはずだ。

　であるからこそ──

「なにはともあれ、とっとと〝あれ〟の準備を終えて、いつでも決戦を仕掛けられるように準備しとかないとな」

「〝あれ〟の戦闘準備は問題ありません。ですが、前衛部隊は一度退かせて休息を取らせる必要があるでしょう。決戦前に士気を上げておく必要があります」

《ゲート》撃げき破はまでの障害の認識を共有し、攻こう略りやくする術すべについても確認していくカナタたち。もとより膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいることはカナタの想定の範はん囲い内とはいえ、アンネローゼたちにとって気持ちのいいものではなかった。

　ここ数日の戦いは、カナタの読みが少しでも外れれば、人類陣営が大損害もしくは全ぜん滅めつも大いにありうる綱つな渡わたりだったからだ。そして準備が整い次し第だい、最後の大博打ラスト・ギヤンブルに挑まなくてはならない。

　本格的な攻勢案について確認し終えたあと、アンネローゼがカナタを見み据すえた。

「そういえばカナタさん、伺うかがわせてもらいたいことがあります。リバーさんからの報告によると、あなたが遠い眼をしていることがあるとのことです」

「……………………」

「もうお別れを済ませましたか？」

「何人かにはな。でも、リバーには俺が遠い眼をしてるように見えるのか」

《ミストガン》での最後の休日の際は、教え子たちからときおり険しい表情をしていることを指摘されたが、今度は遠い眼か。そのように見える原因は、間違いなくチカラの代だい償しようのせいだろう。

　だが、それはもうどうしようもない。

「悪かった。これからは人類の切り札らしく、浮かない貌かおをして周りを不安にさせないように気をつける」

「いいでしょう。ですが本格的な攻勢を仕掛ける前に、〈アルタミラ〉は一度補給を受けます。その間、あなたは少しだけ自由にしていいですよ」

　アンネローゼらしからぬ気を遣つかった発言に、リバーが人知れず眉を吊つり上げた。

「……わかった」

　短い肯こう定ていで返し、カナタはコルセットドレスを纏うエリスに声を掛かける。

「エリス。今日も頼たのむよ」

「仕方ないわね。ついてきなさい。……リーゼリット、あなたも手伝ってちょうだい」

　カナタはエリスたちのあとに続いて、艦かん橋きようをあとにした。




　　　　※※※




「そんな話を聞きたいんじゃないっ！　あいつがどこ行ったかを教えろと言っているんだ……っ！」

「落ち着いてください。ここから先は、マオさんでも立ち入り禁止です」

「どけっ！　リバー・エンディケウス……っ！」

　艦橋へと繫つながるドアからそんな声が聞こえてきたのは、カナタとエリスたちが出て行って数時間後のことだ。

　ちょうど日が沈しずみかけていたこのとき、アンネローゼは総軍の指揮を腹心である──ハルトマン・エンディケウスへの引き継つぎを終えた矢先のことであった。

「どうしましたマオ・リーファ？　あなたにはこの場所に立ち入る権限がないはずですが」

「非礼を承知で申し上げます。教アー皇クビ陛シヨ下ツプ、カナタ・エイジの件でお聞かせ願いたい」

　注意も聞かず、マオは睨ねめつけるようにアンネローゼを見た。

「御おん身みの推すい薦せんによりカナタ・エイジを我々の部隊に加えましたが、あの者に一体どれだけのチカラがあるのでしょうか？」

　マオの瞳ひとみには、敵意に酷こく似じした憤いきどおりがあった。

「今回の作戦に際し、我々は幾いくつかの交戦を経へましたが、どの戦いも彼の特異性を理解できるものではありませんでした。それどころか、自分勝手な行動でチームワークを乱し、はっきり言って彼は自分勝手で足を引っ張っているだけです。それなら攻めあぐねている前衛部隊にわたしたちを加えて、《ゲート》の防衛ラインを突とつ破ぱする可能性を少しでも上げるべきではないでしょうか」

「マオさん。いくらあなたでもそれ以上は……」

　傍かたわらにいるリバーが不快を露あらわにしようとしたが、アンネローゼは強い眼まな差ざしでそれを制した。

　カナタ・エイジという存在が、特務隊から反感を買うのは予想できたことだ。むしろ、これまで直じか談だん判ぱんに来なかった分、マオたちはよく我が慢まんしていたとさえいえるだろう。

　カナタ・エイジは自分の実績を自じ慢まんしたり、吹ふい聴ちようしたりするような人間ではない。だからこそ、多くの誤解を生んでしまう。

「カナタさんが人類陣じん営えいの切り札である事実は本当です」

　教皇として、アンネローゼが肯定する。

「彼はわたしの見ている前で、《崩力》の遣い手であるキルスティ・バーミリオンと互ご角かく以上の戦いを繰り広げました。いま人類陣営に、全力の彼に敵かなう者はいないでしょう。仮にチャオ・シンクーたちが存命であったとしても、です」

　殉じゆん職しよくした仲間の名を出され、マオは意表を突つかれたように貌を歪ゆがめたが、

「では、なぜカナタ・エイジは全力を出さないのですっ!?　皆みながあの者のチカラに疑念を抱いだいています。これ以上は、実際目もく撃げきしないことには認めるわけにはいきません……っ！」

　もう我慢の限界を越こえたマオには、アンネローゼの言葉も届かないらしい。

　カナタが全力を出さないのは仕方ない。

　だが、このままではカナタを護衛する特務隊の士気が下がる。場合によっては、いざというときカナタを護りきれないかもしれない。

　アンネローゼは正念場を前に厄やつ介かい事を増やしてくれたカナタを怨うらむも、人類陣営の最高責任者として最善を尽つくすことにした。

「リバーさん。カナタ・エイジの完成度はどうでしょうか？」

「はい。いまのカナタ君なら、たとえチカラを使わずとも、充じゆう分ぶんな実力を示すことができると思います」

　いまのカナタ君という単語にマオが怪け訝げんそうにこちらを見やる。だが、口で説明するより、実際に見たほうが話が早い。

　それにアンネローゼも、カナタの完成度を直接確かめておきたかった。

「いいでしょう。……ついてきなさい、マオ・リーファ」

　指揮の引き継ぎを済ませていたアンネローゼはマオとリバーを引き連れ、ある場所へと向かった。










　後方。非戦せん闘とう空域。

「こんな場所にカナタ・エイジがいるんですか？」

「ええ。今日はこの辺りでしょう。周辺警けい戒かいも済ませてあります」

　アンネローゼによってマオが連れて来られたのは、戦場がある空域とは真逆の方向にある空域だ。一応人類陣営の支配空域ではあるが、人類陣営の補給線がある空域ではなく、戦略的に無価値であるため、魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の偵てい察さつと遭そう遇ぐうする確率も殆ほとんどない。

　そんなところに、なぜカナタ・エイジがいるのか？　その意図を、マオはすぐに理解することができなかった。

　だが、言葉で説明するよりも、もっとわかりやすく伝えてくれるものがそこにあった。

「この感覚は……っ！」

　見るより先に、まるで無防備な喉のど元もとにナイフでも突きつけられたかのような怖おぞ気けがマオに伝わってきた。《崩ほう力りよく》の重圧プレツシヤーが来る方向を見たマオの視線の先には、カナタと対たい峙じするエリスとリーゼリットの姿。そして……カナタを取り囲む無数の魔甲蟲。

『数はこれぐらいでいいかしら？』

『もうちょい頼むよ。明日は終日補給で、戦闘する機会がなさそうだしな』

『後方とはいえ、ここは戦場よ？　疲つかれてるときに偶ぐう発はつ的な戦闘があったらどうするの？』

『問題ねーよ。そんときは、マオたちが命いのち懸がけで俺を護まもってくれるから』

　少しも躊躇ためらうことなく口にしたカナタを見て、エリスは呆あきれたようにため息を吐つき、夢幻泡影ニトケルテイでさらなる魔甲蟲を作りだす。

　まるで悪あく魔まの軍団が、カナタ一人を貪むさぼり喰おうとしているような光景。マオ一人なら絶望のどん底に陥り、死を覚かく悟ごする規模の敵だ。

　しかし、カナタの要求はこれに留とどまらない。

『リーゼリットも頼む』

『うん、わかった。……エリス様、お願いします』

　リーゼリットがエリスの背中に手を当て、エリスに反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンで強化を施ほどこす。その結果、能力を底上げされたエリスが一体だけ特別な敵を生み出した。

　カナタと同じ背せ丈たけ、同じ魔ま砲ほう剣けんを携たずさえた黒い人型。カナタの影シヤド人ーマンとでもいうのだろうか。

『じゃあ、始めるわよ。用意はよくて？』

『来い……っ！』

　カナタの一声に応じ、エリスは雲うん霞かの如ごとき魔甲蟲に抗こう戦せんを指示した。カナタへ迫せまりくる魔甲蟲の群れの後方では、影シヤド人ーマンがカナタの隙すきを窺うかがっている。

　マオが死を覚悟する規模の敵に対し、カナタはふっと口の端はをつりあげ、悠ゆう然ぜんと立ち向かう。正気かっ!?　とマオが口にする暇ひまはなかった。カナタが墜おちることは疑いようがない事実だ。

　だが、その男の力量は、マオに測れるものではなかった。

「な…っ!?」

　驚きよう嘆たんするマオの瞳には、カナタ・エイジが《絶力》抜ぬきで、魔甲蟲の群れを斬きる光景が広がっていた。羽根のように軽い動きで、相手の動きを見み透すかしたかのように、カナタが死地で舞まい踊おどる

　思わずマオが叫さけぶ。

「これは実戦──それも死し闘とうじゃないですかっ!?　いますぐやめさせてくださいっ！　カナタ・エイジを殺す気ですか……っ!?」

　アンネローゼに訴うつたえかけるが、彼女はその戦闘から眼を離はなさず、振ふり向くこともない。

　無数の魔甲蟲がカナタを喰くい破ろうと迫った。ある個体は上から、またある個体は背後から。四方八方、間断なくほぼ同時にカナタに攻せめ立てる。

　死角を含ふくむ同時攻こう撃げき。それは人間に感知できるものではない。

　だが、カナタ・エイジは──

『捉とらえてるぜ……っ！』

　背後から迫るアルケナル級を振り向きざまに一刀両断。霧む散さんしながら墜ちていく肉にく片へんには眼もくれず、すぐに魔砲剣を左右に薙なぎ払はらうように振るい、死角を突こうと攻めてきたアルケナル級を叩たたき落とす。

　その動きに、マオは思わずこう口にしていた。

「まさか、後ろを見ずに墜としたのか……っ!?」

　その後、カナタは迫ってきたアルケナル級の頭部を蹴けり飛ばし、上じよう昇しよう。上昇直後に背後から迫ってきた二体のアルケナル級を、後ろを振り向いて視し認にんせずに、砲ほう撃げきと斬ざん撃げきで撃破。

「また後ろを見ずにっ!?　なんなんだ、カナタ・エイジにいったい何が起こっている……っ！」

　アンネローゼとリバーが黙もく々もくと見守る中、カナタは人外のチカラを使うことなく、エリスが生み出した魔甲蟲の群れを続々と撃破していく。

　不意を突いて攻めてきた、《崩力》を宿すカナタの影シヤド人ーマンとも当たり前のように組み合い、《崩力》で強化された斬撃と戦技を受け流し、あろうことかその胴どう体たいに薄うすくではあるが、一撃入れてみせた……！

　アンネローゼが感想を述べる。

「完成度は、まあまあといったところでしょうか」

「はい。できれば無傷で潜くぐり抜けてほしいところですが、カナタ君が《ミストガン》に戻もどってからは、エリスさんと訓練できませんでしたからね。エリスさんが《ベベル》で政治工作をする必要がある以上、カナタ君にも《ベベル》に留まるように説得したんですが」

「カナタ・エイジが教官としての責務を全うしたいと口にした以上、わたしたちに《ミストガン》に戻ろうとする彼を止めることはできなかったでしょう。彼は一いち途ずですから」

　アンネローゼはそう口にし、リバーとともに訓練するカナタを見やる。そんな二人に、マオはもうついていけなかった。

　影シヤド人ーマンの斬撃を掠かすめたカナタは、防プロ護テク服ターの胴体が薄く斬り裂さかれている。マオが見ている間に、カナタの頰ほおが薄く裂かれ、血がゆっくりと流れでる。

　だが、カナタは《崩力》を宿す影シヤド人ーマンと互角……いや、それ以上のチカラを見せていた。

　戦闘速度や破は壊かい力では、《崩力》を駆く使しした影シヤド人ーマンの独どく壇だん場じようだ。魔ま力りよくしか扱あつかわぬカナタは、まるで暴風雨に晒さらされる一輪の野花のように儚はかない存在であるはずだった。

　だが、彼は踏ふまれても踏まれても何度も起き上がる雑草のようなしぶとさで、影シヤド人ーマンの攻撃を避よけ、裏を搔かき、自分のテンポを摑つかんでいる。

　強きよう烈れつな戦技と物もの凄すごい剣けん圧あつに絶えず襲われながら、呼吸し、躱かわし、攻めて、間合いを見計らい、相手に先んずる一手を打つ。圧あつ倒とう的なチカラを前に、自分の戦闘姿スタ勢イルを維い持じする。

　脆もろく儚き人間の分際で、一撃必殺の刃やいばを持つ相手に、かくも抗あらがえる存在がいることをマオには受け入れ難がたかった。

　自分とて、幼少より尋じん常じようならざる訓練を受けていた。

　だが、この男の前では、それら全すべてが覆くつがえされる。

　カナタは影シヤド人ーマンと魔甲蟲の群れを同時に相手にしていた。

　これがカナタ・エイジ……っ!?

「あ、あの動きはいったいっ!?　あの混戦の中で、あいつはなぜああも戦い続けることが……っ!?」

「あれが冥めい力りよくを宿す者の戦い方です」

　交戦中のカナタから眼を離さずに、アンネローゼが言う。

「冥力を宿す者は呪じゆ力りよくの流れを繊せん細さいに感じ取れます。わたしがあの領域に達するまでには、二十年かかりましたが、それは戦闘に対する適性の違ちがいなんでしょう。わたしはもともと癒いやし手で、戦闘なんて論外でしたし。……それと彼が人型魔ま甲こう蟲ちゆうの《崩力》と互ご角かくに渡わたり合えるチカラ──《絶力》の遣つかい手であることは、教皇であるわたしが保証します」

　冥力……それが何なのかマオには理解できない。アンネローゼが癒し手だったという事実や《絶力》の遣い手という発言も同様だ。

　だが、ひとつだけはっきりわかることがある。

　いま《崩力》を宿す自らの現うつし身みと戦うカナタ・エイジという男は、完全に想イレ定ギユ外ラーだということだ。

　戦場での遭そう遇ぐう戦せんをこなしながら、後方では《崩力》の遣い手と戦い、命懸けの訓練をする。

　いつからそんな狂きよう気きじみたことをしていたかは定かではないが、教アー皇クビ陛シヨ下ツプの態度からして、カナタが相当期間継けい続ぞくしていたのは確かだ。

　その尋常ならざる努力を、マオたちに口にしないのは、人に言える努力など努力のうちには入らないということだろうか。

「チームワークより大事なもの、か」

　食堂でのカナタの発言が脳のう裏りを過よぎる。




　──少なくとも俺はチームワークが必要だなんて思ってないよ




　──俺にはチームワークなんかより、もっと大事なものがあるんだよ




　チームワークより、もっと大事なもの。

　噓うそ偽いつわりなく、カナタは全力でそれを求めていた。

　チカラとは何か？　マオの脳裏にふと疑念が生まれる。

　マオは《崩力》の遣い手たちと対戦し、圧倒的なチカラを宿す個に、集団で抗うしかないと考えた。

　それは常識的な判断だろう。

　だが、数多あまたいる人間の中には、常識の枠わくに捉われぬ者も存在する。

　カナタ・エイジは、この次元の戦いにわたしたちがついてこれないことをわかっていて、最初から一人で戦い抜く覚悟をしていたのか……っ！

　まるで生き様とでも呼ぶべき、その孤こ高こうの空士の戦い様に、マオは眼を離すことができなかった。

『はああああああ……っ！』

　咆ほう哮こうをあげたカナタが、影シヤド人ーマンに斬りかかる。影シヤド人ーマンは《崩ほう力りよく》の障しよう壁へきに頼たよらず、カナタを迎むかえ撃うつ構えのようだ。

　交こう錯さくする二つの刃。

　そして袈け裟さ斬ぎりにされた影シヤド人ーマンの向こう側で、カナタは感かん慨がいを覚える間もなく、小型種との戦せん闘とうを継続する。瞬またたく間まにこの空域にいる敵は掃そう討とうされた。

　人類陣じん営えいの切り札のチカラの一いつ端たんを垣かい間ま見みて、マオは自分でも気づかないうちに拳こぶしを固く握にぎりしめていた。

　屈くつ辱じよく、不ふ甲斐がいない己おのれへの怒いかり。

　最善を尽つくすカナタに対し、正しくない選せん択たくを声こわ高だかに口にしていた自分に腹が立つ。そんなマオに、アンネローゼが声を掛かけてくる。

「マオ・リーファ。これまであなたたちには作戦の全容を教えませんでしたが、今晩にでもリバー・エンディケウスから説明があることでしょう。《ゲート》の防衛ラインを無力化し、《ゲート》を破壊するための策はあります」

　アンネローゼが、マオの双そう眸ぼうを覗のぞき込むように見み据すえた。

「そして、あなたたちの役目は一つです。たとえ死んでも、カナタ・エイジを《ゲート》のもとに送り届けなさい」

「はっ、教アー皇クビ陛シヨ下ツプ……っ！」

　微み塵じんも偽いつわりのない返事をしながら、マオはカナタを護衛するための自分たちにできることを考え始めていた。




　　　　※※※




　夕刻。魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えい旗き艦かん〈オヴェイロン〉。艦かん橋きよう。

「〈アルタミラ〉が大きく後退していくようです。おそらくは補給かと。旗艦の動きに呼応するように前衛部隊から飛空艇ていが退いていくとのことです」

「ふむ。気になる動きだね」

　偵てい察さつに出していたアルケナル級からの報告を受け取ったキルスティが、ゼスに伝えてきた。

　初日の奇き襲しゆうで人類陣営に格の違いを教え込んで以来、戦せん況きようは膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいっている。防ぼう御ぎよに専念する魔甲蟲陣営を、人類陣営が攻めあぐねる構図だ。

　そんな中で《ゲート》から大規模な増ぞう援えんが得られる刻限までは、残すところ、二日。時間が経たつのはゼスにとって好都合だ。

「おそらく今回〈アルタミラ〉が補給に退さがったのは、総攻撃の前まえ触ぶれだろう」

　古来より戦場の正念場に際しては、一度退がって食事と休きゆう憩けいを取り、部隊の士気を上げるのが定セオ石リーだ。おそらく前衛部隊も休憩の割合が増えているだろう。

　増援を前にしての総攻撃。これはゼスの想定の範はん囲い内だが、引っ掛かることがある。

　これまでの人類陣営の攻こう勢せいには、どこか焦しよう燥そう感かんが欠けている気がしたのだ。

　現場レベルの空士からは必死さが感じられた。《ゲート》の防衛ラインの隙すきを見み出いだそうと、必死な動きを見せていた。

　だが、攻略作戦自体は稚ち拙せつ。

　通常戦力だけで、ここまで平面的な攻撃に終始していただけだ。

　いまの人類陣営には、カナタ君や教皇、エリスやリーゼリットといった強大なチカラの遣い手たちが揃そろっている。彼らが遠アウ距トレ離ンジ攻撃を仕し掛かけて、こちらの防御力を削そいでもいいし、浮ふ遊ゆう機き雷らいを大量投入して、こちらの行動を妨ぼう害がいしてもいい。他ほかにも魔甲蟲の情報伝達能力の低さを突つき、立体的で複雑な攻勢を仕掛けてこちらを翻ほん弄ろうするなど、攻せめ方はいくらでもあるはずだ。

　だというのに、人類陣営はそれらを仕掛けてこない。

　現場は必死のようだが、戦略レベルでの工く夫ふうが欠けつ如じよしているのだ。

　司令官が無能というわけではあるまい。相手は長い時を生きた教皇だ。こちらの急所を貫つらぬくような、老練で狡こう猾かつな手を打ってくるはずだ。それに人類陣営にエリスがいる以上、こちらが万全を期して増援を待っているのはわかっているはず。

　そしていまの人類陣営に余よ剰じよう戦力はほとんどなく、こちらの増援が来れば《崩力》抜ぬきでも、人類陣営が物量に押し負ける可能性があることも。

「腑ふに落ちぬという貌かおですね」

　声がしたほうを見ると、紫水晶アメジストの如ごとき瞳ひとみに、美しくも尖とがった顔立ちの少女──ユミエール・シーザーの姿があった。

　この世界に降臨した際、ヴィーゲルト家とともに人間の姿を保てたシーザー家は、小国の王族であったらしい。ゼスが聞いたことのない国の名だったが、向こうの世界はこの世界より遥はるかに広大で、人口も桁けた違ちがいに多いため、知らないのも仕方あるまい。

　この世界で会って以来、ユミエールはチカラある者としてゼスを認め、行動を共にしている。

「魔甲蟲陣営の責任者としては、人類陣営の作戦は気になるよ。《ゲート》を破壊させるわけにはいかないからね」

「我々に出撃許可を頂ければ、外に湧わいたうじ虫どもを蹴け散ちらしますが」

「いまは大だい丈じよう夫ぶだよ。だが、もうすぐ出撃の機会が来る。そのときに敵を余すことなく蹂じゆう躙りんしてきてほしい」

　ゼスの言を聞き、ユミエールは好戦的な笑えみを浮うかべると、艦橋で戦せん況きよう把は握あくに努めている配下たちを見回し、

「グレゴール、フランシスの姿が見えぬが？」

　貌に大きな傷のある屈くつ強きようそうな短たん髪ぱつの男──グレゴール・ヘカトンが答える。

「念のため周辺警けい戒かいを任せております。戦場では何があるかわかりませんから」

　忠臣であるグレゴールからの言葉に、ユミエールはふっと鼻で笑う。

「そのようなことをせずともよい。雑ぞう兵ひようがここへ辿たどり着けることもあるまい。仮に辿り着けたとしても、我らのチカラを前にして怖おじ気けづくのが関の山よ」

「はっ、姫ひめ様のおっしゃるままに」

　グレゴールはすぐさま通信機で、鷹たかのように鋭するどい眼をした魔ま銃じゆう士しの青年──フランシス・ソワカに連れん絡らくを取り始める。

　艦橋に備えられたモニターは、夕ゆう闇やみに紛まぎれるように後退していく人類陣営の飛空艇を見やり、絶対氷結アイスマンの遣い手──ゼロット・アシアスが言う。

「敵の前衛部隊も後退していくようですな。某それがしたちの防御が固く、手の出しようがないといったところでしょうか」

「手の出しようがないだけならいいが、わたしが人類陣営の立場だったらぞっとせざるを得んな。彼らにとっては侵しん略りやく者から身を護まもるための戦いとはいえ、《崩力》わたしの遣い手たちを相手にせねばならぬのだからな」

　暗あん夜や刀とうの遣い手──ペイシェンス・マッケインが、人類陣営の立場を憐あわれんだ。

　人類陣営を邪じや魔ましようと考えたキルスティが言う。

「ゼス様、今晩敵の活動が弱体化する公算が大きいと思われます。夜や襲しゆうをお掛けになりますか？　いまならわたし一人で近づき、敵を混乱させることも容易なはずですが」

「いや、そう易やす々やすと事は運ばないよ。それにいくら人類陣営が休憩に移るとはいえ、夜襲が成功するとは限らない。向こうにはカナタ君がいるし、策敵能力と情報伝達能力は、質の面でこちらが圧あつ倒とう的に劣おとるからね」

　カナタを最重要危険人物と考えるゼスは、入念に準備を整えることにする。

「ただ敵が補給している間、こちらも準備を整えよう。前衛部隊の運用規模から考えて、人類陣営の補給には一日かかるはずだ。キルスティ、今晩と明日はあれを実戦投入するために費ついやそうじゃないか」

「ですがゼス様。あれは実戦での運用が難しく……」

　言葉を濁にごすキルスティに、ゼスが悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「きちんとした戦術を使えば問題ないよ。あれの存在はエリスたちも知らないからね、使い方によれば敵の攻撃の勢いを一いつ瞬しゆんで削いで、射しや砲ほう撃げき特化大隊を壊かい滅めつさせられる。それに呼応してユミエールたちの逆撃を仕掛ければ、一気に教皇の喉のど元もとに喰らいつけるだろう」







　　　第二章　ミソラとユーリ







　──天オペレ槌ーシのヨン一・ヘ撃ブン作ズブ戦ロー開始から七十二時間が経過

　──カナタが周りに理解を求めず、自らの信念を貫こうとしていた頃ころ




　後方空域。補給部隊。補給艇〈アンジュ〉。

　格納庫。午前十時過ぎ。

「だから何度も言ってるでしょ！　戦闘が始まったら、あたしたちが自由に敷ふ設せつできるように、ここにある浮遊機雷を譲じよう渡としてほしいんです……っ！」

《ミストガン》の制服を纏まとう、深しん紅く色いろの艶つややかな長い髪かみをした少女──ミソラ・ホイットテールが訴うつたえる。

「前衛部隊を突とつ破ぱしてくるのが《崩力》の遣つかい手だと仮定すると、従来と同じ敷設だと全く意味がないんです。あたしたちが効果的に運用するので、ここにある予備を幾いくらかわけてください」

　ミソラの視線の先には、職務に忠実な事務官と浮遊機雷が納められたコンテナの山があった。空中での物資の受け渡わたしが前提であるコンテナは、魔ま力りよくで身体強化を施ほどこした空士四人で運べるように重量調整されている。

　戦せん闘とう空域の遥か後方に配置されたミソラたちの役割は、前線から後退して来た飛空艇に、食しよく糧りようや燃料などの物資を補給することなのだが……いまは全くもって違ちがうことに注力中であった。

「主として防御に使われる浮遊機雷は、前衛部隊じゃあまり消費されていないから、補給もだぶついてますよね。それを、あたしたちに使わせてください」

　そう言って、若い男性の事務官に、ミソラが一歩詰つめ寄る。

　そう。彼女は補給部隊でありながら、物資を横取り……Ｅ６０１小隊的に言えば、おねだりしているのだ。

「こらこらミソラ、そんなことを言ったら事務官が困るだろう。もっと相手の事情を考こう慮りよしてやらないと」

　さっと後ろ髪がみを搔かきあげ、ビーナス像の現うつし身みのような少女──リコ・フラメルが優ゆう雅がな笑みで、事務官を見やる。

　話のわかる相手の登場に、事務官がほっと安あん堵どしかけるが、この事務官を標的に定めたのはリコだ。彼女の調査によると、この相手は去年後方支援科ロジステイクスを卒業したばかりの若ルー手キーであり、現場慣れしておらず強請ゆすりやすいとのこと。

　リコは容よう赦しやなく死の宣告を下す。

「ブレア、手本を見せてやれ」

　その直後、月の光を集めたかのように輝かがやく銀色の髪をした少女──ブレア・アイゼナッハはすぐさま魔ま双そう剣けんを展開。事務官の首筋に切先を当て、鋭い目つきでこう言い放つ。

「全部置いていくがよいぞ。帳ちよう簿ぼは紛ふん失しつしたとでも言えばよかろう」

　もとより強気なブレアは、事務官の眼にはさぞ凶きよう悪あくな女空くう賊ぞくに映ったことだろう。脅きよう迫はくに押し負けた事務官は、周りにいた小動物っぽくて良識のありそうな空士に助けを求めようとするが、

「そのぅ……ご、ごめんなさいっ！　置いて行ってください……っ！」

　困ったようにやや眼を俯うつむけながら、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハも魔双剣を一本展開し、その切先を事務官に向けた。

　ミソラ、リコ、ブレア、レクティに囲まれた若い事務官は、四方からの圧力に徐じよ々じよに押し負け始める。

「……お、お姉ちゃんたち、けっこう強引だね……っ!?」

「あの、みなさん……なんだか本物の空賊みたいですよ」

　ブレアと同じ白銀色の髪に、くりくりとした愛くるしい瞳の少女──アリア・アイゼナッハと、さらっとした濃のう紺こん色の髪にエメラルドブルーの瞳の少女──ユーリ・フロストルがやや困こん惑わくしたように声をかけた。

　じつはユーリは、事務官が逃とう走そうを試みようとした場合の抑え役ストッパーとして遠目から見守っていたのだが、事務官に同情してしまったらしい。

　ちょうどその場に居合わせ、一連のやり取りを見守っていた《ミストガン》の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルが半ば呆あきれたように口を挟はさむ。

「周りから嫌きらわれることを承知で、呆れた豪ごう胆たんさね。そんなに物資を巻きあげてどうするつもりなの？」

「使うに決まっているだろう。相手が強力だからな、小細工は必ひつ須すだ」

　リコが澄すまし貌で返すと、フロンの傍かたわらにいた短く整えた金きん髪ぱつの少年──ロイド・オールウィンが、わかってますね、というようにうんうんと頷うなずいていた。

　フロンとロイドの二人は《ミストガン》に所属する者たちを纏めあげ、各部隊を見て周る監かん督とく者のような役目を与あたえられている。《ミストガン》の学生たちが問題行動を起こしていないか確かく認にんするのが主な内容なのだが……ミソラたちのように補給物資、それも奪うばって旨うまみがある嗜し好こう品の類たぐいではなく、戦闘用の浮ふ遊ゆう機き雷らいを強ごう奪だつするケースは初めてだった。
















「空戦武踏祭エリアルソードで実際に戦ってみてわかったのは、《崩ほう力りよく》の遣い手に正せい攻こう法ほうで勝つのは、女め神がみなわたしでも無理だということだ。この極きわめて衝しよう撃げき的な事実は、あの男を除く全人類が《崩力》の遣い手に勝てないということを意味する。だからこそ、勝つためには戦略が必要だ」

　リコの言葉を、ユーリが引き継つぐ。

「余よ剰じよう物資があるなら、効果的に運用しなければいけません。それも《崩力》の遣い手の実力を把は握あくし、実際に倒たおす意思があるものでないと」

「でも、あなたたちがいるのは後方空域よ。《崩力》の遣い手と戦闘する機会は──」

「ありますよ。むしろ、ないわけがないです」

「ユーリ・フロストル、あなたも変わったわね」

　フロンの言葉を遮さえぎって断言したユーリは、決して悲ペ観シ主ミ義ス者トなどではない。楽観的な雰ふん囲い気きが漂ただよう学生主体の補給部隊の中で、厳しい現実を骨身に染しみて知っているだけのことだ。

《崩力》の遣い手の実力を、人類陣じん営えいは過小評価している。むろん参戦者全員が、録画された空戦武踏祭エリアルソード決勝を目もく撃げきし、そのチカラを知識としては知っているはずだ。

　だが、映像を通じてでは、あの圧倒的な絶望感が、あらゆる抵てい抗こうを一瞬で無力化され、蹂じゆう躙りんされる悲ひ壮そう感が伝わらないのだ。

　ミソラたちから詰め寄られながらも、十代後半の事務官は携けい帯たい無線機を使って仲間を呼ぼうとする。年ねん齢れいに開きがあるため、ミソラたちが侮あなどられているのだろう。

　そんな態度に、ついにユーリもすぐさま動く。彼女はさっと携帯無線機を取りあげ、床ゆかに落としたあと、それを足で粉ふん砕さい。ばらばらと部品が飛び散る中、ユーリは〈トリシューラ〉を展開し、眼にも留まらぬ早さで穂ほ先さきを事務官に向け、

「どこと連絡を取ってもけっこうですが、書類上この浮遊機雷は紛失したことにしてください。でないと、ここで白黒つけることになります」

　まるで魔ま甲こう蟲ちゆうでも相手にするかのような、冷れい酷こくで鋭い眼まな差ざしだった。微かすかに滲にじみ出た殺気に、近くにいたミソラが思わず身み震ぶるいする。

「ユ、ユーリさん……っ!?」

　これがおねだり作戦であることを知っていたミソラでさえ、そう口にしてしまったのだ。まして部外者である事務官にとっては、只ただ事ごとではない。額からだらだらと脂あぶら汗あせを流す事務官は、浮遊機雷をミソラたちに譲渡する手続きを済ませたあと、脅おびえるようにこの場を逃にげ去って行った。

　とんっ、とリコがユーリの肩かたに手を置き、

「いい演技だったな」

「ふぅ、どうにか上手うまくいったようですね」

　やや遅おくれて、ユーリは何事もなかったように〈トリシューラ〉を霧む散さんさせた。目的が達せられ周りの空気が弛し緩かんしていく中、ミソラは思う。

　違う。いまのは演技じゃなくて本気だった。

　ユーリは魔甲蟲を……敵を相手にするかのように、殺気を浴びせていたのだ。

《ミストガン》を発たって以来、ユーリの様子がおかしい。

　通常ではありえない気負いが、いまのユーリからは感じられる。

　トラブルを遠目に見み護まもる仲間たちをフロンは見み渡わたして、

「まったく。クロエ・セヴェニーたちがどこかに駆かり出されて、《ミストガン》組には心細さを覚えている者も少なからずいるっていうのに、あなたたちは問題ばかり起こしてくれるわね」

　クロエやミーナ、他ほかにも実力がある学生の一部はどこかに引き抜ぬかれたらしく、補給部隊には所属していない。他の学園都市でも、同様のことが起こっているらしい。

　別働隊として極ごく秘ひ作戦に従事しているとの噂うわさもあるが、真しん偽ぎは定かではない。

「ここにいる隊員たちは、ほとんどが《ミストガン》に所属する人たちだから致ち命めい的てきなトラブルに陥おちいってないけど、もし物資を横領してるなんてことが艦かん長ちようにでも知れれば大問題よ」

　フロンの言葉を裏返せば、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの権けん威いの及およぶ範はん囲いでは、上手いこと言い繕つくろっておいてくれたらしい。

　と、ここでリコが自信満々に口を挟む。

「それなら問題ない。わたしとミソラで艦長には話を付けてある」

「あら、どう説明したの？」

「ふっ、教アー皇クビ陛シヨ下ツプから特別な許可を受けていると、はったりをかましたに決まっているだろう」

「「「「……（リコ、それは秘密にしたはずじゃ……っ!?）」」」」

　青ざめた貌かおで、絶句するミソラたち。彼女たちが空戦武踏祭エリアルソードで《崩力》の遣つかい手と交戦した事実は広く知られており、ミソラたちとアンネローゼの繫つながりはあって当然と考えるのが常識だ。

　その辺りの事情についてフロンも詳くわしいことは知らないが、リコがあっさりネタばらししてしまったせいで、表情が険しい。ミソラが慌あわててフォローを入れる。

「で、でも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、これぐらいやる覚かく悟ごがないと、《崩力》の遣い手たちに手も足も出ないっていうのは本当ですよ……っ!?」

「……仕方ないわね、聞かなかったことしておくわ」

　カナタの《崩力》を間近で感じたことがあるがゆえの納得だろう。ふぅと安堵の息を吐はくミソラたちに、フロンが、

「でも、この場にいるのは、あなたたちのことを認めている人間だけじゃないっていうのは覚えておきなさい」

「はい、それはもちろんです」

　苦手意識を持っていたフロン相手に、ミソラは一歩も退ひかず言い返す。

「けど、あたしたちは勝つためにこれが絶対に必要だと思ったんです。だから、周りから横暴とか強ごう欲よくとか言われて後ろ指を指されても、やるべきことはやります。あいつが頑がん張ばってるのに、あたしたちが遊んでいるわけにはいきませんから」

　空戦武踏祭エリアルソードとその後の特訓を経へて、より覚悟を強めたミソラの言葉に、仲間たちがどこか誇ほこらしげな笑えみとともに頷く。

　ただ、ユーリだけはミソラの言葉を聞き、力任せに拳こぶしを握にぎり締しめた。

　表情が硬かたいユーリに、フロンが問う。

「どうかしたの？」

「……いえ、なんでもありません」

　横目でちらりと様子を窺うかがったミソラの眼には、ユーリがさりげなく拳を解くのが見えた。

　やっぱりユーリさんの様子がおかしい。

　ミソラの脳のう裏りを過よぎるのは、《ミストガン》での出発の朝の出来事。屋上で、カナタと二人っきりになったユーリは、




　──カナタ先せん輩ぱい、抱だきしめてもらっていいですか？




　そうお願いして、ユーリは泣きながら、カナタに抱きしめてもらっていた。

　そのことが関係しているの？　──それは疑問であると同時に確信でもあった。女の勘かんだが、まず間ま違ちがいない。

　ユーリさんの行動の根底にあるものは、きっと……

　胸が引き裂さかれそうな想おもいで、ミソラは思う。

「個人」としてユーリに想うこと、訊ききたいことはいっぱいある。あいつとどんな関係なのかは、本当はいますぐにでも尋たずねたい。

　だけど、それはできない。

　ユーリから教えてもらった答えによっては、ミソラ自身が激しく動どう揺ようするかもしれない。一晩あれば心は落ち着くだろうが、ユーリとの連れん携けいはしばらくぎこちなくなるかもしれない。

　その隙すきは、《崩力》の遣い手と戦う際に致命的なものになる。

　だからこそ、あたしがすべきなのは「小隊長」として、ユーリさんの背負うものが戦せん闘とうにどう影えい響きようするか確かめることだ。

　本気の戦いを通じて、彼女が背負うものを確かめなければならない。

「ユーリさん、ちょっといいですか？」

　物資強奪に成功した仲間たちが解散する中、ミソラはユーリに声をかけた。







　人類陣営。後方空域。

『これで周辺空域の把は握あく完かん了りようですね』

『うぬ。同時に索さく敵てきも完了であるな』

　防プロ護テク服ターを纏まとったレクティとブレアの姿は、前線から後退してくる部隊との合流予定空域付近にあった。彼女たちの主な任務は、偵てい察さつと索敵だ。

　前線では、人類陣営の前衛部隊が《ゲート》の防衛部隊と戦っているようだが、小型種だけは当たり前のように前線をすり抜け、後方空域へ浸しん透とうしてくる。それを発見し、処理するのがレクティたちの務めだ。

　レクティたちを率いる部隊長によると、明日の補給は人類陣営の旗き艦かん〈アルタミラ〉を始めとする大部隊が一いつ斉せいに補給を受けるらしい。その後は決戦を仕し掛かけるだろう、とのことだ。

　場合によっては、人類陣営が押し込まれ、この空域で《崩力》の遣い手と交戦するかもしれない。

　その可能性を念頭に入れた二人は、この付近の天気図から得た情報なども考こう慮りよして戦術を練る。

『むぅ。それにしても、この辺りは雲が流れるのが速いな』

『はい。やはり中緯い度どなだけに偏へん西せい風ふうの影響を強く受けるようですね』

　流れる雲をじっと見ていたブレアが口を開く。

『教アー皇クビ陛シヨ下ツプも偏西風を把握しているはずだ。後退してきた部隊の補給に一日かかるとして、明後日《ゲート》はこの地点の東側に位置するはずだ』

　そこから偏西風を利用し、一気に間合いを詰つめる。攻こう撃げき側としては、少しでも勢いがつく位置取りのほうがいいからだ。

『ならば、この空域の少し外れたところに浮ふ遊ゆう機き雷らいを設置して、《崩力》の遣い手と交戦する際に利用する手も……』

『そのぅ……ブレアさん。でも、それだと《崩力》の遣い手に隙を作れません。これは賭かけになるんですが──』

『うぬ。悪くない手であるな。上手くいけば、《崩力》の遣い手たちに隙を作れるやもしれん』

　レクティとブレアが戦術に関して素す早ばやく検討する。

　確保できた浮遊機雷の量では、《崩力》の遣い手を一いつ瞬しゆん足止めするので精せい一いつ杯ぱいだ。むろん人類陣営の浮遊機雷の総保有量をぶつけたところで、《崩力》の遣い手が揃そろっていれば意味をなさない。

　問題は量ではなく、使い方だ。

　それさえ間違わなければ、浮遊機雷は思わぬ結果を齎もたらすかもしれない。

『あのぅ……ブレアさん、もし上手くいかなかった場合は──』

『みなまで言うな。もとより、私たちのチカラなど《崩力》の遣い手にとっては虫けらのようなものだ。しかも私など、作戦など小細工に頼たよらず、チカラでねじ伏ふせることを専もつぱらとしていたのだぞ』

　そんなブレアが仲間と連携し、あまつさえレクティとともに作戦を立て、罠わなを張る。確かに上手くいかないのは当然で、失敗しても責めはしないだろう。

　いや……違ちがう。

　失敗しても、ブレアさんがわたしのことを責めないのは、最初からわかっている。そんな自分勝手な人じゃないのは百も承知だった。

　そのぅ……それでもわたしが口にしてしまったのは、きっと──

『考え出したらきりがあるまい。私たちが敗れる可能性、その結果齎される未来について不安なのは、私も同じだ』

　そう。不安だったのだ。

《崩力》の遣い手に前衛部隊を突とつ破ぱされてしまった場合、後衛部隊で渡わたり合えるのは、レクティたちしかいない。その場合、レクティたちが負けた結果引き起こされるのは《崩力》の遣い手による、後方での大虐ぎやく殺さつだ。

　まだ修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けた経験の少ない、学園都市に所属する空士たちは、数えきれないほど墜おちるだろう。

　それこそ一方的に、ロクな抵てい抗こうもできないまま。

　カナタさんは、これ以上の人命を背負って、前線で戦っているんですね。

　つい先日まで自分たちの教官だった少年に想いを馳はせ、レクティはそっと胸に手を当て、少しだけ貌を俯うつむける。

　世界を背負って立つ。その重責は、レクティには計り知れない。

　任務を終えて帰き艦かんする際、ブレアがこのように語りかけてきた。

『レクティ、じつは私には仲間のことで気になっていることがある』

『あのぅ……ユーリ先輩の件ですね』

『うぬ。私には上手うまく説明できんのだが、どうも気負いすぎではないか』

《ミストガン》を発たって以来ユーリの様子がおかしいことは、ミソラだけでなく、仲間たちも気づいている。

『今回の作戦では、すでに多くの空士が墜ちている。私とそなたの手足の指を使っても数え切れる数ではなかろう。散っていった空士の為ためにも、頑張ろうとする気持ちはわからんでもない。だが、それにしても……』

『そのぅ……気負うこと自体が悪いことじゃないと思います。ですけど、たしかに心配ですね』

　気負いすぎた人の心は、思わぬ負荷ですぐに壊こわれてしまう。実戦の最中で、その負荷がかからないと断言できる者は誰だれもいない。いや、むしろ起こる可能性のほうが大きい。

『そのぅ……ユーリさんなら大だい丈じよう夫ぶだと思いたいんですけど……』

『果たして、それが吉きちと出るか凶きようと出るか』

　ユーリの件は、小隊長であるミソラが探さぐることになっている。隊内で打ち合わせしたのではなく、格納庫での物資強ごう奪だつのあと、ミソラがユーリに声をかけていた。

　それだけで、他ほかの仲間にはミソラの意図が伝わった。

《ミストガン》で特訓する最中、ミソラは小隊長として、一度として弱音を吐かず、仲間たちを励はげましていた。スタミナが優すぐれている点もあったが、あの過か酷こくな特訓の中、ミソラが周りを支えようとしていたのはスタミナだけでは説明できない。

　小隊長として、仲間たちを支えようとする想い。

　たったそれだけのことだが、教官であるカナタが不在になることを見み越こして、ミソラが小隊長としての振ふる舞まいを身につけようとしていたことはわかった。おそらくはレクティたちの知らないところで、ミソラは小隊長の決意を固めていたはずだ。

　だからこそ、二人はミソラにユーリを任せたのだ。

『それと、もうひとつ致ち命めい的てきな問題がある』

〈アンジュ〉へゆっくりと降下しながら、ブレアが大おお真面目まじめに言う。

『アリアは、あんなに可愛かわいくて、頭がよく気き遣づかいができるいい子なのに、なにゆえこのような危険な場所におるのだろうか』

『わたしも、本音を言えばアリアさんには来てほしくなかったです』

『うぬ。私もそう思っているのだ。そう思っているのだが……』

　そう言って甲かん板ぱんに着地した二人を出で迎むかえたのは、スクイズボトルをこちらへ手て渡わたそうとするアリアだった。

「お姉ちゃんたち、お疲つかれさま」

「おおっ！　アリア、アリアアリアアリアっ！　会いたかったぞ……っ！」

　アリアの優やさしさに触ふれた途と端たん、ブレアは興奮したようにすぐさま抱だきついた。八や重え歯ばを覗のぞかせた幸せそうな表情で、恥はずかしがるアリアに頰ほおずりし始める。

　あ、姉馬ば鹿かモード……っ!?　先さき程ほどまで妹の身を心配していた人間とは思えぬほどの変わり身に、呆あきれるレクティ。本当は溺でき愛あいしている妹がついてきたことがうれしいのではないか、と疑うたがわざるにはいられないほどだった。

「もーう。お姉ちゃん、今日は一いつ緒しよに朝ご飯食べたでしょ」

　と、アリアはブレアを軽く窘たしなめ、

「そんなことよりお姉ちゃんたち、いまなら二人の武器を増やせるかもしれないよ。使い慣れたアイゼナッハの魔ま双そう剣けんとは感覚が違うけど、魔ミ装ス錬リ金ル製武装も補ほ充じゆう物資の中にあるはずだし」

　迫せまった決戦の気配を感じ取り、アリアが尋ねてきた。

　予備武器を持つかどうかの選せん択たく。空戦武踏祭エリアルソードでは、《崩力》の遣い手たちに武器を破は壊かいされて、攻撃手段を奪うばわれたことを踏ふまえてのことだが、

「いや、やはりよしておこう。予備は要いらぬ」

「そうですね。じつはリコさんも、アリアさんと同じことを指し摘てきされて、わたしたちも悩なやんで、それでそのぅ……カナタさんに相談しに行ったことがあるんです。そのとき、予備は持たないことにしましたから」

　剣速を重視するアイゼナッハ流の魔双剣は薄うすく研とぎ澄すまされており、強度面ではどうしても不安が残る。半はん端ぱな気持ちで刃やいばを振るえば斬ざん線せんが鈍にぶり、瞬またたく間まに強度限界を迎むかえて魔双剣は折れてしまう。

　ゆえに、アイゼナッハ流魔双剣術は一撃一撃に全身全ぜん霊れいを傾かたむけ、常に最高の斬撃を放つことで魔双剣への負荷を最小限に抑おさえているのだが……予備を持てば、次があると気が弛ゆるみ、斬線が鈍る恐おそれがある。

　そのことを勘かん案あんした結果、レクティとブレアは予備を持たないと結論を出したのだ。

「主あるじも私たちの話を聞き、それでいいと認めてくれたのだ。自らの選択が正しかったかどうかはまだわからぬが、お前たちがそう思うならそれが正解なんだろと言ってくれて、安心したのは確かだな」

「そっか。わたしはカナタさんとの付き合いはお姉ちゃんたちよりずっと短い間だったけどさ……」

　どこか羨うらやましそうに、アリアはふっと微笑ほほえんで空を見上げ、

「あの人、本当にお姉ちゃんたちのことをよくわかってるんだね」










　補給艇てい〈アンジュ〉。食堂。

「聞くところによると、あなた、補給部隊のくせに物資搬はん入にゆうの手伝いはしてないそうね。というか、力仕事を一いつ切さいしてないって聞いたんだけど」

「ふっ、まあな。女め神がみなわたしは、汗あせ臭くさいことは似合わないだろう」

　フロンにそう返し、リコはノンオイルドレッシングをかけたシーザーサラダを口に運んだ。衆目の場で、彼女がフロンと一緒に昼食を摂とるのはこれが初めてのことだった。

　ある意味リコのすごいところなのだが、フロンの指摘通り、リコは補給部隊であるにも拘かかわらず、一切力仕事をしていない。

　なぜなら──

「千里眼の持ち主だからって、調子に乗ってると浮うくわよ」

「だが、わたしの索敵能力はこの補給艇及および補給部隊において、本当に貴重なものだからな。艦かん長ちようはわたしに必要な時に偵てい察さつさえしてくれれば、あとは自由にしていていいと言っていたぞ。しかもこの前など、大人の空士がわたしを見て会え釈しやくをしてきたから、つい女神なわたしの偉い大だいさについて講こう釈しやくを──」

　そのとき、いきなり頭をぽかんと叩たたかれ、リコは不満そうに姉を見た。

「くっ、わたしの頭がミソラ並みのお馬鹿になったらどうするつもりだ？」

「妹が戦場で後ろから撃うたれないようにっていう姉からの気き遣づかいよ。それにあなた、なんだかよくわからないけど、飛空艇そのものを集めようとしているでしょ。教アー皇クビ陛シヨ下ツプから許可をもらったとかっていって、わざわざ偽にせの作戦計画書まで作って。何のためかわからないけど、あれは完全にアウトよ。理解できないようなら今度は拳げん骨こつをお見み舞まいするけど」

「わ、わかったから、暴力はやめろ」

　地味に響ひびく拳骨を嫌いやがりながらもリコは、

「そもそもわたしたちがでっちあげた作戦計画書など、真っ当な人間なら旗き艦かんに本物かどうか問い合わせるはずだ。それで問題ないということは、リバーか教皇あたりが黙もく認にんしているということだろう。だから飛空艇を集めるのは止やめない。勝つために必要だからな。……それとご飯を食べたなら、とっととロイドと一緒に他の補給艇のところにでも行って来い」

「いいえ、まだ確認することがあるわ」

　災さい厄やくでも追い払はらおうとするような調子のリコに、フロンがさらに切り込んできた。

「ユーリ・フロストルの件。あの子、本調子じゃないわよ」

「……わかっている。みんなの前では平然と振る舞っているようだが、時折り思いつめたかのような表情をすることがある」

　ユーリの件は、ミソラが担当するようだ。ミソラはお馬鹿だが、その分行動に迷いがない。ミソラがやると決めたからには、ユーリの胸の内を多少覗けるだろう。

　秀しゆう才さいである姉を煙けむたがるリコに、フロンが言う。

「前から思ってたけど、あなたってユーリと仲がいいのね」

「当たり前だ。来年わたしが空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーになったら、ユーリにはわたしの右みぎ腕うでとして働いてもらう」

　フロンは呆れたように額に手を当て、

「ユーリ・フロストルなら空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーになれるけど、あなたには無理よ。主に人望の面で」

「それなら問題ない。今回わたしは《崩ほう力りよく》の遣つかい手を墜おとすからな、女神として《ミストガン》中の人望を鷲わし摑づかみだ」

「妄もう想そうもその域まで達すると病気ね。病院船に精神科医はいるかしら？　戦争神経症しように苦しむ人もいるから、あまり手を煩わずらわせたくないんだけど」

　脳の正常な働きを疑われるようなことを平気で口にするリコに、フロンは一度はあーとため息を吐つき、

「あなたが必死に特訓したのは知ってるけど、《崩力》の遣い手とのチカラの差は、そんなもので埋うめられるものではないはずよ」

　極きわめて常識的な見解だ。Ｅ６０１小隊の決意など、事情をよく知る者から見ても妄もう言げんにしか映らないのだろう。

　だが、やるのだ。

　仮に滑こつ稽けいと笑われようと、馬鹿にされようと、リコは仲間たちとともにやると決めた。

　戦う理由など、それで充じゆう分ぶんだ。

「まあな。いくら特訓しても、圧あつ倒とう的なチカラの差は埋まらない」

　フロンの指摘を肯こう定ていし、リコはこう返す。

「フロンがどれだけ鍛たん錬れんに励んでも、〝神憑きツヌグイ〟どころか千里眼を発現できなかったのと同じだ。女神なわたしは当たり前のように発現できたというのに……」

「あ、あなたね……っ！」

「しかし、たとえどうしようもないチカラの差があったとして、女神には戦わなければならないときがある。だからわざわざ止めても無駄だぞ」

　するとフロンは一いつ瞬しゆん苦虫を嚙かみつぶしたような貌かおになったあと、挑ちよう発はつするかのような澄まし貌で、

「あら、わたしがあなたに気を遣いにきたとでも思ってるの？」

　リコは全すべてを悟さとったかのように鼻で笑い、

「ふっ、まさか。暴君で説教だけが取り柄えの姉が、そんな人格者みたいなことを言うわけないだろう」

　減らず口を叩いたあと、こう言い添そえる。

「それとだ。どう足あ搔がいても《崩力》の遣い手相手に勝算が低いことは、気負っているユーリもわかっているはずだ。なら平常心のほうが疲れないし、楽でいいとわたしは思う。だが、それでも気負わずにはいられないのは……やはりあの男が関係しているのかもな」

　その存在は、ユーリにとってあまりにも大きい。

「カナタ・エイジがいなくて、ユーリ・フロストルがその分も頑がん張ばろうとしているということ？」

「ユーリはあの男を目標としていたし、どこかおっちょこちょいだが根はしっかり者だ。それはもちろんあるだろう。だが、ユーリは気負っているだけじゃない気がする。なんというか、張り詰つめたという表現が近いな。この場にいないあの男のことを、心から想おもっている気がする」

「その根こん拠きよは？」

「女神の勘かんだ」

「ふざけてるの？」

「わたしはいつも本気だ」

　フロンがまじまじとリコの眼を見つめ、やがて、

「……じゃあ何？　ユーリ・フロストルはカナタ・エイジがいなくて切なくなっているとでもいうの？　あの二人はお付き合いしている関係じゃないんでしょ？」

「そのはずだが……。いや……」

　顎あごに手を当て考え込んだあと、リコは貌を上げ、

「じつは空戦武踏祭エリアルソードの最中、ユーリをあの男にけしかけたことがある。結論から言えばユーリは告ってなかったはずだが、じつはわたしの知らないところで告っていたのかもしれないな。少なくともここ二か月の間、ユーリはわたしたち相手に遠えん慮りよすることは一切なかった」

《ミストガン》での最後の特訓中においては、リコを機動戦に誘さそい込み、スタミナが不足して弱ったところで遠慮なく風神アニラ・貫ぺネト穿レイターを放つ、というえげつない戦術まで駆く使ししてきた。

　ユーリがこれまでつけていた上級生制リミ限ツターを完全に外したことは、ミソラたちを対等な相手とみなした証しよう拠こだ。だからこそ、恋れん愛あい面でそうなっていてもおかしくはない。

「あれでわたしたちより上級生だからな、じつはわたしたちに隠かくれて、あの男と付き合っていた可能性は否定できない」

「あり得ないわ」

　はんっ、と鼻で笑い飛ばす勢いのフロンに、リコが問う。

「そうか？　なぜそう思う？」

「なぜって……」

「あの男が『特別』なことは知っているだろう。そしてユーリは、あの男の最初の教え子だ。多くの死線を潜くぐり抜ぬけた戦友でもある。そんな二人が、最終決戦を前に恋こい仲なかになっても何もおかしい話じゃない」

　反論できないフロンを前に、リコはこのように言い結ぶ。

「あの男の隣となりを飛べる者には、あの男と付き合う資格があるんだ」







　補給艇〈アンジュ〉。上空。午後四時過ぎ。

　カナタ先せん輩ぱい……

　合流予定ポイントに到とう着ちやくし、停止したその飛空艇の上空で、ユーリ・フロストルは一人で黙もく々もくと魔ま槍そうを振ふるっていた。

　彼女の脳のう裏りでは、かつて教官だった少年の姿が浮かんでは消えていく。

　前衛艦かん隊たいとの合流予定は、明日の午前中。それまで〈アンジュ〉を含ふくむ補給部隊は、この空域で索敵と警けい戒かいにあたることになっているが、定期警戒を担当する人員以外は休息になり、ユーリは自主練に精を出していた。

　カナタ先輩……

　脳裏に浮かぶその人物に、ユーリが問う。

　わたしは、あなたのことを全部忘れてしまうんですか？

　あの告白の朝、聞かされた真実。カナタがチカラを使う代だい償しようとして、彼のことを知る者たちから、カナタ・エイジという存在の記き憶おくが消え去ってしまうこと。

　それはユーリにとって、己おのが半身を失うような苦痛であった。

　たとえカナタの記憶を失っても、カナタもユーリも死にはしない。この最終決戦で墜おちさえしなければ、二人とも生き残ることができる。

　だが、それはただ生き残るだけだ。

　わたしはこの想いすら、忘れてしまうんですか？

　どうしようもない不安が永遠に続きそうで、それでいて、好きで好きで仕方がなくて、いまにも爆ばく発はつしそうな狂くるおしい気持ち。この気持ちを、わたしはカナタ先輩への想いを、決して忘れたりはしない。

　それでも──世界の摂せつ理りには逆らえない。

　仮にカナタのチカラの代償として、ユーリたちの記憶からカナタの存在が欠落せずとも……カナタと結ばれる未来がなければ、いずれこの気持ちは風化していくだろう。もしそんな未来で時が経たてば、やがては青春時代の苦い想い出のひとつになるのかもしれない。

　しかし、今この瞬しゆん間かんは、決してありふれた青春の一頁ページなどで済ませられるものではない。済ませてなるものか。

　だからこそ、ユーリは魔槍を振るう。最良の未来を手に入れるために、来きたるべき時にカナタの負担が少しでも減るように……

　安全が確認されているとはいえ、後方空域で鬼き気き迫せまった様子で魔槍を振るい続けるユーリに、偵てい察さつ帰りの部隊がちらりと視線を送るが、声を掛かける者はいなかった。

　ユーリと同じような貌をする者がいないわけではないのだ。

　前衛部隊から後送されてきた空士……大事な仲間が墜とされ、自らも負傷した者の中に、ユーリと同じ貌をしている者がいる。その者たちは揃そろって、魔ま甲こう蟲ちゆうへの憎にくしみに支配され、復ふく讐しゆうを誓ちかっている。

　ユーリが背負う覚かく悟ごとは、そういう領域に達しているのだ。

　まるで大空に溺おぼれるように、魔槍を必死に振るい尽つくそうとユーリが、心の中でその人に問う。

　カナタ先輩。わたしは、あなたのことを忘れてしまうんですか？

　いつまで経っても返ってくるはずのない問いが、ユーリの胸をますます締しめつけた。

　そんなとき、背後から声がする。

「精が出ますねユーリさん」

　振り向くとそこに、まっさらなタオルを手にしたミソラの姿があった。体を動かすつもりなのだろう、防プロ護テク服ターを纏まとっている。

　カナタの事情は、ミソラたちに伝えるべきものではない。

　その事情はミソラたちが奮起する起き爆ばく剤ざいになるかもしれないが、受け入れがたい事実にミソラたちを困こん惑わくさせる可能性が大きい。

　そんな不確定因子は、決戦を控ひかえたいま、遠ざけるべきだ。

「ありがとうございますミソラさん」

　受け取ってユーリが汗あせを拭ぬぐい終えるのを、ミソラは静かに待つ。

　やがて、

「ユーリさん。格納庫での件、覚えてますか？」

「ええ。最終決戦を前に、一度対戦したいとのことでしたね」

　ミソラが自分と戦いたいと聞いても、ユーリの心は微み塵じんも揺ゆらがなかった。そのことで、ミソラが強くなれるならそれでいい。

「ですが、決戦を控えたいま、全力の勝負をするわけにもいきません。〈ソーサラーフィールド〉がない以上、お互たがいに怪け我がをしない程度で戦うことになりますが、それでいいですか？」
















「ユーリさん。軽めじゃなくて、本気でお願いできないでしょうか」

「ミソラさん？」

　怪け訝げん貌がおでユーリが尋たずねた。

　本気で戦うということは、《崩ほう力りよく》の遣つかい手と戦うために編み出した戦技や、鍛きたえ抜いてきた技能の全すべてを駆使するということだ。

　ただでは済まない恐おそれもある。

　ミソラが状じよう況きようを理解できていないわけがないのだが……

「我わが儘ままを言っているのはわかっています。でも、本気です。あたしはいま、全力のユーリさんと戦いたい。そしてあたしはそれに意味があると思ってます」

　ユーリがミソラの眼を覗のぞきこむ。無茶を口にしているとわかっているはずなのに、一いつ切さいの迷いがなく、真まっ直すぐこちらを見み据すえていた。

　この眼は──

「わかりました。全力で応じさせてもらいます」

　ミソラの瞳ひとみに心を動かされ、ユーリは提案に応じることにした。










　補給艇てい〈アンジュ〉。上空。

　夕焼け空を背景に、ミソラが一人の魔槍士と立ち合う。苦楽を共にしてきた仲間であり、Ｅ６０１小隊の隊員の中で、唯ゆい一いつカナタの隣を飛ぶ資格がある仲間でもある。

　思うことは、あたしにだってたくさんある。

　あたしだってできることなら、あいつの隣を飛びたい。あいつと一いつ緒しよの空を駆かけ抜けたい。

　でも……あたしの実力じゃ足を引っ張るだけ。

　能力、技能、経験、その他あらゆる要素が不足している。

　魔槍を構えるユーリに応じ、ミソラが白銀色の魔ま砲ほう剣けんを構える。

　資格があるユーリさんは《ミストガン》での出発の朝、あいつと抱だき合っていた。

　詳くわしいことを、根ね掘ほり葉は掘ほり訊きくことはできない。

　だけど、ユーリさんの根底にあるものをこの一戦で見み極きわめる必要がある。これから挑いどむ戦いに支障があるかないか、小隊の命運を預かる者として、絶対に確かめなくちゃならない……っ！

　だからこそ、ミソラは──

『行きます……っ！』

　そう言葉を発し、Ｅ６０１小隊の隊長は前進しながら、隊員に発はつ砲ぽうした。

　白銀色の砲ほう撃げき二発を、ユーリは左右にステップを踏ふむようにして躱かわす。

　軽快な動きだ。

　一対一の勝負で、正面切っての砲撃などユーリには脅きよう威いですらない。

　なら……っ！

　ミソラは回り込む軌き道どうを描えがき、距きよ離りを保ちつつ発砲。素す早ばやさを活いかした中距離ミドルレンジからの砲撃で、ユーリを釘くぎづけにしようとする。

　即そく応おうしたユーリは、一気にミソラとの間合いを詰つめようとする。だが、

『そうはさせません……っ！』

　持ち前の素早さを活かし、ミソラも全力後退しながら発砲。ユーリの動きに合わせ、一定の距離をとる。

　接クロ近スプ封リベじント。相手と同じ方向に加速して相対速度を零ゼロに近づけることで、相対距離を縮めさせない戦術だ。

『この戦術は……っ!?』

　ミソラの策に気づいたユーリが思わず声を上げた。

　これはミソラが特訓してきた《崩力》の遣い手対策であり、相手の攻こう撃げきを躱し、じわじわと相手のスタミナを奪うばうことを狙ねらいとしている。

　ユミエールに復リベ讐ンジを果たすために、ミソラが磨みがき上げた牙きばだ。

　驚おどろくユーリを前に、ミソラの脳のう裏りでは、カナタと最後の特訓をしてきたときの気持ちが過よぎる。




　──あたしはどう足あ搔がいても、みんなが格好いいと思うようなスマートな戦いはできない。できることは、全力の足止め……っ！




　だからこそ、間合いを詰めさせず、ひたすら相手の体力を削けずり取る。

　さあ、あたしの全力を前にどう出る？

　いくら上級生制リミ限ツターを外したユーリから遠えん慮りよがなくなったとはいえ、ミソラがいきなり秘策を使ったのだ。

　ミソラが知るユーリなら、当然驚いた貌をし、こちらに真意を問い質ただしてくるはずだ。

　だが実際のところ、ユーリは少し驚いたあとは、ただ息を吐はいた。ゆっくりと、三秒ほどだろうか。たったそれだけで、ユーリは気持ちを切り替かえてみせた。彼女は冷れい徹てつな戦士とでもいうような険しさだけで他ほかにはなにもない表情で、ミソラを敵として認めたように見やり、

『なら、わたしも全力で行かせてもらいます……っ！』

　まるで触ふれた者全てを斬きり裂さこうとする、剝むき出しの刃やいばのような殺気を纏まとい、ユーリが一気にミソラへ迫せまる。

　それは、ミソラが、いやリコたちを含め、誰だれもが全く知らないユーリの姿だった。

　来る……っ！

　これが見ず知らずの人物であったなら、ミソラは冷静でいられなかったかもしれない。だが、殺気を放つとてあくまでこれは訓練で、相手は同じ隊の仲間ユーリだ。それに暴力の嵐あらしで死にかけた、ユミエールたちと戦った修しゆ羅ら場ばに比べれば、大したことはない。

　しかし、ミソラの知るユーリは、もっと思いやりのある人物だった。

　こんな冷れい酷こくな、それこそまるで勝つ為ためなら非道な手段を厭いとわないような雰ふん囲い気きを漂ただよわせる人物ではない。

　ミソラはあくまで接クロ近スプ封リベじントに専念。ユーリの挙動に合わせて、一定の距離を保とうとする。

　だが、ユーリはミソラの意を正確に捉とらえた。

『この程度の駆け引きで……っ！』

　ユーリは何度か前進を試みたあと、後退して距離を取ろうとする。すかさずミソラが前進した刹せつ那な、ユーリが〈トリシューラ〉の魔ま力りよく噴ふん射しやで急加速。ミソラとの間合いを一気に詰める。

『詰められたっ!?　でも、あたしだって……っ！』

　完全に不意を突つかれたミソラは、突とつ進しんしてくるユーリに突っ込んだ。

　急激に距離を詰める両者。右へ魔ま槍そうを挟はさむように持つユーリの槍そう撃げきを躱すため、ミソラは脇をすり抜ぬけようとする。

　向かって左にフェイントをかけたあと、右へすり抜けるような幻想イリユー加ジヨン・速アクセルを仕し掛かける。

　これなら確実に抜けるはず……っ！

　しかし、その動きに、冷徹なユーリは対応してみせる。

　ユーリは右脇に構える魔槍ごと、体を大きく横ロ回ー転ルさせながら前転。強引な捩じりツイストを加え、左脇をすり抜けようとするミソラに、遠心力とともに回し蹴げりを放つ。

『く……っ！』

　咄とつ嗟さにミソラは障しよう壁へきを展開。しかし、展開が間に合わず、中ちゆう途と半はん端ぱに構築された障壁はすぐさま粉ふん砕さいされた。

　見み越こしていたミソラが、左ひだり腕うでを貌の前に出す。

　まだ勢いの残した回し蹴りがあたり、ミソラはどんっ！　という衝しよう撃げきとともに、失速し大きく体勢を崩くずしてしまった。

　でも、これで距離を取れた……っ！

　再び接クロ近スプ封リベじントを行使できると思ったミソラ。しかし、そんな彼女を掠かすめるようにして、蒼そう穹きゆう色の魔ま力りよく弾だんが奔はしり抜けた。

　この空域で戦ってるのは、あたしと──

　ミソラの視線の先には、左手のひらをこちらに向けるユーリの姿。蒼穹色をした、球状の縮退魔力がそこに宿っている。

『指向性の魔力弾っ!?　魔力縮退炉ろ抜きで……っ!?』

　縮退魔力の戦技を習得した際、魔力制コント御ロールが一定の水準に達したのは知っている。

　だが、それをこのタイミングで駆く使ししてくるとは……っ!?

　追つい撃げきの魔力弾二発をミソラは回かい避ひ。その間に、ユーリが急接近してくる。再び間合いを取らせるつもりはないということだろう。

　いいわ、ここで受けて立ちます……っ！

　気を張り詰め、鬼き気き迫せまる様子のユーリにどんな戦いができるのか、見定めるにはちょうどいい。

　作戦変へん更こう。持久策ではなく、ミソラは正面からぶつかり合う。

　まずはユーリに二発発砲。続いて、距離を詰めつつ三発。それらの砲撃は全て、槍撃に引き裂かれる。しかし、

　上等……っ！

　意地の張り合いでもするかのように、ミソラはさらに間合いを詰めた。

　狙いは零ゼロ距きよ離り砲ほう撃げき。真まっ直すぐに突っ込むだけのミソラに、ユーリは横よこ薙なぎの魔槍をぶつけた。障壁で防ぼう御ぎよしたミソラが吹ふき飛ばされる。

　だが、想定内。吹き飛ばされながら、ミソラは衝撃をぐっと堪こらえ、

　──照準、発砲。

　ユーリが気を抜いたところに、不意を突く一撃を浴びせるつもりだった。

　しかし、ユーリが魔槍を一いつ閃せん。

　白銀色の砲撃を斬り裂き、泰たい然ぜんと構えるユーリは隙すきをみせず、呼吸を乱さず、冷徹なまでに戦いに徹てつしていた。そこに慢まん心しんや傲ごう慢まんはなく、チカラの差を見せつけようとしているものはない。

　ユーリは、きっと普ふ段だん通り戦っているつもりだろう。

　ユーリさん、こうまで……っ!?

　格納庫での出来事から、ミソラが抱いだいていた疑念が確信に変わる。

　いまのユーリさんにあるのは「最強の存在」になりたいっていう気持ちだけじゃない。

　あいつの負担を少しでも減らして、あいつの支えに……いや、そんなやわな気持ちじゃなく、もっと根源的な……

　愛。

　ミソラの脳裏に、その言葉が過よぎった。

　ユーリさんはきっと、あいつの助けになるなら、どんなことでもする覚かく悟ごなんだ。ほんの僅わずかでもカナタの負担が減るなら、冷酷で無む慈じ悲ひな選せん択たくすらしてみせる。

　最前線で戦うカナタのことを惚ほれ抜いているからこそ、もう止まらない。止まれないのだ。

　でも、なんて悲しい覚悟なんだろう。

　ミソラの知るユーリの最もいいところ……優やさしさが消え去ってしまっている。

『けど、あたしだって……っ！』

　ミソラだってカナタを想おもう気持ち……愛では負けるつもりはない。たとえ実力で劣おとろうとも、想いで負けるわけにはいかない。

　悲ひ愴そうな覚悟のユーリに、ミソラが言い放つ。

『ユーリさん、いまのあたしがどこまで通じるか、確かめさせてください……っ！』







　虚こ空くうの高み、ですか、

　近クロ距スレ離ンジから砲撃を放つミソラに、槍撃を躱されたユーリが察した。

　おそらくは対ユミエール用の戦術を全すべて試すつもりなのだろう。

　仮にミソラが虚空の高みに至ったとしても、接近戦ではユーリが上だ。

　ミソラから一撃も浴びるつもりはないが、かといって敵を自由にさせるつもりもない。

『なら……っ！』

　ユーリは腰こしを深く落としながら捻ひねって、溜ためをつくる。そして魔槍の穂ほ先さきにミソラの姿を捉えると、彼女は勢いよく魔槍を突き出した。




　魔槍戦技──風突き




　ユーリの槍撃は、空気を圧縮させた衝しよう撃げき波はを生み出し、その軸じく線せん上にいたミソラへと向かう。虚空の高みへと至ったミソラは、その空気の違い和わ感かんに気づき、咄嗟に軌き道どう変へん更こう。ミソラの鼻先を、衝撃波が掠めていく。

　風突きは、グレゴールの飛ひ翔しよう斬ざんに対する対たい抗こう手段として、ユーリが編み出した技わざだ。

『ほとんど見えないのに、よく躱かわしましたね』

『ええ。初見なら……墜おちていました』

　風突きは見えづらい。

　風を感じて舞まう空士なら、その違和感に気づけるが、それでも眼球で捉え難がたく厄やつ介かいな攻撃だ。

　ましてミソラは技ぎ巧こう派ではなく、パワー系。そんな彼女に連打を放てば……

　やはり向かって来ましたか。

　ユーリの視線の先には、風突きに耐たえかね、こちらへ突っ込んでくるミソラの姿。想定通りの対応に、ユーリはここぞとばかりに風突きを放った。

　轟ごうっ！　と衝撃波がミソラへ向かう。

　一発目、二発目はミソラの両りよう脇わきへ外れ、三発目はミソラの頭上を抜けていく。

　しつこい、と感じたユーリは自分でも気づかぬうちにミソラに殺意を込こめた一撃を放っていた。

　冷徹で冷酷な一撃。

　しかし、ミソラはさらに加速して、その一撃を前に出ることで躱してみせた……！

　な……っ!?　冷徹なユーリの眼が驚きよう愕がくに見開かれる。

　恐きよう怖ふで身を竦すくませるならともかく、ここでさらに前に出るとは……っ!?

　無む謀ぼうと勇ゆう敢かんを履はき違ちがえた、その動きは無む鉄てつ砲ぽう。だが、ミソラはぎりぎりでユーリの一撃を躱していた。頰ほおが浅く裂けても気にしない。

　そんな彼女を見て、ユーリは思わずつぶやく。

『……違うのに』

　違うのに、似ている。

　あの眼だ。

　迷いのない、真っ直ぐな瞳ひとみ。

　突っ込んでくるミソラの姿が、一いつ瞬しゆんだけカナタの姿と被かぶるように見えた。

　カナタ先せん輩ぱいとは全く戦闘様スタ式イルが違うのに、受け継ついでいる気がする。みんなの心を動かす不ふ屈くつの闘とう志しに加え、ここぞというときの思い切りのよさを。

　ユーリにはない必死な無鉄砲さが、この状じよう況きようで敢あえて前に出るという動きに繫つながり、劣れつ勢せいを覆くつがえす流れを作りだす。

『行きます、ユーリさん……っ！』

『ミソラさん、遠えん慮りよは要いりません……っ！』

　ミソラの狙ねらいは読めている。




　魔ま砲ほう剣けん戦技──収ストラ束イク魔ブラ砲スター




　逆転を狙うミソラが容よう赦しやなく収ストラ束イク魔ブラ砲スターを発はつ砲ぽう。対してユーリは、




　魔槍戦技──風神アニラ・貫ペネト穿レイター




　三トラ叉イデ戟ントに酷こく似じした形状の穂先から一気に縮退魔力の刃やいばが伸のび、ユーリの身長の倍以上となる。〈トリシューラ〉は縮退魔力の刃を得て長大な剣つるぎとなり、一条の光の奔ほん流りゆうを真っ正面から斬きり裂さき、轟っ！　と強きよう烈れつな暴風とともに蹴け散ちらす。

　白銀色の魔力が飛び散り、吹き荒あれる暴風にミソラが吞のみこまれた。そこへ、

『そろそろ終わりにしましょう』

〈トリシューラ〉の魔ま力りよく噴ふん射しやを駆使し、ユーリが加速攻こう撃げきを仕し掛かけた……！










　絶対に近づかせない……っ！

　風神アニラ・貫ペネト穿レイターが生み出した暴風の中で、ミソラは必死に砲ほう撃げきを放つ。いまだ乱気流が吹き荒れるせいで、ろくに狙いをつけられない。

　それでも、かまわず引き金を絞しぼり続ける。

　ユーリを近づかせないための乱砲撃。

　しかし、ユーリは冷静に弾だん道どうを見み極きわめ、距きよ離りを詰つめていた。

『悪わる足あ搔がきにもなりません……っ！』

　次し第だいに弱まっていく暴風。迫せまるユーリに、ミソラがどうにか照準をつける。

　だが、ユーリはその先を行く。

　突とつ如じよとして、ユーリは上空に放ほうり投げたのだ。

　えっ!?　〈トリシューラ〉を捨てた……っ!?

　予想外の事態に、ミソラの動きが止まる。なぜ？　疑問がミソラの脳のう裏りを埋うめ尽つくし、ユーリへの注意が削そがれた。直後、ユーリはミソラの脇わきをすり抜ぬけ、背後へと回り込む。時を同じくして、上空で魔力噴射した〈トリシューラ〉がミソラの頭上を抜け、ユーリの掌しよう中ちゆうへ納まった。

　なっ!?　騙トリしツク技プレー……っ!?

　完全に裏を搔かかれたミソラの背後から、首筋に冷たい刃が突つきつけられる。

『動かないでください。動くと首が飛びます』

　殺意を帯びたその冷れい徹てつで冷れい酷こくな声に、ミソラは固かた唾ずを吞むことすらできず、全身の血液が凍こおりついていく感覚に捉われる。

『ユ、ユーリさん……っ!?』

『ミソラさん、いま感じているのが死の恐怖です』

　心臓が一気に跳はね上がっているというのに、体中から冷たい汗あせがどっと噴ふき出て、自分がいまどこにいるのかすら怪あやしくなる。

　まるで大口を開けた龍りゆうに、体半分を吞み込まれている気分だった。

『この感覚を忘れないでください。もう二度と味わいたくないなら、もっと工く夫ふうして粘ねばらないといけません。それと〈トリシューラ〉に気を取られすぎましたね。戦場では何が起こるかわかりませんよ』

　そう言って刃を納めたユーリからは、殺意や冷酷さといった悲愴な覚悟が薄うすれていく。

　これが、いまのユーリさん……

《ミストガン》で二か月特訓したときより、ずっと強くなっている。

　冷徹な判断と冷酷な決断力。基き礎そ基本に忠実なだけでなく、本気のミソラを翻ほん弄ろうし、身み震ぶるいさせるその気き迫はく。そして戦いの最中、ユーリの覚悟が揺ゆらぐことはない。

　ユーリさんの覚悟は……本物だ。

　ユーリさんは、あいつのことを想って「強さ」を手にしている。「最強の存在」に近づくことを目標としているのではなく、どんな犠ぎ牲せいを払はらってでも《崩ほう力りよく》の遣つかい手を倒たおし、あいつの負担を減らすことを目標としている。

　そうまでして……そうまでして、あいつのことを想おうとしているんですねユーリさん。

　一人の男の為ために、全てを捧ささげようとするユーリの覚かく悟ごに、ミソラは何も言えなかった。言えるわけがないのだ。

　あたしはユーリさんと違って、そういう関係じゃない。あいつに抱だきしめてもらえるような、特別親しい間あいだ柄がらじゃない。

　だからこそ想いの差が出たのか、とミソラは奥歯を嚙かみしめた。

『やれやれ、キミたちはなにをやっているんだ？』

　ふと眼をやると、すぐ近くにリコたちの姿があった。

『そのぅ……いきなり本格的な模も擬ぎ戦を始めたから、みんな心配してます』

『それにしても、鬼き気き迫せまるものがあったな』

　レクティとブレアの言葉に便乗するように、ミソラが精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮うかべ、

『さすがユーリさんですね。悔くやしいけど、ぜんぜん届きませんでした』

　ユーリさんにはあいつの隣となりを飛ぶ資格がある。

　あたしにはない資格が。

　元気な笑顔とは裏腹に、ミソラの胸は屈くつ辱じよくと敗北感でいっぱいだった。

『今回の戦いにおいて、ユーリさんがあたしたち以上の、尋じん常じようならざる覚悟で臨のぞんでいることはわかっているつもりです。でも、不安だったので試ためさせてもらいました』

『ミソラさん？』

　怪け訝げんそうに、ユーリが尋たずねてきた。なぜそんな言葉がかけられたのか、ユーリは本気でわからない様子だ。

『ユーリさんがどんな覚悟なのかは知りません。でも、その覚悟が本物であることは伝わりました』

　しゃくりあげてくるものを堪こらえ、両目から涙なみだを流しながら、それでもミソラは必死に微笑ほほえんだ。

『完敗ですユーリさん。──でも、すっきりしました』




　　　　※※※




　ミソラたちよりさらに後方。非戦闘空域。

　工作部隊。人類陣じん営えいでも一ひと握にぎりの者しか知らぬその甚はなはだ冴さえない名前の部隊こそ、カナタやリバーが指す〝あれ〟を運ぶ者たちの集まりであり、学園浮ふ遊ゆう都市に所属する実力者の一部が所属する部隊であった。

　飛空艇てい〈スタッカート〉。甲かん板ぱん。

「最前線の小こ競ぜり合いに一度ゼスが出てきて以来、それっきり人型魔ま甲こう蟲ちゆうの姿は確かく認にんされてないみたいね」

「はんっ！　相手の総大将が出てきたなら、そこで倒せばよかったのよ……っ!?」

　くるくるとしたブロンドの髪かみに、奥深い紫色ヴアイオレツトの瞳の少女──ミーナ・パープルトンの言葉に、若じやつ干かん天然パーマのかかった、ふわふわとした桃もも色いろ髪がみの少女──ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフが不ふ機き嫌げんそうに口にした。

　学園都市所属の空士は、本来後方で比ひ較かく的てき安全な任務に就つくのだが、密ひそかに選せん抜ばつされた一部の者たちは、《ゲート》攻こう略りやく戦の要かなめとなる重大な役割を任されていた。

「まあチビ虎とらさん、小さいのは体だけじゃなくて脳みそもだったのね」

「脳みそ？　──脳みそってなによっ！　いまのは減らず口に決まってるじゃないの、この乳デカ女……っ！」

　こんな具合で、いつものようにぶつかり合う二人のもとへ、黒髪のポニーテールに薄うす紫むらさき色のリボンをした少女──クロエ・セヴェニーが声をかける。

「まあまあ、せっかく同じ部隊なんだから仲良くしようよ」

　にこにこと天使のような笑顔を浮かべ、クロエは二人にお手製のマカロンを配る。最前線ではお菓か子し作りに精を出す暇ひまなどないが、ようやく戦闘空域に追いつきつつある工作部隊では話が別だ。

　クロエたちにはまだ、日常を愉たのしむ余よ裕ゆうがあった。もちろん、彼女たちとて遊びほうけているわけではなく、敵に絶対発見されてはならない荷物とともに、厳しい哨しよう戒かい網もうを敷しきながら進軍している最中だ。

　もっとも荷物自体があまりに大きく、輸送に時間がかかるせいで、開戦には間に合わなかったが。

　仲間たちとマカロンを口にしながら、クロエが、

「補給部隊を狙った後方への浸しん透とう攻こう撃げきは何度もあったらしいけど、ここは狙われなかったみたいだね」

「予想以上に荷運びに時間がかかったのが、結果として幸いしたのかしら。まだ魔甲蟲陣営も、わたしたちの存在には気づいてないみたいね」

「もし気づいていたら真っ先に狙ってくるわよ。もっとも、荷物の使い方が理解できたらだけど」

　そう言って、ノエルが振り返る。

　クロエたちがいる飛空艇の後方には、ゆっくりと移動する人工空島メガフロートの姿があった。クロエたちが乗る飛空艇を含ふくめ、幾いく隻せきもの飛空艇から出たワイヤーが人工空島メガフロートにある係留用のボラードとしっかりと結び付けられている。

「それにしても、本当に突とつ拍ぴよう子しのない作戦ね」

　どこか不機嫌そうに見える半眼で、ノエルが口にした。

「人工空島メガフロートの使い方が頭おかしいくらいにぶっとんでる。《ファルシオン》出身のわたしとしてはその合理性は評価せざるを得ないけど、ものすごく大だい胆たん不ふ敵てきだわ」

「たしかにものすごく大胆不敵ね。作戦自体は教アー皇クビ陛シヨ下ツプが立案なされたということで話が進んでるみたいだけど、わたしはどうもそんな気がしないのよね」

　ノエルとミーナが、揃ってクロエを見てきた。

「うーん、やっぱり二人ともそう思う？」

　教皇とろくに語り合った経験がないクロエとしては、教皇の発案でないとは断定しかねる。しかし、

「わたしもこういう作戦を考えるのは、カナタだと思う」

　クロエの言葉を聞き、ノエルとミーナがふっと微笑んだ。

《ミストガン》を発たって以来、カナタと貌かおを合わせる機会はない。だが、カナタの存在は身近に感じられていた。

　クロエ・セヴェニーは、カナタの作戦のもとで戦えるのだから。

　たとえこの戦いの結末がどうなろうと、クロエたちの記き憶おくからカナタの存在が消えようと、いまの自分にできることはカナタを信じることのみ。

　覚悟が固まっているクロエがそっと胸に手を当てる中、

「まあ、それは置いとくとして……」

　そう断り、ミーナがにやけた笑みを浮かべ、

「チビ虎さん、あの子のことどう思ってるの？」

「あの子って誰だれのことよ？」

　きょとんとするノエルに、ミーナが、

「ほら、あなたの小隊にいるちょっと不良っぽい子のことよ。たしか、ジルグ・フェンサーっていったかしら？」

「ジ、ジジジ、ジルグがどうかしたの……っ!?」

　あからさまにてんぱるノエルに、ミーナが澄すました表情で、

「あら、まさか昨日の夕方に、甲板で告白されたのを覚えてないとでも言うつもりなのかしら？」

「～～～～っ!?　な、なんであなたがそのことを知ってるのよ……っ!?」

「わたしがいる小隊がちょうど哨戒飛行を終えて帰き還かんしたところだったからよ。それにしても、やっぱりあれは告白だったのね。あなたが貌を真っ赤にしてたから、もしかしてとは思っていたんだけど」

　その直後、真っ赤な貌で肩かたをわなわなと震ふるわせたノエルが、きっとミーナを睨にらみつけ、野の良ら猫ねこのようにさっととびかかった。

　ミーナは素す早ばやい身のこなしでそれをさっと躱かわし、「あら、いいじゃないの。べつに告白されたのを知られたくらいで、そんなに怒おこらなくても」と言いながら甲板上を逃にげ回り始めた。

　工作部隊は、学園浮遊都市に所属する学生の上位層と、中ちゆう堅けん程度の実力を持つ要塞浮遊都市に所属する空士で構成されている。役割自体は重要なのだが、熟ベテ練ランの空士は最前線で戦線を支えてもらう必要があり、このような人員構成になったのだろう。人数比でいうと大人のほうが多く、学生は当初お客さん扱あつかいされていたのだが、いまはきちんと仲間として受け入れられている。

　カナタの場合は周りの大人たちから反感を集めていたが、甲板上ではしゃぐミーナとノエルに向けられる工作部隊の仲間たちの眼まな差ざしは、好意的なものが多い。

「あははは、お騒さわがせしてすみません」

　ちょうど哨戒を終えて帰還して来た小隊に謝罪し、クロエはすぐさまトラブルを収めにかかる。指先に宿した指向性魔ま力りよく弾だんを、ミーナとノエルの鼻先を狙ねらって素早く二射。薄うす皮かわ一枚残して掠かすめていく射しや撃げきに、ミーナとノエルは蒼あおざめた表情で動きを止めた。

　工作部隊の中で、学園浮遊都市に所属する空士である彼女たちが認められたのは、クロエ・セヴェニーの功績によるところが大きい。

　大人と交じって戦せん闘とう訓練をした際、ミーナとノエルは間ま違ちがいなく学生離ばなれした実力を見せていた。大人相手でも引けを取るどころか、それぞれが有する技能で翻ほん弄ろうするような戦い方を披ひ露ろうできた。
















　だが、クロエ・セヴェニーのそれは文字通り格が違ちがう。

　貴重な射しや砲ほう撃げき系の空士の中でも、別次元の砲撃能力を持つ彼女の本気の一撃は、世界トップクラスと誰もが認めざるを得ない圧あつ倒とう的なものだった。

　そのことが決定打となり、学園浮遊都市に所属する空士たち全体の評価を押し上げていた。

　甲板のフェンスによりかかるようにして、クロエが夕焼け空を眺ながめると、先さき程ほどまでノエルをからかっていたミーナが真しん剣けんな顔つきで、

「戦闘空域まではあと一日と少しってところね。到とう着ちやく次し第だい任務開始になるはずだけど、その時点でかなりの空士が墜おちている可能性が大きいわ。だから、そのときの対応はきちんと詰つめておきましょう」

　それに呼応するようにノエルも、

「状じよう況きようによってはわたしたちで動くべきだと思うけど、もし戦場でカナタ・エイジを見かけたらどうするの？　というより、わたしたちの任務の性質上、絶対遭そう遇ぐうすると思うけど」

　そのときの対応を尋ねられ、クロエは穏おだやかに答える。

「きっとわたしたちの実力じゃ、カナタの戦いの手伝いをすることはできないと思う。ううん、むしろ次元の違う戦いについて行けなくて、カナタの足を引っ張ることになりかねない」

　カナタの援えん護ごはしないとやんわりと口にするクロエ。ミーナとノエルは何も言わずに話を聞いてくれた。

「でも、わたしたちだって《崩ほう力りよく》の遣つかい手と戦う訓練は積んできた。だから、他ほかの人たちより出番が遅おそい分、うんと頑がん張ばることに変わりはないよ。《崩力》の遣い手を倒たおす気でいるミソラちゃんたちには悪いけど、カナタが相手にできない残りはわたしたちで倒そう」

　恍とぼけたようにふふっと笑ってみせたクロエに、ミーナとノエルは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしていたが、すぐにふっと笑って頷うなずいてくれた。







　　　第三章　空の下にあるもの







　──天オペレ槌ーシのヨン一・ヘ撃ブン作ズブ戦ロー開始から九十五時間が経過




　人類陣じん営えい旗き艦かん〈アルタミラ〉。格納庫。

「補給コンテナの積みこみ、急いで」

「嫌いやな雲が出てきているぞ。周辺への警けい戒かいを怠おこたるな」

「負傷者を病院船に運び込め。急げよ、いつ敵てき襲しゆうが来てもおかしくないんだぞ」

　怒ど鳴なり声や張りあげた声が絶えない中、補給部隊に所属する隊員たちがコンテナを運びこむ。

　最前線から後退してきた飛空艇ていは〈アルタミラ〉だけではない。

　幾隻もの飛空艇があちこちから集まり、大艦かん隊たいと呼べる規模の集団となったその様は、壮そう観かんと呼べるものであった。おそらくこの日は、最前線には最低限の戦力だけを配置されており、魔甲蟲陣営の出方によっては前衛部隊全軍に後退許可が出されるだろう。

　この日は、ミソラたちも朝早くから補給で多た忙ぼうを極きわめていた。

　飛空艇への補給は、ただコンテナ詰づめされた物資を渡わたすだけではなく、飛空艇で要いらなくなった物資の回収や燃料注入、外装点検など多た岐きに及およぶ。中でも魔甲蟲に対する防ぼう御ぎよ手段のひとつとしての、実じつ弾だん兵装を備えた飛空艇の補給は時間がかかった。

　魔ま術じゆつ刻印を加えた特とく殊しゆ弾だん頭とうは費用対効果が恐おそろしく悪いのだが、呪じゆ力りよくで強化された魔甲蟲の強化外骨格を破は壊かいできるため、前線ではふんだんに消費されているらしい。また、消しよう耗もうが激しいのは通常の銃じゆう弾だんも同じであった。強きよう烈れつな物理攻こう撃げきならともかく、強化されていない銃弾など、せいぜい足止め程度の役割しか期待できないが、それでもないよりはましということだろう。

　と、馬車馬の如ごとく扱こき使われたミソラたちであったが、ひとつの転機を迎むかえていた。

「そのぅ……ひょっとしてカナタさんがいるんじゃないですか？」

　大勢の空士たちとともに宙を舞まい、旗艦〈アルタミラ〉にコンテナを運ぶ最中のこと。不意にレクティが口にした一言が、大空の中で作業するミソラたちの耳にやけに残った。

　ひょっとしなくても、誰かがそう言い出すのを待っていたのだ。

「ふっ、仮にいなかったとしてもリバーか教皇にでも訊きけば、居場所がわかるだろう」

　この状況でも頑かたくなにコンテナを運ばず、コンテナの上に腰こしかけているリコが言った。フロン対策として現場監かん督とくと書かれた腕わん章しようをつけている。監督する立場ゆえに、肉体労働はしなくていいという意味らしい。

　もっともコンテナ自体は四人で運ぶことを前提としたものであり、リコがサボることに慣れているミソラたちは、呆あきれながら注意しただけで済ませていた。

「うぬ。この戦いの決着が付くまで会えぬものと思っていたが、探せば主あるじに会えそうであるな」

　リコの分も一いつ生しよう懸けん命めい働くブレアが、朗ほがらかな笑えみを浮うかべた。

　あたしも……会いたい。《ミストガン》を発たって以来、会うことができなかったあいつに。

　きっとユーリさんも……と、ミソラが一いつ緒しよにコンテナを運ぶユーリを見る。あいつのことを、世界で一番大事に想おもうユーリさんは、どんなことを考えているのだろうか。

　コンテナを運ぶユーリは貌かおを俯うつむきがちにし、その表情はミソラが思っているよりもずっと強こわ張ばっているように見えた。まるで、自分の中にある信念と葛かつ藤とうするが如く。

「ユーリさん、どうかしました？」

「……い、いえっ!?　なにも……」

　慌あわてて平静を装よそおうが、ユーリがうわの空であったことは隠かくしきれるものではない。

　いったいどうしたというのか？

〈アルタミラ〉の格納庫に到着してからも、ユーリの表情は強張ったまま、何かをぐっと堪こらえているように見えた。

　ミソラたちが運んだコンテナの中には、レトルトや缶かん詰づめ、それと大量の飴あめが入っていた。偵てい察さつ中や後方に退いた際、糖分の塊かたまりである飴は疲つかれをとり、意外なほど役立つ補給食になる。

〈アルタミラ〉の事務官にお願いされ、ミソラたちは広大な格納庫の隅すみで休きゆう憩けいしている空士たちに飴を配って回ることになったが、ユーリの表情がぎこちない。

　おそらく事務官は女性だけの小隊が飴を配って回るからこそ、士気が上がると考えていたはずなのだが……

　そのとき、ミソラがずっでーんっ！　と盛せい大だいに転んだ。袋ふくろ詰づめされた飴は、転んだ刹せつ那なに盛大に零こぼし、ユーリの足元のほうにばらばらと飛び散った。

「ミソラ、なにをやっているのだ？　飴とはいえ、人類陣営の貴重な物資なのだぞ」

「あははは、ごめん。今度から気をつけるわ。あいつがいるかもって少し浮かれてたみたい」

　ブレアから注意を受け、ミソラは慌てて床ゆかに散らばった飴を搔かき集める。そのあと、拾うのを手伝ってくれたユーリに自然な流れでお礼を述べる。

「ユーリさんもごめんなさい。考えごとに気を取られちゃってて、いまは眼の前のことに集中します」

「ええ、そうですね。わたしも気をつけることにします」

　その後幾いくらかは険がとれたのか、ユーリも自然な笑顔で飴を配れるようになった。それを見たミソラは、これでよし、と内心で小さくガッツポーズ。

「（そなた、曲くせ者ものになったな）」

　ミソラがわざと転んだのを見ていたのだろう、ブレアがさりげなく声をかけてきた。小隊長だから当然よ、とミソラは微び笑しようで返す。

「そのぅ……飴を配り終えましたけど、次はどうしますか？」

「ふっ。もう何往復かするのは面めん倒どうだから、このままサボるのはどうだ？」

　まだ物資の搬はん入にゆうは続いている。

　ユーリが戦闘に支障がないことはわかったが、カナタのことが気になって仕方ないらしい。

　表には出さないけど、ユーリさんだってあいつに会いたがってるみたいだし……

　たとえユーリの事情抜ぬきだったとしても、ミソラは気持ちの高ぶりを抑おさえられなかったことだろう。そんな気持ちを後押しするように、ブレアが、

「行くなら、いまであるな」

　それがきっかけだった。

「ああ。少し貌を見に行くぐらいいいだろう。補給中だから、あの男も時間はとれるはずだろうしな」

「あのぅ……教アー皇クビ陛シヨ下ツプに訊けば、場所を教えてくれると思います」

　みんなも同じ気持ちだ。

「なら──」

　と、ミソラが言いかけたとき、

「いけません……っ！」

　空気を切り裂さくような一声が、ミソラたちが醸かもし出した雰ふん囲い気きを切り裂いた。

「どうしたんだユーリ、急に大声をあげて？」

　ミソラたちだけなく、近くでコンテナの開かい封ふう作業中だったり、事務処理中だった隊員たちもユーリに注目していた。

「……………………」

　ミソラたちに説明するための言葉を選ぶように、沈ちん黙もくするユーリ。そんなとき割って入ったのは、爽さわやかな声だった。

「やあ、声を上げてくれて助かったよ。僕はキミたちのことを探していたんだ」

　近この衛えの正装をしたリバー・エンディケウスが、ミソラたちに、友人に向ける笑顔を向けてきた。

「キミたち、カナタ君と会いたくないかい？」

　その言葉をリバーが口にしたとき、

「いけません。いまのわたしたちが、カナタ先せん輩ぱいと会うわけには……いかないんです」

　苦しさに胸を引き裂かれてしまいそうな面おも持もちで、ユーリが絞しぼり出すように言葉を発していた。







〈アルタミラ〉。艦かん橋きよう。

「では、後方に控ひかえている工作部隊に戦せん闘とう準備の指示を。それとエリスさんに夢幻泡影ニトケルテイで可能な限り、雲を生み出すように伝えてください。偏へん西せい風ふうなどの気流の計算は航空参さん謀ぼうがするように」

　決戦準備の指示を整えようとするアンネローゼが、他ほかにも幾つか細かい指示を出す。《ゲート》からの増ぞう援えんが間近に迫せまったいま、少しでも時間が惜おしい。

　次の一戦で、この世界の人類の命運が決まってしまう。

　他に打てる手はないか？　いまできることはないか？　常に先を見て思考を凝こらそうとするアンネローゼに、ハルトマンが声をかけてきた。

「教アー皇クビ陛シヨ下ツプ、補給は順調のようです。少しお休みになっては如何いかがでしょうか？」

「いいえ。まだ……」

　大だい丈じよう夫ぶです、と答えようとし、片眼鏡モノクル越ごしにハルトマンの眼が何か語ろうとしていることに気づく。

　ふとアンネローゼが艦橋を見み渡わたすと、昼食もとらずに働き詰づめの艦橋勤務員たちの姿が眼に留まる。昼休憩は各自でとっていいことになっているが、アンネローゼが休憩しないため休めないようだ。

「いえ、少し休むことにしましょう」

　椅い子すから立ち上がったアンネローゼは、ハルトマンとともに艦橋を後にして、通路に出る。

「空気が悪くなっていたようですね、すみません」

「かまいません。御おん身みのこれまでの事情を鑑かんがみれば、張り詰つめるのも頷うなずけるというものです」

　そんな会話をして、執しつ務む室へと向かうアンネローゼ。部屋に入ると、真っ先に手にしたのは机の引き出しにしまっておいたピルケースだ。慣れた様子で数種類の錠じよう剤ざいを取り出すと、それを机の上に置いてあったミネラルウォーターで流し込む。

　騙だまし騙し使ってきた体だが、もう寿じゆ命みようはあまり残されていない。

　チカラで強制的に老いを抑えているとはいえ、全すべての細さい胞ぼう分ぶん裂れつを抑よく止しできるわけではない。戦いで負った傷を癒いやすにはどうしても細胞分裂が必要になる。

　長い戦いの歴史を歩んできた体の細胞分裂のテロ残り回数メアは、少なくなる一方だ。

　先はもう長くない。

　とんとん、とドアがノックされる音。ドアが開くと、ハルトマンがサンドイッチとコーヒーの載のったトレーを持って入ってきた。

「助かります」

　アンネローゼはピルケースを隠そうとせず、ハルトマンも特段尋たずねる様子はない。ただ彼は申し訳なさそうに、

「本来ならば、御身はとっくに退位なされて然しかるべき身なのですが」

「そのことについては何度も話し合ったはずです。これがわたしの命の使い方ですから」

「……………………」
















　お止やめください、とか、お休みください、などといった制止は、ハルトマンにはできない。

　いまの人類陣じん営えいを纏まとめあげているのは、教皇の権けん威いだ。アンネローゼがいなければ、人類陣営は混乱から立ち直るのに時間がかかり、迅じん速そくに《ゲート》攻こう略りやく戦を開始するのは不可能だっただろう。

　アンネローゼはコーヒーを口にしたあと、

「予定通り、次は全面攻こう勢せいに出ます。全軍の士気高こう揚ようのために、演説の用意を整えてください。それと演説の前に、カナタ・エイジとエリス・ヴィーゲルトをわたしの部屋に呼んでください」

「ゼス・ヴィーゲルトの件ですな」

「ええ、その通りです」

　ゼス・ヴィーゲルト。人類陣営の敵であり、魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の総大将であり、不死の呪じゆ詛そ──不ノスフ死エラ王トウスの持ち主。如何いかな攻こう撃げきを浴びせようと、ゼスは倒たおせない。

《ベベル》でゼスへの対処を協議した際は、カナタに一任するということで決定していたが、

「正直言って、カナタ・エイジがゼス・ヴィーゲルトを倒せるかどうかは未いまだ判断が付きかねます」

　不ノスフ死エラ王トウス対策が本当にあるのか、カナタが詳しよう細さいを教えてくれないのだ。具体的な内容が不明な以上、対策の存在自体を疑わなければならない。

「ですが、カナタ・エイジの作戦通りに事が運べば、《ゲート》とその防衛戦力に少なくない損害をもたらすはずです。状じよう況きようによっては、わたしも前線に立つことになるでしょう」

　重々しい口調でハルトマンが尋ねる。

「……どなたか、お別れを済ませておきたい者はおりますでしょうか？」

　アンネローゼは小さく首を横に振ふった。

「いえ。わたしは長く生きすぎました。わたしが教皇を務め上げる間、わたしの教えに従い、多くの空士たちは人類の未来のために戦い、親しい者たちにロクな別れも告げられぬまま墜おちていきました。そんなことを強しいたわたしが、いまさらどんな貌かおをして別れを告げられるのでしょうか？」

「……………………」

　アンネローゼの手はあまりに血で汚よごれ過ぎていた。

　正義や平和といった聞こえのいい言葉とともに、アンネローゼが空士を始めとした人々に強いたのは、犠ぎ牲せいだ。

　平和への犠牲。

　己おのれの不ふ甲斐がいなさに沈黙するハルトマンを見て、アンネローゼは穏おだやかに言い添そえる。

「言いすぎました。ですが、もう血ち塗ぬられてしまったわたしはともかく、カナタさんにはせめてお別れだけでも済ませてほしいものですね」







「カナタ君、こんなところにいたのかい」

「まあな。それにしてもよくここがわかったな」

　補給地点に集合した艦かん隊たいを、高所から見下ろせる位置取りにカナタの姿はあった。黒い〈ホウキ〉の上で胡坐あぐらをかいている。

　リバーがカナタを見つけられたのは、他隊に所属する警けい戒かい中の空士から〈アルタミラ〉の上空に不ふ審しんな空士がいると報告が入ったためだ。

　まだ十代のカナタが補給作業もせずにサボっていれば、当然そんな対応になるだろう。

　アンネローゼがカナタの情報をひた隠かくしにしているため、事情を知らぬ者にはカナタが人類の切り札には映らないのだ。これは不測の事態から、魔甲蟲陣営にカナタの情報が流出することを恐おそれた教皇の処置である。

「旗き艦かん直上に不審者がいるって報告が来なければ、キミを見つけることはできなかったよ。それで、こんなところで何をしているんだい？」

「あれを見てるんだよ」

　カナタの視線の先にあったのは、補給地点から少し離はなれた場所で訓練するマオたちの姿だ。

　それぞれがお互たがいの死角をカバーするように飛びながら、迅速に前進する訓練をしている。特務隊が二個中隊で構成されているのは、敵の支配空域でも機動力を維い持じして戦える最大の規模と考えられているからだ。

　数が多いと機動力が削そがれて大規模な敵に包囲されやすくなり、逆に数が少ないと機動力はあっても敵の規模に翻ほん弄ろうされやすくなる。二個中隊という数字は、人類陣営の精鋭を集め、実際に検討した結果導かれた最大数であった。

　リバーが尋ねる。

「マオさんたちの訓練がなにか？」

「うん。マオがさ、今日は俺を訓練に誘さそわなかった」

　それが？　とリバーは首を傾かしげかけるが、

「普ふ段だんから断ってたし、今日誘われても絶対断るつもりだったけど、妙みようなんだよな。あいつさ、無愛想だったけどさっきは『貴様を絶対に《ゲート》まで送り届けてやる、今日はゆっくり休め』って声を掛かけてきたんだよ」

　飄ひよう々ひようとした貌つきだったが、カナタはどこか感かん慨がい深そうに、

「甘ったれたことを言うようだけどさ、あいつらには墜ちてほしくないなって思うよ。もちろんここにいる奴やつら全員もだけど」

　そう言ってカナタは、眼下に広がる艦隊を見やる。最前線には最低限の戦闘に必要な部隊を残してあり、補給空域も幾いくつか他ほかにも設定してあるので、ここに集まっているのは人類陣営の一割程度の規模でしかない。

　それでも、いまカナタの眼下には百隻せきを超こす飛空艇てい、その運航を支える乗組員たち、そして戦場を支えてきた五千人程度の空士が集結している。まるでこの空域を埋うめ尽つくすように集結した艦隊の眺ながめは壮そう観かんであるとともに、責任ある立場の者はそこにある命の重さを感じざるを得ない。

　そうか、カナタ君はこの光景が見たくて空の上に……

　時折り遠い眼をすることはあっても、カナタ・エイジは普ふ段だん飄々としている。だが、やはり彼は間ま違ちがいなくその重みを嚙かみしめているのだ。

　人類の命運。

　カナタ・エイジにしか切り開けない未来の重みを。

「ねえカナタ君。キミは自分が立案した作戦が、多くの犠牲の上に成り立つことに不安を覚えているのかい？」

　突とつ然ぜんどうしたんだよ、と言いたげな表情のカナタに伝える。

「もしそうだったら、キミが気にする必要はない。キミの提案がなければ、人類陣営の犠牲はもっと大きくなっていたはずだから」

「たしかにアンネローゼの作戦だったら、犠牲はもっと出たし勝算はもっと低かったろうな。俺の作戦でも犠牲が出ることに変わりはないけど、それが戦いだ。犠牲が出るのは嫌いやだけど、いちいち気にしてたらきりがないよ」

「……………………」

「どうしたんだリバー？」

「いや、カナタ君があまりにあっさりしているものだから……」

　これが悩なやみじゃないのか。なら、時折り見せる遠い眼の原因は……

　カナタの精メン神タル援サポ助ートはリバーの務めだが、どうにも要領を得ない。仕方なく、リバーは直接切り込む。

「あのさカナタ君。僕が訊ききたかったのは、なにかキミに悩みがあるんじゃないかってことなんだ。教アー皇クビ陛シヨ下ツプは何かご存知のようだけど、僕には詳くわしいことは何も教えて頂けない。でも、キミが悩みを抱かかえていることはわかるよ」

　アンネローゼは、カナタに「もうお別れを済ませましたか？」と尋ねていた。つまり、カナタが抱えているのは……

「僕に何か力になれることがあれば、教えてほしい」

「お前が俺の力に、ね」

　そう口にしたカナタの表情がふっと弛ゆるむ。リバーがカナタの視線の先を追うと、再び旗艦に補給コンテナを運うん搬ぱんしようとする、長く艶つややかな紅あかい髪かみをした少女たちの姿があった。

「なら、ひとつ頼たのみがあるんだけど。ミソラたちにさ──」

「キミの教え子たちには、僕はさっき軽く挨あい拶さつをしてきたところだよ」

　ミソラたちに会いたい、というカナタの願望を汲くみ取ったつもりだった。

「キミの教え子たちも会いたがっていたよ。さあ、挨拶に行こうよ」

　なるべく自然なようにカナタを誘いだす。

　だが、その噓うそはすぐに見破られることになる。カナタはリバーの眼を覗のぞき込むように見やり、

「なあリバー。確かく認にんだけど、お前はミソラたちの口から、俺に会いたいって言葉を聞いたのか？」

「……いや、そういうわけじゃないけど」

　むしろ──といった結果だった。

　しかし、カナタは窮きゆう地ちに陥おちいったミソラたちを救うため、アンネローゼの制止を振り切って第九人工空島メガフロートに向かったほどだ。

　ミソラたちは、かけがえのない存在に違ちがいない。

　だというのに──

「ならさ、ここからこっそり眺めてるだけでいいよ」

「眺めてるだけでいい？」

「そ。ここから眺めるだけ」

　顔色一つ変えずに、カナタはそう言ってのけた。

「……カナタ君、わかってるとは思うけど、次は決戦だ。《崩ほう力りよく》の遣つかい手相手の戦いじゃ、後方にいたって安全とはいえない。いや、むしろ今度の作戦が上手うまく決まれば、後方が危険になる」

　会おうとしないことに意味があるのはわかっている。カナタ・エイジは無意味なことはしない人物だ。

　それでも、余計なことと知りながら、リバーは口を挟はさまずにはいられない。

「万が一のことを考えれば、ここで会っておいた方がいいことはキミだってよくわかっているだろう？」

「まーな。お前の言う通りだよ。でもさ──」

　カナタは再び眼下へと視線を移し、

「いま俺は教官じゃなくて、空士としてこの戦いに臨のぞんでいるんだ。教官だったら、ミソラたちが会いたいっていえば、会って元気づけてやるのが務めだよ。でも、いまミソラたちは俺に会いたいって言ってないし、俺は教官じゃない」

　立場が変わり、もう教官と教え子の間あいだ柄がらではない。

「それに俺と同じ部隊の連中や他の奴らだって、会いたい奴の一人や二人いるだろ。でも、会いたい奴が他の部隊に配属されたり、浮ふ遊ゆう都市に残ったりしてて、全員が会いたい奴に会えるわけじゃない。そんな中、俺だけが特別扱あつかいされるわけにはいかないだろ」

「……カナタ君、キミという存在は他の戦力と比ひ較かくしてもあまりに特別だ。それゆえの配はい慮りよだと思ってほしい」

　するとカナタは、まるでいまこの瞬しゆん間かんを慈いつくしむような、優やさしい響ひびきを帯びた声で、

「だとしても、だ。いまの俺には、やっぱミソラたちに会う資格がねーよ」
















　資格。それがなんだっていうんだ。

「親しい人に会うのに資格が必要だなんて話は、僕はいままで聞いたことがないよ」

　明日になれば決戦だ。戦せん況きようによっては、もう二度とミソラたちとは会えなくなる。会いたくないわけがないだろうに、なぜそんなに悲しい選せん択たくばかりを……

　リバーはもう口にせずにはいられなかった。

「聞いてくれカナタ君。じつは──」

「ふーん。ユーリがそんなことをね」

　気づいたときには、格納庫であったミソラたちの一幕を話してしまっていた。

　ユーリがカナタに会いたがる仲間たちを制止し、ミソラたちが必死に我が慢まんして、それに同意したこと。カナタから会いに来るようであれば、大歓かん迎げいされること。

「カナタ君。キミは会いに行くべきだ」

　懇こん願がんするような眼まな差ざしを向けるリバー。だがカナタは、

「つまり、ミソラたちはまだ俺の事情を知らないわけだ。なら、なおさら俺が会いに行くわけにはいかねーよ。一番我慢しているユーリが我慢しきれなくなって、ミソラたちに俺の事情を伝えるかもしれないからな」

「……………………」

　それ以上、口を挟むことはリバーにはできなかった。カナタと教え子たちの間には、他人が入り込めない絆きずなのようなものが存在している。

「やっぱここで眺めさせてもらうよ。これで充じゆう分ぶん特別だ」

　四人でコンテナの四方を抱え、残る一人はコンテナの上に腰こしかける運搬チームを見やり、カナタは満足そうに口の端はをつりあげる。

「悪くない眺めだなリバー。本当に悪くない」







〈アルタミラ〉。教皇の執しつ務む室。

「もういいんですか？」

「まあな。お陰かげで少し気が楽になったよ」

　カナタの発言を聞き、リバーが少し貌かおを曇くもらせた。

　この部屋には、アンネローゼたちとカナタに加え、エリスたちの姿もある。明日の決戦に向け、アンネローゼにはどうしても詰つめないといけないことがあった。

「そんで大事な演説の前に、わざわざ俺たちを集めて何の用だよ？」

「ゼス・ヴィーゲルトの件です」

　アンネローゼの視線を、カナタは正面から受け止めてみせた。ゼスの呪じゆ詛そ対策が存在しなければ、少しは動どう揺ようするはずだが。

　勝負慣れしているカナタが簡単にボロを出さない可能性も考こう慮りよし、アンネローゼが問とい詰める。

「カナタさん。ゼス対策はあなたに一任していましたが、具体的にどういう策なのか、そろそろ教えて頂けませんか？」

　アンネローゼの言を、エリスが後押しする。

「幾つか検討してみたけど、お兄様を倒たおすのは不可能よ。肉親の情を除いても、お兄様は無敵だわ。エミリー・ウィットベルンやリーゼリットにも考えさせたけど、お兄様の呪詛はやっぱり隙すきがないわ。反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンも、《崩力》で拒きよ絶ぜつされれば効かないそうだし」

「教アー皇クビ陛シヨ下ツプ、残念ながらわたくしも妙みよう案あんが浮うかびませんでした」

　エリスの言に同意するように、クリスが続いた。リーゼリットとエミリーは、彼女たちにしかできない特別な役割があるため、任地に赴おもむいており不在だ。

　呪詛について最も造ぞう詣けいが深い者たちが、対策を見み出いだせない。

　それは勝算がないことを意味するはずだが、

「カナタさんは？」

「そうだな。何度も言うようだけど、ゼスの件は俺に任せてくれ」

　相変わらず、具体的な策を明かそうとはしない。ゼスたちへの情報流出を抑おさえるため、人類陣じん営えいでは《ゲート》攻こう略りやくの要よう諦ていを伏ふせていた。しかし、決戦を控ひかえたこの場で言えないとなると……

　本当は策がないのではないか？　そんな疑念が、アンネローゼの脳のう裏りを過よぎる。

　エリスが不快そうに尋たずねる。

「またそれね。ねえ、本当にお兄様を倒せるの？」

「倒せるかどうかはゼス次し第だいだよ」

　ゼス次第？　──ということはやはり策はあるのか？

　補足するようにカナタが口を開き、

「ゼスは物事を冷れい酷こくなまでに現実的に捉とらえ、合理的に考え抜ぬく男だ。そんで、あいつは軍勢を率いる王であり、前線で戦う戦士としての器うつわも兼かね備えている。だからこそ、俺っていう存在は武器になるよ」

　飄ひよう々ひようと言ってのけるカナタ。アンネローゼは強い双そう眸ぼうでカナタを見み据すえ、厳しい口調で尋ねる。

「カナタさん。それはどういう意味でしょうか？　具体的な策があるなら、それを教えてはくれませんか？」

「いいや、それは教えねーよ。むしろお前たちだからこそ、教えるわけにはいかないんだ。具体的な策を教えないのも作戦のうちなんだよ」

　クリスがきょとんとして尋ねる。

「そのことにどのような意味があるのですか？」

「詳しくは話せないんだ。でも、ゼスの件は任せてほしい。あいつの相手をできるのは、人類陣営の中じゃきっと俺ぐらいだからな」

　宣言するように口にして、カナタはアンネローゼを逆に見据えてきた。

　気に入りませんね。詳くわしい内容を説明せず、それでいてこちらの出方を窺うかがうその態度が。人類陣営の最高責任者である自分を試ためすような、そのふてぶてしさが。

　だが、信じるしかない、とアンネローゼは直感していた。

　どんな策があるのかはよくわからない。

　しかし、カナタがこうも口にする以上、噓やはったりの類たぐいとは考えにくい。詳しくは教えるつもりはないが、ゼス・ヴィーゲルトを倒す手は本当にあるのだろう。

　カナタの発言の真意は不明だが……

　重々しい声でハルトマンが尋ねる。

「教アー皇クビ陛シヨ下ツプ、如何いかがなさいますか？」

　もとより人類陣営の中で、ゼス・ヴィーゲルトと渡わたり合えるのは、自分を除けばカナタ・エイジしかいない。なら──

「いいでしょう。カナタ・エイジ、期待していますよ。ゼス・ヴィーゲルトを必ず倒しなさい」

「ああ。期待に応こたえられるように、全身全ぜん霊れいを懸かけて頑がん張ばるよ」

　揺ゆるがぬ決意を示し唆さするが如ごとく真しん剣けんな面おも持もちで口にするカナタは、やはり噓をついていないように映った。







　工作部隊。飛空艇てい〈スタッカート〉。甲かん板ぱん。

「さて、いよいよ。明日ね」

　もう日が落ちかけている頃ころ、ミーナが言った。彼女がかけた集合によって、クロエとノエルの三人でささやかな決起会を行っていた。

　明日の決戦では、戦況によっては勝手に部隊を離はなれ、奴やつらと戦うために独自行動する。《崩力》の遣い手たちのチカラを良く知る彼女たちだからこそ、できることがある。

　たとえ止められても、同じ部隊の仲間たちに迷めい惑わくをかけることになろうとも、奴らを止める必要があるのは間ま違ちがいない。《崩力》の遣い手が戦場に居続ける限り、味方が大損害を被こうむるのはわかりきったことなのだから。

　独自行動について意思確かく認にんをしたあと、ミーナが尋ねてくる。

「クロエさん、いまならカナタ・エイジに会いに行けるんじゃないの？　〈アルタミラ〉はその気になれば、飛行魔ま術じゆつで往復できる距きよ離りよ」

「それはよしておくことにします。万が一敵に捕ほ捉そくされたら、いままで隠いん蔽ぺいしてきた苦労が水の泡あわですし、たぶんカナタも会うことを望まないと思いますし」

　道理に合わない言葉に、ノエルが怪け訝げんそうに尋ねる。

「会うことを望まないってどういうことよ？　明日が決戦だからこそ、会っておくべきでしょうが」

「うーん、それは内ない緒しよかな」

　ほんの少しだけ、クロエは切なそうに笑ってみせた。ノエルの見立てでは、カナタの生せい還かん確率は相当低いのだろう。煮にえ切らない答えに、ノエルはたちまち不ふ機き嫌げんな声で、

「ちょっと！　気になるじゃないの。何かあるんだったら言いなさいよ……っ！」

「こらこら落ち着きなさいノエルさん。さっきジルグさんと接キ吻スしてたからって、すぐに興奮するんじゃないわよ」

「し、してないわよっ!?　あることないこと言わないでこの乳デカ女……っ！」

　ミーナが間に割って入り、ノエルの苛いら立だちが多少落ち着いた頃ころ合あいを見計らって、

「でも、クロエさん。わたしも気になるわね。なんでカナタ・エイジは、会うことを望まないと思うの？」

「やっぱり、みなさんに教えるわけにはいきません」

　そう口にしたクロエの脳裏を過ぎるのは、カナタから聞いたチカラの代だい償しよう。それは命には関かかわるものではないが、カナタにとっても、クロエたちにとっても辛つらいものだ。

　もしここで会いに行けば、勝っても負けても報むくわれない戦いをするカナタに、迷いを生む恐おそれがある。

　カナタの勝利を望むからこそ、クロエはそんな不幸な真似まねをするわけにはいかなかった。

「あのね、詳しい事情はみんなには言えない。でも、カナタは全すべてを懸けて、作戦を遂すい行こうしようとしている。だから、やっぱり会いに行くわけにはいかないんだよ」

　その答えを聞き、ミーナとノエルはすぐに返事をできないようだった。カナタと最も付き合いの長いクロエの言葉には、それだけの重みがある。

　そんなとき、幼い子供の声が響ひびく。

「やっほー、みんな元気にしてた？」

　突とつ如じよとして甲板に降下してきた、リーゼリットが無む邪じや気きな笑えみを浮かべていた。

「あっ、リーゼリットちゃん、久しぶり。明日はわたしたちと一いつ緒しよに行動するんだってね」

「まあね。これから先は、どうしても小型種に捕捉されちゃうから、わたしの呪詛で隠蔽のお手伝いをしなさいって。のろまなあなたたちの姿が見つかっても、わたしが敵を操あやつって報告を隠蔽してあげるわ」

「のろま」という単語に反応して、ミーナがリーゼリットを睨にらみつける。リーゼリットは「ひぃぃぃ……っ！」と恐きよう怖ふに震ふるえ始めた。

　クロエは詳しく知らないが、ミーナはリーゼリットに対してとても厳しく指導を施ほどこしているらしい。

「あのエミリーさん、小型種を操って逆に敵に気づかれたりはしないんですか？」

　クロエに尋ねられ、リーゼリットの頭の上にいるエミリーは能天気そうに、

「魔ま甲こう蟲ちゆう陣営は中級指揮官が不在だからわからないわよ。人型以外は、ちゃんとした指揮を執とれる存在がいないのん」

　どうやら敵の穴を突つく作戦らしい。と、ここでミーナが、

「ねえ、カナタ・エイジの様子はどうだった？」

「うーん、普ふ段だんと大体同じだったと思う。けど、たまに遠い眼をしてて、リバー・エンディケウスが心配してた気が……」

「確かに、カナタちゃんが遠い眼をするときがあったかもしれないわねん」

　リーゼリットとエミリーの言葉を聞き、ミーナとノエルが表情を曇らせる。きっと重責を担になうカナタのことを案じているのだろう。だがクロエは、

「でも、心配しているリバーさんは大事なものが見えてないようですね」

「そうね。本当に大事なものが見えていないみたいねん」

　クロエの言葉を聞き、エミリーがふっと微笑ほほえんで頷うなずく。

「カナタちゃんが何を考えてるかわからないけど、あの子は本気で勝つつもりよん。ならみんながするべきなのはカナタちゃんを心配することじゃなくて、カナタちゃんの心配が減るように最善を尽つくすことでしょ。全くこの世界の人類は大事なことがさっぱり見えていないみたいねん」

「ふーん。あなた、人型魔甲蟲のくせに、いいこと言うわね」

　妖よう精せいサイズのエミリーを見て、ノエルが学ばせてもらったことを感謝した。

「クロエさん。明日は全力で勝ちましょう。カナタ・エイジの心配が減るように」

　ミーナの言葉に、クロエは天使のような微笑みを浮かべて、

「そうですね。カナタのために頑張らなくちゃ、ですね」

　全てを懸けて戦う幼おさな馴な染じみに恥はじぬ戦いを、とクロエは密ひそかに静かな闘とう志しを燃やした。







　補給艇〈アンジュ〉。居住区画。

　補給活動と夕食、訓練を終えたミソラたちは休きゆう憩けい室に集まっていた。幾いくつかの観葉植物とテーブル、椅い子すが置かれたそこで〈アルタミラ〉の格納庫での一幕を振ふり返る。

「そのぅ……ユーリさん、想おもいが溢あふれてましたね」

　ぽつんとレクティがつぶやいた。

「うぬ。主あるじについて、私たち以上に想っていたのだな」

　己おのれの浅せん慮りよを恥じ入るようにブレアが頷いた。

　あたしも考え方が甘かった、とミソラも俯うつむきがちに思った。格納庫でユーリが言ったカナタに会ってはいけない理由はもっともで、それは小隊長としてミソラが真っ先に気づくべきことだった。

　いまのあいつは教官じゃない。人類の希望だからこそ、もっと考えるべきだった。

　ミソラたちが明日の決戦に備えて訓練を早々に切り上げる中、ユーリだけはまだ体を動かしている。

　技量を磨みがくというより、精神統一的な要素が大きいだろう。体を休めることの大切さを、ユーリは充じゆう分ぶんわかっているはずだ。

「ユーリの言ってることは正しいかもしれない。だが、気に入らないな」

　そう口にしたのはリコだ。ミソラたちからの視線を一身に集めたリコは、どこか不機嫌そうに貌を顰しかめていた。

「何が気に入らないのよ？」

「ユーリらしくない」

　リコが断言する。

「あれは先せん輩ぱいのくせに、もっと奥手でいじらしいところに可愛かわいげがあったのに。いまの状態だと全く面おも白しろみがない。はっきり言って、ユーリのくせに生意気だ」

　どん引きしたレクティが困り貌で、

「そのぅ……リコさん。ユーリさんは先輩ですから、もう少しだけ敬意を持って接したほうがいいんじゃないでしょうか？」

「肉体年ねん齢れいならともかく、女め神がみなわたしは精神年齢がその辺の連中より上だから赦ゆるされるんだ」

「おおっ！　さすが女神であるな……っ！」

　ブレアの脳内では、先輩より女神のほうが偉えらいらしい。

　まあ、リコの怪かい理論は置いておくとして、問題なのはみんなの意見を取り纏まとめることだ。現在Ｅ６０１小隊では、ユーリの想いの強さが懸け念ねん事じ項こうになっている。

　ユーリについて仲間たちがどう思っているのか、決戦前に考えを聞いておいた方がいい。

「それでミソラ。キミはどう思うんだ？」

「ユーリさんの想いは、強さを支える根底になってる。その想いがどんなものかは訊きいちゃいけない気がするけど、実際に戦ってみてわかったことがある。その強さと覚悟は本物よ」

　悲しい覚かく悟ごをしていると思ったことは口にしなかった。あの戦いを目もく撃げきしていた仲間たちも、わかっていると思ったから。

　それと、とミソラが補足する。

「格納庫でユーリさんが言ったことだって、筋は通っていた。あいつに会えなくて辛いのは、ユーリさんだって同じだし。あたしは小隊長として、ユーリさんは大だい丈じよう夫ぶだって判断する」

　そう答え、ミソラは問いを返す。

「リコ。ユーリさんのことを一番よくわかってるのはあんたよ。あんたはユーリさんと一緒に戦える？」

「ふっ、当たり前のことを訊くな。わたしとユーリの関係は、この程度で揺ゆるぎはしない」

　肯こう定ていするリコに続き、レクティとブレアが同意する。

「わ、わわわ、わたしもユーリさんは問題ないと思います……っ!?」

「うぬ。私もそれには同感だ。だが、できることならユーリ先輩の……張り詰つめた想いをなんとかしたいと思っている」

「……張り詰めた想い。ねえユーリさんが張り詰めてるのって、やっぱり──」

「ああ。ユーリがあの男を好きで好きでたまらないのに、それを我が慢まんしていることが関係しているのだろう。詳くわしくはわからないが、何か激しい想いがユーリを突き動かし続けているんだ」

　ユーリのものとは違ちがうが、ミソラたちにも原動力となる想いはある。

　リコが問う。

「ブレア、あの男は好きか？」

「主と認めている」

「レクティはどうだ？」

「そのぅ……大好きです」

「ふっ、わたしも好きだ。ミソラは言うまでもないな」

「ちょ!?　どういう嫌いやがらせよそれ……っ!?」

　周りの勢いに乗って、自分も本音を口にしようとしていたミソラは唇くちびるを尖とがらせた。だが、リコはさらっと返す。

「嫌がらせかどうかは第九人工空島メガフロートの一件を見れば、お馬ば鹿かでもわかる」

「うぅ……!?」

　貌を真っ赤にして、ミソラは俯かざるを得ない。そんなミソラを見て機き嫌げんをよくしたのか、リコはふっと笑みを零こぼし、

「あの男を想う気持ちは、大小程度の差はあれ、みんな同じということだ。だったら、みんながユーリのことをわかってやれる。ユーリがわたしたちの気持ちを察して、あの男に会わないように言ったようにな」

　うん、その通りだ、とミソラは思う。だからこそ、みんなでもっとユーリさんの想いを理解しなくちゃならない。
















「ねえリコ、あたしもあいつのことが好き。教官としてじゃなくて、人として、異性として好き」

　きちんと断ったあと、ミソラがずばっと尋たずねる。

「あいつとユーリさんって付き合ってるの？」

「その可能性は否定できない。おそらくユーリは、わたしの知らないところであの男に告っていたとは思う」

　そうか。

　やっぱり、あいつと……

　でも、もう覚悟は決めていた。

　泣いたりなんかしない。

　代わりに、みんなにあたしの覚悟を知ってもらいたいと思う。

「ねえじつはさ、《ミストガン》を発たつ日、あたしは朝の屋上で、涙なみだを流すユーリさんがあいつに抱だきしめられているのを見た」

　負けを潔いさぎよく認め、ミソラはこのように言い放つ。

「だから、もしあいつとユーリさんが付き合っているっていうなら──」

　仲間たちに口にしたその誓ちかいは、勝利を手にしていた恋こい敵がたきへのためのものだった。




　　　　※※※




　翌日。〈アルタミラ〉。カナタの部屋。

　まだ朝日が昇のぼっていない頃ころ、カナタはすでに防プロ護テク服ターを纏い、戦せん闘とう態勢を整えていた。

　食事はもう済ませてある。使い慣れた魔ま砲ほう剣けんの整備も抜ぬかりない。

　そのとき、カナタの部屋のドアが開く。ドアの向こうには、クリスの姿があった。

「日が昇る前から忙いそがしいな。俺に何か用か？」

「エリスが呼んでいます。ついてきて頂いてもよろしいでしょうか？」

　すでに戦闘準備を済ませていたカナタは、頷いた。クリスとともに通路を歩き、途と中ちゆうでリバーとすれ違う。近この衛えらしき人物と、何やら打ち合わせをしていた。

　おそらくこの戦いが終わったとき、こいつはもう俺のことを覚えていないだろう。そう思ったカナタは、今までのお礼を込こめてぽんっとリバーの肩かたを叩たたく。軽い労ねぎらいのつもりだったのだが、リバーは爽さわやかに微笑んで「今度会うときは、平和な世界で」と告げてきた。

　今度会うときは、か。カナタは歩みを止めず、後ろ手を上げて肯定の返事をした。できるだけ、人類の希望に見えるように……

　ノックをして入室すると、エリスは椅子に座ってこちらを待ち受けていた。

「忙しい中、悪いわね」

　そう口にするエリスの貌かおは、普ふ段だんより血色が悪い。低血圧のせいもあるだろうが、未み曾ぞ有うの決戦を前に緊きん張ちようの影えい響きようが大きいはずだ。

「べつに忙しくはねーよ。昨日のうちに、戦闘準備はほとんど整えておいたからな」

　いつでも出しゆつ撃げき可能なように準備しておくのは、空士の基本だ。

「そう。あなたを労って気き遣づかいができる女王を演じるつもりだったのに残念だわ」

「いまさら猫ねこ被かぶられても、もうお前の性格は知ってるしな」

　さして惜おしくなさそうに口にしたエリスに、カナタも気軽に返した。

「カナタさん、お茶が入りました」

　クリスが紅茶を淹いれてくれて、カナタはカップに口をつける。エリスのカップは、ミルクティーになっていた。体調を考こう慮りよし、少しでもカロリーのあるものを摂せつ取しゆさせようという気遣いだろう。

　エリスは口をつけたカップを置き、

「今日はお互たがいに真っ向からぶつかるわね。教皇もお兄様も退く姿勢をみせないことはわかってたけど、いざ戦うとなるとどうもやりきれないわ」

　すでに決戦が避さけられないと知りながら、エリスはまだ決断できないらしい。

「ねえカナタ・エイジ。じつは──」

「言わなくてもわかるよ、ゼスの件だろ」

　エリスの言い辛づらいことを、カナタはずけずけと言ってのける。

「お前はまだゼスと戦う決意が固まらないんだろ」

「……まあ、あなたの言う通りよ」

　言いたいことを先に口にされ、エリスは少し拗すねたようだ。一いつ瞬しゆんむすっとした相そう貌ぼうを浮うかべたあと急に真顔になって、

「人類陣じん営えいは作戦目標に《ゲート》の破は壊かいと……兄を始めとする人型魔ま甲こう蟲ちゆうたちの抹まつ殺さつを設定している。でも、わたしはお兄様と戦いたくない。だから──」

「戦闘のどさくさに紛まぎれて、お前たちの手で先に《ゲート》を破壊するつもりなんだろ。それで、ゼスの戦う目的を失わせる」

　今まで聞き手に専念していたクリスが口を挟はさむ。

「カナタさん。それがわかっていらっしゃるなら、エリスの考えに協力を──」

「協力は約束できない」

　エリスの考えを最後まで読み切っておきながら、カナタはそれを否定する。

「お前としちゃ、それがベストな選せん択たくであることは間ま違ちがいない。でも、俺はこの世界に生きる空士として、ゼスを倒たおさなくちゃならないんだ」

　それを聞いて沈ちん黙もくするエリスとクリス。彼女たちとて、その事実は重々承知しているのだろう。

　ゼス・ヴィーゲルトは世界の敵だ。たとえ降こう伏ふくすることになったとしても、彼は生きている限り、この世界を支配しようと考えるだろう。

　何も言い返せないエリスの前で、カナタはこう言い添そえる。

「だから、もし《ゲート》を破壊するつもりなら急いでくれ。それまで、俺は呪じゆ詛そを使うゼスと戦い続ける」

「カナタ・エイジ……っ!?」

　驚きよう愕がくするエリスに、カナタは当たり前のように言ってのける。

「どの道、俺の中じゃ、お前たちが《ゲート》を破壊しに向かうのは想定の範はん囲い内だよ」

「わたしたちが《ゲート》を破壊するのが想定の範囲内？」

「だというのに、貴方あなたはゼスを倒すというんですか？」

　エリスとクリスに尋ねられ、カナタは飄ひよう々ひようとした様子で、

「まーな。俺にしかできないやり方で、ゼスを絶対に倒す」

　エリスとクリスが、慎しん重ちような眼まな差ざしをカナタへ向けてきた。

《ゲート》を破壊された以上、ゼスの野望は潰ついえる。つまり、《ゲート》さえ破壊すれば、カナタとゼスは戦う必要がないのだ。それなのに、カナタはゼスを絶対に倒す、と断言した。

　いったいどういう意図があるのか？　と意味を測りかねているのだろう。だが、尋ねたところで、カナタには教えるつもりがない。そのことをエリスも理解できたらしく、彼女はやがて肩の力を抜き、

「あなたがそこまで言うなら、そういうことにしておくわ。でも、カナタ・エイジ。あなたが何を考えていようと、わたしたちの邪じや魔まをしないと考えていいのね」

「まーな」

　へっと不敵に口の端をつりあげ、カナタが答えた。

　これで最終決戦に必要な最後のピースが整った。

「さてと、そろそろ出撃待機がかかるから、俺は行かせてもらうよ」

　部屋を出ていくカナタはどこか満足げのようであった。そして彼はマオたち特務隊と合流し、人類の命運を決める戦いに身を投じた……！










〈アンジュ〉。甲かん板ぱん。早朝。

　事前に教アー皇クビ陛シヨ下ツプから大事な報しらせがあると告げられていたミソラたち空士一同は、その日は甲板上へと集められた。

　補給のために後退して来た前衛艦かん隊たいの一部は陣じん形けいを組み直し、いつでも《ゲート》攻こう略りやくに出撃できる態勢を整えていた。周りを見れば、甲板だけでなく空中にも空士がおり、最後衛に位置する旗き艦かん〈アルタミラ〉の艦かん首しゆ上空を飛ぶアンネローゼのほうへ視線を向けていた。




『すでに多くの方が察していることでしょうが、今日これよりわたしたちは《ゲート》に対し、人類史上類のない大攻こう勢せいを仕し掛かけることになります』




　決戦に向けての演説。全軍の士気高こう揚ようを目的としたそれが、拡マ声イ器クと無線を通じて人類陣営の全軍へと流れていく。

　教皇の演説は殆ほとんど耳に入らず、ミソラの脳のう裏りは、隣となりに立つ濃のう紺こん色の髪かみをした少女の事情で占しめられていた。




　──いまカナタ先せん輩ぱいは任務中です。わたしたちが声をかけては、カナタ先輩の任務に差し支つかえるかもしれません




〈アルタミラ〉の格納庫で、ミソラたちがカナタに会おうとした際、ユーリだけは会おうとしなかった。




『──しかるに、わたしたちはなんとしてでも《ゲート》を破壊し、ゼス・ヴィーゲルトを倒さなければなりません』




　カナタに会いたいという気持ちは、ユーリも同じであることは疑いようもない。それに気付いていたからこそ、リコが真っ先に口を開いた。




　──ユーリ、何を言っているんだ？　あの男がそんなことを気にするわけがないだろう




　リコの言に同意するように、レクティとブレア、居合わせたリバー、そしてミソラも怪け訝げんそうな視線を向ける。

　だが、ユーリは一歩も退ひかない。




　──みなさん、いまわたしたちがカナタ先輩に会いに行くことを、カナタ先輩が望んでいると思いますか？




　どういうことだ？　と怪訝貌を浮かべるミソラたちに、ユーリが告げる。




　──いまわたしたちはカナタ先輩の教え子ではなく、カナタ先輩もわたしたちの教官ではありません。わたしたちとカナタ先輩は、お互いに空士としてこの戦いに臨のぞんでいて、カナタ先輩はいま別部隊に所属して、人類陣営の命運を担になう切り札として重責を担っています。そして《ミストガン》にいた頃ころから、カナタ先輩が時折り険しい表情をしていたことは、皆みなさんもご存じのはずです。ここはカナタ先輩を眼の前の仕事に専念させるべきだと思います




　でも、会うなら今しか……っ!?　ミソラは憤いきどおりを覚えた。

《ミストガン》にいた頃、ミソラたちを育てることが、少なからずカナタの負担になっていることは感じていた。そのせいで、重責を担うカナタ自身の鍛たん錬れんが後回しになっていたことに負い目もある。

　この状じよう況きようでカナタに会わずして、いったいいつ会いに行くのか。控ひかえているのは、人類史上最大の空戦だ。敵の《崩力》の遣つかい手が勢せい揃ぞろいする地じ獄ごくのような戦場だ。

　だというのに……っ！　と、ミソラが注意しようとした矢先、ある所作が眼につく。だからこそ、ミソラだけは口にしようとした言葉をぐっと吞のみ込めた。




　──だがユーリ、少しぐらいなら……




　──うぬ。主あるじの貌を見るぐらいよかろう……っ！




　──そのぅ……わ、わたしもカナタさんに会いたいです……っ！




　リコ、ブレア、レクティが口々に不満を述べる。だが、ユーリは淡たん々たんと言葉を返す。




　──もし会いたいのであれば、カナタ先輩からわたしたちのもとへ会いに来るはずだとは考えないんですか？　カナタ先輩は人類陣営の切り札です。当然、その精メン神タル管理に関しては格別の配はい慮りよがなされていることでしょう。戦せん闘とう状じよう況きようでないいま、もしカナタ先輩がわたしたちに会いたいと思ったら、当然会いに来るはずです




　そう。もしカナタにその気があれば、会いに来るはずだ。

　意い気き消しよう沈ちんしたリコたちは貌かおを俯うつむけて、沈黙し始めた。思いもよらぬ事実を突つきつけられて、困こん惑わくしているのだろう。

　一方、ミソラは貌を上げてユーリを見ていた。

　冷れい徹てつに分ぶん析せきし、冷れい酷こくとも言える言葉を吐はくユーリは、まるで機械のように淡々としていたが、腰こしのあたりにすらっと伸のばした手は震ふるえていた。固く握にぎりしめながら、なおも震えがやまぬその拳こぶしは、まるで彼女の心のあり様を表現しているかのようだった。

　ユーリだって、カナタに会いたくないわけがないのだ。

　でも、必死に我が慢まんしている。

　その理由は……




　──ですが、カナタ先輩はわたしたちのもとに会いには来ません。その理由について、みなさんは考えたことがないんですか？




　こうなる可能性があったことを、初めから想定していたみたいな態度だった。

　次々とユーリから語られる言葉を尻しり目めに、ミソラの胸中でもある想おもいが沸ふつ騰とうし始める。

　会いたい。

　会いたい。会いたい。会いたい。

　会いたい。会いたい。会いたい。会いたい。会いたい。

　会って、声が聞きたい。

　会って、話がしたい。

　会って、貌が見たい。

　会って、会って、会って……

　ほんの少しでも、たとえ一いつ瞬しゆんでもいいから会って、頑がん張ばった自分たちを労ねぎらってほしい。これまで全力を尽つくしたあたしの頭を、優やさしく撫なでてほしい。

　でも……

　それで台無しにするわけにはいかない。

　あいつが背負っているものは、人類の未来。この世界に生きる人々の全すべてなのだから。

　ミソラはぎゅっと拳を握って、




　──……ごめん。あたし、自分のことだけを考えてた




　ただその言葉だけを、必死に絞しぼり出した。

　ユーリが涙なみだを流して、カナタと抱だき合っていたあの姿。それはきっと、この戦いが終わってから再会しようという誓ちかいなのだろう。

　会いたいのは、ユーリさんだって同じなのに……




　──みんな、今回は我慢しよう。この戦いに決着をつけて、全部の問題を解決してから、あいつに会いに行こう




　……あれは、あたしたちが浅はかだった。

〈アルタミラ〉の格納庫で、ユーリさんはあたしたちより、ずっとあいつのことを想っていた。




『──それゆえ、わたしたちはなんとしてでもゼス・ヴィーゲルトを倒たおし、《ゲート》を破は壊かいし、この世界に安あん寧ねいを齎もたらさなくてはなりません。たとえ如何いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうとも、平和のために、わたしたちはそれを果たす義務があるのです。全軍出しゆつ撃げき、《ゲート》を破壊しなさい……っ！』




　アンネローゼの演説が終わりを迎むかえるのと時を同じくして、ミソラは隣で演説に聞き入っていたユーリに内心で語りかける。

　ユーリさん。実力はもとより、想いの強さでも、あたしはあなたには及およばないのかもしれません。でも、あいつを護まもりたいって気持ちは、あたしも一いつ緒しよです……っ！

　直後、ユーリがつぶやく。

「……如何なる犠牲」

「ユーリさん？」

　まるで想い人を殺した仇かたきにでも会ったような、怖こわい貌をしている。何かが、ユーリの想いを傷つけたらしい。

「その……補給のときのこと、まだ怒おこってるんですか？」

「いえ、そういうことじゃないんです」

　ミソラに悟さとられたことを反省したのか、ユーリはすっと怒いかりを潜ひそめ、

「教アー皇クビ陛シヨ下ツプの演説の中にあった、如何なる犠牲という言葉が気になって……」

　犠牲。

　大事な目的の為ために、命や大切なものを捧ささげること。

「平和のための犠牲という言葉がありますが、犠牲を以もって成し得た平和に、いったい何の意味があるんでしょうか？」

　ぼやけた質問だが、ミソラは経験上すぐに答えられる。

「犠牲を以って成し得た平和にも、意味はあります」

　ミソラの母親も「犠牲」の一人だった。大事な人が帰って来られなかった世界にも意味はある。その「犠牲」の積み重ねのお陰かげで、ミソラたちは生きていられる。

「でも、犠牲はないほうが絶対にいいです。大事な人が帰って来れないのは、辛つらくて悲しいですから」

「ミソラさん……」

　浅せん慮りよな質問を恥はじたようにユーリが言いなおす。

「そうですね。犠牲はないほうがいいです。絶対に……出すわけにはいきません」

　ユーリさんが言う「犠牲」はきっと……あいつのことだろう。

　昨晩休きゆう憩けい室で、ユーリ抜ぬきで集まったとき、最後にミソラはこのように結論を出した。




　──だからもし、あいつとユーリさんが付き合ってるっていうなら




　仲間たちを見み渡わたし、ミソラは笑え顔がおで言い放つ。




　──あたしたちのチカラで、あいつとユーリさんを支えてあげなくちゃね




　──ミソラ。本当にそれでいいのか？




　──リコ、負けは素す直なおに認めるよ。それに、いつまでも引きずってちゃ、空士の名が廃すたるってもんよ。だから、ユーリさんはあたしが護る……っ！




　辿たどり着けなかったからこそ未熟な己おのれを恥じ、そして受け入れたからこそ、ミソラは誓いを立てることができたのだ。

　ミソラは面と向かってユーリにこう口にした。

「あたしも絶対に犠牲を出すつもりはないです……っ！」




　　　　※※※




　──天オペ槌レーのシヨ一ン・撃ヘブ作ンズ戦ブロー開始から百十七時間が経過




　早朝。魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えい旗き艦かん〈オヴェイロン〉。艦かん橋きよう。

「ふむ、いよいよ人類陣営が仕し掛かけてくるようだね」

　モニター越ごしに見るゼスの瞳ひとみには、魔甲蟲の防衛ラインの一角を、半包囲するように展開していく人類陣営の前衛部隊が映っていた。

　水平方向に大きく両りよう翼よくを伸ばし、天地方向へは中央部が緩ゆるやかに伸びている。上空は分厚い雲に覆おおわれ、伏ふく兵へいを置くには絶好。魔甲蟲の群れを瞬またたく間まに殲せん滅めつする十個の射しや砲ほう撃げき特化大隊は、中央部に纏まとまって配置されており、魔甲蟲陣営の大規模な反はん撃げきも撥はね返そうという意図が窺うかがえた。

「キルスティ、人類陣営の動きに呼応するようにこちらの防ぼう御ぎよを厚くさせてくれ」

　予あらかじめ読んでいた手。事前に指示していた通り、これまで全体的に広く展開していた魔甲蟲たちが、敵の布ふ陣じんに対たい抗こうするように密集しだす。

　キルスティが報告する。

「敵の前衛部隊上空の偵てい察さつに向かわせたアルケナル級の報告によると、伏兵がいるそうです。ですが、脅きよう威いとなる規模ではなく、カナタ・エイジの姿はないとのことです。また独立遊ゆう撃げき部隊は、前衛部隊の中央部後方に控ひかえているとのこと」

「なるほど。念のためいくつかアルケナル級の群れを送り出して、もっと広こう範はん囲いで偵察を出しておこう」

　そこに戦力を割さいても、まだ魔甲蟲陣営には膨ぼう大だいな余力がある。

「キルスティ、ここ五日間の小こ競ぜり合いはどちらが得したと思う？」

「五日間の結果だけ見れば、人類陣営かと。射砲撃特化大隊の厄やつ介かいさが目立ちました。あの部隊全員に射砲撃系戦技を駆く使しされては、近づくことすらままなりません。それにこちらの魔甲蟲の練度の低さも目立ちます」

　開戦当初から決戦を避さけていた人類陣営は、射砲撃特化大隊を巧たくみに利用し、これといった損害を出していないはずだ。むろんここ五日間の小競り合いの間に数百人は墜おち、千人余りが負傷で後送されているだろうが、前衛部隊の空士五万人の総数にほぼ変化はない。

　一方で魔甲蟲の主力である小型種は、人類陣営とは比べ物にならないほど消しよう耗もうしていた。主力である小型種を中心に、全体の一割五分……個体数にしておよそ三千万体程度が墜ちていた。魔甲蟲は数こそ圧あつ倒とう的に多いものの、とにかく練度が不足していた。

　その原因は、ゼスが人類の覇は権けんを握ろうと計画したため、できる限り魔甲蟲に殺さつ戮りくを行わせず、隷れい属ぞくする人類を確保しようとしたことにある。ここ数年の間に《ゲート》を通じてこの世界に来訪してきた魔甲蟲は、ロクに戦せん闘とうらしい戦闘をしていないため、経験が不足している。また、この世界にいるゼスに従わぬ魔甲蟲の勢力たちも、最大勢力であるゼスに喧けん嘩かを売らず逃にげ回るため、やはり戦闘経験を培つちかえない。

　むろん、未熟な魔甲蟲が苦戦することを予測したうえで、ゼスは戦闘経験豊富な魔甲蟲を要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市に向かわせ、人類陣営の増ぞう援えんを阻そ止しさせていたのだが……

「たしかに射砲撃特化大隊は厄介だ。しかも、それと連れん携けいを取る近接系の空士たちも熟ベテ練ラン揃ぞろいで、未熟な魔甲蟲たちは戦術的に翻ほん弄ろうされていたね」

「ええ。何度かそれなりの規模の群れを送りましたが、悉ことごとく殲滅させられました。それに極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの件もあります。あの戦技の遣つかい手たちは希少なはずですが、今回の戦闘に投入されている人数は……」

「ああ。正直、敵ながら感かん嘆たんを禁じえないよ。世界中の要塞浮遊都市から、貴重な戦技の遣い手たちを引き抜く教皇の求心力は見事といっていいだろう。一日一発が限界とはいえ、《ゲート》に直接砲撃を浴びせようとするのはいい気がしなかったよ。余波だけでも多くの損害を出してしまった」

　魔ま砲ほう反射特性の変キ異メ種ラを、《ゲート》周辺に集中配置していたお陰で、いまのところ《ゲート》の障しよう壁へきは発動してはいない。だが、極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームのあまりの破壊力に、変キ異メ種ラが反射しきれず消しよう滅めつしたり、反射した極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの一部が周辺にいる小型種の群れを瞬く間に殲滅したりと、深刻な被ひ害がいを齎していた。

「ですがゼス様。失礼ですが、ゼス様にとってそれは想定の範囲内だったのでしょう」

「まあね。あの程度の犠牲で、射砲撃特化大隊が一か所に纏まってくれたのは好都合だ。お陰で、堅けん実じつだった人類陣営の部隊配置にむらができた。いまわたしの手元にいる魔甲蟲は未熟な個体が多いから、大いに侮あなどってくれているらしい」

　虎とらの子この射砲撃陣を一か所に纏めたのは失策だよ、とゼスはふっと口元に笑みを浮うかべる。

　いま人類陣営は勢いづいている。畏おそれていた《崩ほう力りよく》の遣い手は姿を見せず、圧倒的な数の魔甲蟲は練度が低く、前衛部隊の空士は今回の攻こう勢せいに際し強気でいる。だからこそ、《崩力》の遣い手を見たら即そく座ざに撤てつ退たいする、という慎しん重ちような選せん択たく肢しなど消え失うせていることだろう。

　この空域に集まった空士を根絶やしにしたいゼスにとって、一番面めん倒どうなことは《崩力》の遣い手が畏れられ、戦ってもらえないことだ。

　ユミエールたちは圧倒的だが、個体数が少なく、散らばって逃げていく敵を殲滅するのは不得手だ。だが、向こうから近づいてくるのであれば、ユミエールたちは前衛部隊の空士を根絶やしにできる。

「未熟な魔甲蟲だけで護まもりを固めたのは、人型魔甲蟲の脅威をより際きわ立だたせるための演出だということに、教皇は気づいていないらしいね」

　戦後の世界秩ちつ序じよのため、この世界の空士を抹まつ殺さつするのは魔甲蟲ではなく、人型魔甲蟲のほうが都合がよい。世界の支配者たる人型魔甲蟲を徹てつ底てい的に畏い怖ふさせることで、この世界の人々はゼスたちに従わざるを得なくなる。

　さあこれで戦いの準備が整った、とゼスは艦橋に集まった同志たちを見渡し、

「そろそろ、キミたちにも動いてもらおうか」

　ゼスの言葉を受け、防プロ護テク服ターを纏うユミエールたちがようやく出番が来たかというように不敵な笑みを零こぼす。

「ユミエール、仲間を引き連れて、人類陣営の前衛部隊を潰つぶしにかかってくれ。わたしの作戦通りに動けば、蹂じゆう躙りん戦ができるはずだ」

「畏かしこまりました、ゼス様。……グレゴール、フランシス、ペイシェンス、ゼロット、出しゆつ撃げきするぞ、ついてこい」

「「「「は……っ！」」」」

　出撃するユミエールたちを見送り、キルスティが言う。

「滾たぎっているようですね」

「ああ。ユミエールたちは、ここ数日ずっと戦いたくてしょうがなかったみたいだからね。蹂躙戦は本望だろう」

　これまでの両陣営の攻こう防ぼうは、お互たがい手の内の探さぐり合いという意味合いが大きかった。だが、今回の攻防は違ちがう。

　人類陣営は《ゲート》を攻略するための総攻撃。なら、魔甲蟲陣営の方針は──《崩力》の遣い手たちを前面に押し立てての、人類陣営の主力の蹂躙だ。

「これまでの経けい緯いで、相手は魔わ甲た蟲し陣た営ちが増ぞう援えんが来るまで防衛に専念すると思いこんでいるから、強気に出たようだね」

　この交戦で膨大な数の未熟な魔甲蟲が墜ちるだろうが、あと十二時間もすれば《ゲート》が向こうの世界に干かん渉しようを始める。今回の干渉は数年に一度の大規模なものだ。墜とされた規模以上の、増援を召しよう喚かんしてくれるだろう。

　向こうの世界は荒こう廃はいしてしまっているが、こちらの世界より遥はるかに広く大きく、そして人間が多い。魔甲蟲の素体となる人間確保には苦労せず、そしてあわよくばさらなる人型魔甲蟲を手に入れることができる。

　戦後、この世界を管理するために必要な人材だ。

「あとは昨日仕込んでおいたあれと、ユミエールたちの連携さえ上手うまくいけば、人類陣営の前衛部隊は一いつ掃そうできるだろう」

　すでに人類陣営の射砲撃特化大隊は詰つんでいる。他ほかにもゼスの覇は道どうの妨さまたげるものは幾いくつか存在するが、畏れる必要は何もない。

「さあ、わたしの覇道を……この世界の王として君臨することを認めてもらおうか」

　最後の戦いの火ひ蓋ぶたが落とされた。







〈アルタミラ〉。艦橋。

「魔甲蟲陣営が攻せめてきたようですね」

　偵察用ドローンから送られてきた映像を見守るアンネローゼは、落ち着き払はらった様子で戦せん況きようの推移を見守っていた。

　人類陣営の前衛部隊の総攻撃に応じ、敵が打って出ることは意外でも何でもない。こちらの射砲撃特化大隊を意識してのことだろう。

　ハルトマンが言う。

「どうやら、人型魔甲蟲も出てくるようですな」

「ええ、本格的な攻勢の匂においを感じ取ったのでしょう。……エリスさん、例の偽物ダミーを前線に投入してもらっていいですか。どうも嫌いやな予感がします」

「お兄様は天才だから、嫌な予感は間ま違ちがっていないと思うわ」

　指示に従い、エリスが思念を飛ばす。その間アンネローゼは、前線の映像が映るモニターを見つめていた。

　前衛部隊からの通信が入り、より仔し細さいを知りえたリバーが告げる。

「敵の布陣がわかりました。大きく分けて前衛部隊と後衛部隊の二つで構成されています。前衛部隊は、防御力の高い中大型魔甲蟲の一団のあとに、数百万体程度のアルケナル級の群れ。そしてそれに距きよ離りを開けて続く後衛部隊は、ユミエールたち五体の人型魔甲蟲が率いる魔甲蟲の本隊です。こちらは総数計測不能です」

「後続の本隊はともかく、前衛の構成が妙みようですな」

「そうですね。射しや砲ほう撃げき特化大隊からの被害を減らしつつ本隊が間合いを詰めるのが目的なら、アルケナル級の群れは必要ないはずですが」

　アンネローゼは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめ、

「敵の前衛部隊と、本隊に距離が開いていることも気になります。あれではまるで、こちらに狙ねらってくれと言っているようなものです」

　恰かつ好こうの獲え物ものだ。いまの人類陣営のチカラなら、人型魔甲蟲が率いる本隊と接せつ触しよくする前に、敵の前衛部隊を殲せん滅めつできる。そうすれば、人型魔甲蟲が率いる本隊との戦闘も少しは楽になるだろう。

　この事実は、指揮官であれば誰だれもが考えることだ。

　だからこそ、アンネローゼはこう判断する。

「敵の前衛部隊はおそらくゼスの罠わなでしょう。何か仕し掛かけがあるはずです。ですが、対処しないわけにはいきません」

　そんなアンネローゼの意思が伝わったわけではないが、前衛部隊の指揮官のもと、人類陣営は迎げい撃げきを開始した。

　十個の射砲撃特化大隊が集中運用された中央部からは、合計五千の光条が連続して放たれる。

　決戦空域を彩いろどる、数多あまたの閃せん光こうと爆ばく発はつ。

　魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の前衛部隊の中大型魔甲蟲が瞬またたく間まに叩たたき落とされていく。

「いまのところは順調のようですな。射砲撃特化大隊の弱点を突ついてくる様子もありません」

　人類陣営の射砲撃特化大隊は強力だが、欠点もある。

　射砲撃系の空士が最も威い力りよくを発揮するのは、敵との間合いが詰まる直前までであり、近づかれて混戦へと持ち込まれてしまうと、火力は半減する。至る所に敵と味方がいる状じよう況きようでは強力な戦技は使えず、しかも散開して敵に対処するため、火力の集中運用ができないのだ。

「ええ。ですが、まだ安心できません」

　アンネローゼが口にした刹せつ那な、中大型魔甲蟲を盾たてにするようにして近づいてきた数百万体のアルケナル級が展開。天地方向へ広がり、大きな黒い口が前衛部隊の中央部を吞のみ込もうとする。

　中大型魔甲蟲の迎撃は射砲撃特化大隊に任せ、前衛部隊の空士たちは展開したアルケナル級に接近戦を試みる。

　その瞬しゆん間かん、戦況が一変した。

「な……っ!?」

　驚きよう愕がくするアンネローゼ。周りにいるリバーやハルトマンも、その光景に眼を奪うばわれていた。

　先さき程ほど接近戦を試みた空士たちがいた空域が、漆しつ黒こくの閃光に覆おおわれている。前衛部隊の中央部のあちこちで大規模なエネルギー爆発が起こり続け、爆風が乱気流のように吹ふき荒あれる。

　まるで幾いく多たのブラックホールが、人間を吸い込もうとしているようであった。

　リバーが思わずつぶやく。

「……アルケナル級が大爆発しているのか」

　漆黒の閃光の正体は、敵の前衛部隊にいたアルケナル級だ。数百万体の個体全すべてが爆発したわけではなく、そのうちの極ごく一部が大爆発を起こし、敵味方を問わず全てを包み込んだのだ。

「エリスさん、あれは呪じゆ詛そか何かですか？」

　アンネローゼを始めとする者たちの視線が、エリスに集まる。

「あんな呪詛の遣つかい手はいないはず。おそらくは、膨大なエネルギーの塊である《崩ほう石せき》を使ったのよ。アルケナル級に《崩石》を埋うめ込んで、自爆させたのね。最小限の犠ぎ牲せいで、最大限の戦果が得られるわ」

　アンネローゼはすぐさま思考を切り替かえる。

「その《崩石》というのは量産できるものなのでしょうか？」

「それができるならもっと大規模な面制圧をかけてきたはずよ。《崩石》は《ゲート》の体内にあるんだけど、《ゲート》の体内は空間が複雑に入り組んでいて迷宮みたいになっているから、集めるのが面倒なの。それに、手の内がわかれば人類陣営はいくらでも自爆攻撃に対処できる。お兄様なら最初の一いち撃げきに、全てを注ぎ込むはず」

　ゼスのことをよく知るエリスが言うのであれば、間違いはないだろう。

　ちょうど通信が入り、把は握あくできた戦況をリバーが報告する。

「射砲撃特化大隊の防衛にあたっていた部隊がアルケナル級と接敵したお陰かげで、射砲撃特化大隊は無事です。ですが、前衛部隊は混乱がおさまらず──」

「組織だった対応ができない。そこへ、人型魔甲蟲が率いる後続の本隊が襲おそい掛かかる。前衛部隊は地じ獄ごくを見ることになりますね」

　感情を押し殺したアンネローゼの瞳ひとみには、いままさに人類陣営の前衛部隊に接敵しようという、人型魔甲蟲たちの映像が映っていた。







　魔甲蟲陣じん営えい旗き艦かん〈オヴェイロン〉。艦かん橋きよう。

「ふむ。ユミエールたちは戦意旺おう盛せいのようだね。あれを投入した甲斐かいがあったというものだ」

　エリスの読み通り、《崩石》を埋め込んだアルケナル級の数は限られる。それに運用も難しく味方に大損害を出したり、敵に都合のいい爆ばく弾だんとして利用される危険もあった。

　ゆえに最初の一撃こそ肝かん心じんであり、事はゼスの目もく論ろ見み通りに運んでいた。

《崩力》を駆く使ししたユミエールたちにより、人類陣営の射砲撃特化大隊は崩ほう壊かい。いまは混乱しながらも散開し始めた人類陣営の前衛部隊を、ユミエールたちを主力とした一団が蹂じゆう躙りんしている最中だ。人類陣営の独立遊ゆう撃げき部隊が慌あわてて救きゆう援えんに来ているが、《崩力》の遣い手と戦うということをまるでわかってはいない。その圧あつ倒とう的なチカラの前に、独立遊撃部隊も一いつ瞬しゆんで墜とされていく。

「さて、これで残る問題は絞しぼられたね」

　ゼスの懸け念ねん事じ項こうはあと二つ。ひとつは教皇。《絶力》の遣い手である彼女は《ゲート》の障しよう壁へきを破は壊かいするチカラがある。そしてもうひとつが──

「キルスティ、カナタ君発見の報しらせはあったかい？」

　ゼスの問いに、キルスティが耳元の通信結けつ晶しように手を当てる。

「いいえ、まだ……失礼しました。ちょうどいま発見の報せが届きました。やはり人類陣営の前衛部隊にカナタ・エイジが紛まぎれて──な……っ!?」

「どうしたんだいキルスティ？」

「カナタ・エイジ発見の報せが複数あります」

　そうきたか。ふっとゼスが口の端はをつりあげる。

「おそらくは全てエリスの夢幻泡影ニトケルテイで作られた偽物ダミーだろう。我々にカナタ君の所在を悟さとらせないためのものだ。本物はきっと前衛部隊から離はなれて、わたしたちの不意を突けるタイミングを窺うかがってるよ」

　つまり人類陣営は、主力である前衛部隊と独立遊撃部隊の空士全員を囮おとりにして、カナタに不意を突かせようとしているのだろう。

　ユミエールたちとともに打って出た魔甲蟲の規模は、七千万体程度。《ゲート》の周りには、まだ一億程度の個体が残っている。

　ゼスにとって最も重要なのは《ゲート》の防衛であり、場合によってはいまだ未知数である《絶力》の遣い手に対し、この一億全てを『壁かべ』として使用するつもりだ。

「だが、そこに万が一にも本物の可能性が存在する以上、対処しないわけにはいかない。本物のカナタ君を見み逃のがして、《ゲート》を不意打ちされたらたまらないからね」

「ユミエール様たちへ全て潰つぶすように指示します」

「それしかないようだね。敵が混乱しているいま、ユミエールたちには前衛部隊を蹂躙することだけに専念させたかったのだが。これは教皇……いや、カナタ君の策かな」

　ほんの微かすかだが、敵を墜おとす効率が低下する。

　大局には影えい響きようを及およぼすレベルではないが、こちらの計算が狂くるわされる。この意外性こそが、ゼスをしてカナタ・エイジを警けい戒かいさせる原因だ。

　本来ならば、今いま頃ごろゼスは《ベベル》に圧倒的な支配者として君臨しているはずだったが、現実は異なる。

　ゼスの計画を阻はばんだのは、間違いなくカナタ・エイジの策略だ。

「ユミエール様たちが、カナタ・エイジと接触します。……報告が入りました。全て外れだったようです。また新たなカナタ・エイジ出現の報せが入りました。敵の前衛部隊を突とつ破ぱした向こう側に現れたとのことです」

「ユミエールたちの狙いは、教皇だからね。偽物ダミーが前衛部隊を突破した先に現れたと知ったら、敵てき陣じん深くに侵しん攻こうしたがるだろう。ある程度敵の前衛部隊を蹂躙した後は、先に進むように指示してくれ」

「よろしいのですか？　攻せめ急いでいる気がしますが……」

　まだ人類陣営の前衛部隊を全ぜん滅めつさせたわけではない。

　射砲撃特化大隊には致ち命めい的てきな打だ撃げきを与あたえたが、混乱した空士たちが、混戦の中でユミエールたちを組織だって狙うことはなく、敵に物足りなさを覚えたユミエールたちは思ったより空士を墜としていなかった。

「ここまできたら、進ませるしかないだろうね。《ゲート》の防衛部隊は充じゆう分ぶんに残っているし、ユミエールたちを突とつ出しゆつさせることは決してメリットがないわけじゃない。教皇の首が狙ねらえるし、人類陣営の危機となれば、どこかに隠かくれているカナタ君が救援に現れるかもしれない」

　カナタの偽物ダミーを追い、吸い込まれるように、血湧わき肉躍おどる強敵を待望するユミエールたちは前進していく。だが、ユミエールたちの圧力に押し負けるように、人類陣営の前衛部隊そのものが退いているため、ユミエールたちはいまだ前衛部隊の相手をし続ける結果となった。

　ユミエールたちとわたしたちの距きよ離りが開きすぎたな。

「敵は《ゲート》の定期航路上にいる。このままわたしたちも前進しよう」

　重厚な護まもりを維い持じしたまま、ゼスの乗る旗き艦かんは《ゲート》に追従するように飛行する。

　全てが順調にいく中で、ゼスは思う。

　さて、残る敵は人類陣営カナの切り札タ君か……

　人類陣営が最初の交戦フアースト・バトル以来、平面的攻こう撃げきに終始して来たことはゼスも見み抜ぬいている。今回の攻こう勢せいでも人類陣営の前衛部隊は、何の捻ひねりもなく正面から仕掛けてきた。

　だからこそ、カナタ君が仕掛けてくるなら、天頂方向か地上方向のどちらかだろう。

　上空は分厚い雲が覆い、潜ひそみやすくなっている。偵てい察さつに出したアルケナル級が発見したのは、人類陣営の前衛部隊上空にいたカナタのいない部隊だ。

　念のため、上空はもっと広い範はん囲いも捜そう索さくさせているが、人類陣営の後衛部隊が潜んでいる空域上空に向かったアルケナル級たちは、生せい還かん率が極きよく端たんに低かった。魔ま甲こう蟲ちゆうは通信結晶が使えないため、報告も実時間リアルタイムにはできない。それでも帰き還かんできた個体は、異常なしとの思念を送ってきた。

　一方で海中は索敵できる魔甲蟲がおらず、人類陣営が潜んでいた場合、発見するのは極きわめて困難だ。

　ふむ、異常がないことはけっこうだがこの雲量だ。もう一度敵の上空に偵察を出すべきだろうね、と人類陣営の主力部隊を打ち破ったゼスが、最後の脅きよう威いを警戒して指示を出そうとしたとき、キルスティが叫さけぶ。

「ゼス様っ!?　下方から光が……っ!?」

　海面から突とつ如じよとして湧きあがった一条の強きよう烈れつな白く輝かがやく光が《ゲート》の護りについていた魔甲蟲の群れを貫つらぬいた。魔ま砲ほう反射特性を持つ多くの変キ異メ種ラがそれを撥はね返そうとしたが、何ら抵てい抗こうできず貫かん通つうされた。

　白く輝く光は真まっ直すぐに伸のび、その射線上に《ゲート》を捉とらえた。間にあった『壁』は僅わずかにその白く輝く光を減げん衰すいさせたに過ぎなかった。

　だが、それでも充分な成果だった。原初の魔甲蟲である《ゲート》はその巨きよ体たい全てを覆い尽つくす障壁を発動する。

　激しい閃せん光こうと衝しよう撃げき。微かに減衰していたその白い光は、《崩力》の障壁を前に拡散。弾はじけ飛んだ白い光の一部は、《ゲート》上空に位置する〈オヴェイロン〉の鼻先を掠かすめていく。

　やや遅おくれてモニターに映るのは、カナタ・エイジを始めとする特務隊。待望していた本命の登場に、ゼスはこう言わずにはいられなかった。

「ようやく来たか、カナタ君……っ！」







　　　第四章　たとえ散りゆく運命さだめでも……







　もらった……っ！　敵の防衛ラインの内側……海面から飛び出したカナタが、即そく座ざに収ストラ束イク魔ブラ砲スターを放つ。

《絶力》で放たれたその一撃は、まるで海上から突つき出る白い巨きよ大だいな剣つるぎの如ごとく《ゲート》を貫こうとする。

　だが、その直後《ゲート》の防衛についていた魔甲蟲が一気に密集。カナタの収ストラ束イク魔ブラ砲スターは大小様々な魔甲蟲を粉ふん砕さい。密集したアルケナル級はいうに及ばず、魔砲反射特性を持つ変キ異メ種ラも雑ぞう兵ひようの如く蹴け散ちらしていた。

　その収ストラ束イク魔ブラ砲スターは僅かに減衰し、最終的に《ゲート》の障壁に弾かれたものの、人類陣営で初めて《ゲート》へ到とう達たつした一撃を放つことになった。

『……………………』

　今までカナタのチカラをよく知らなかった精せい鋭えいたちが、息を吞のんで彼を見ていた。

　当のカナタは、初撃で《ゲート》の障壁を貫けず、やっぱそう甘くはねーか、とでも言うように、上空に聳そびえ立つような巨大な魔甲蟲《ゲート》を睨にらみつけていた。

　黒い鯨くじらのようなその巨体は、カナタのことなど歯し牙がにもかけないように悠ゆう々ゆうと戦場を浮ふ遊ゆうしている。

　代わりに、《ゲート》の防衛についていた黒い霞かすみの如き魔甲蟲の群れの一部が、どっ！　とこちらへ動き出す。

『敵の数が多すぎだっ！　射しや砲ほう撃げき特化大隊の援えん護ごはまだなのか……っ!?』

　いつまでも来ない援護攻こう撃げきに、マオは叫んだ。

　後退する人類陣営を追撃するようにして、《ゲート》が伏ふく撃げき地点上空に来たのは予定通り。だが、当初作戦計画では、カナタたちが奇き襲しゆうを仕し掛かける前に、射砲撃特化大隊による極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの一いつ斉せい砲ほう撃げきで《ゲート》の防衛部隊を部分的に殲せん滅めつし、マオたちの突とつ入にゆう口を作る予定だったのだが……援護攻撃は来ず、直接通信は繫つながらない。

　やがて、旗艦と通信を取ったマオが忌いま々いましそうに口にする。

『ちっ、そういうことか』

　カナタが尋たずねる。

『何があったんだ？』

『こちらの射砲撃特化大隊が潰されたらしい。《崩ほう石せき》という物質を埋うめ込まれたアルケナル級による自じ爆ばく攻撃に混乱した隙すきを、人型魔甲蟲に突つかれたとのことだ』

　くっ、流石さすがゼスってところか……っ！

　カナタが悔くやしそうに奥歯を嚙かみしめる。

　強化した視力でどうにか見える距離にある人類陣営の前衛部隊の交戦空域では、いまだに大爆発と黒い閃光が散見される。

　旗艦の参さん謀ぼうたちが知っていたかどうかは不明だが、《崩石》の存在について、カナタはエリスから聞いていた。アルケナル級の自爆攻撃も、想定できなかったわけではない。

　しかし爆弾を抱かかえたアルケナル級が突とつ撃げき中に撃げき破はされ、魔甲蟲が群れごと消しよう滅めつする危険リスク。手の内さえわかれば、人類陣営が容易たやすく対処できることなどを勘かん案あんし、脅威度が低いと判断していた。

　だが実際のところ、魔甲蟲の弱体化を前に、射砲撃特化大隊を集中配置した前衛部隊は、完全に手玉に取られてしまっている。この種の奇襲が通用するのは一度きりだが、この局面でそれを使ったとなると──

『その後前衛部隊は、ユミエールが率いる魔甲蟲の群れから襲しゆう撃げきを受けているらしい。前衛部隊が引き付けている人型魔甲蟲は五体。我々はかまわず攻撃を続行しろとのことだ』

『へっ、ここまで来た以上、たとえ中止って言われても、俺は攻せめるつもりだったよ』

　……やっぱそうなったか。

　すでに多くの空士が墜おちていることだろう。

　だが、お陰かげでカナタたちの負担が軽くなる。

　こちらへ迫せまる魔甲蟲の群れに魔ま砲ほう剣けんを向け、カナタは無造作に引き金を絞しぼる。鮮せん烈れつで痛つう烈れつな一いち撃げきが閃光の如く奔はしり抜ぬけ、一いつ拍ぱく間をおいて周囲に衝しよう撃げき波はを撒まき散らす。収ストラ束イク魔ブラ砲スターは再び《ゲート》の障しよう壁へきに弾かれた。

　見えただろうか。迫り来る敵を見つめながら、カナタは思う。いまユミエールが率いる魔甲蟲の群れと戦い、やがては散りゆく運命さだめにある者たちに、人類の希望と呼ばれる光が。お前らの想おもいは、俺が背負うという覚かく悟ごの一撃が。

　敵陣に空けた穴に、カナタは先せん陣じんを切って飛び込もうとする。

　だが、それを制するように特務隊の隊員たちが次々と飛び込んだ。最精鋭の空士たちが代わる代わる戦技を放ち、魔甲蟲の群れを吹ふき飛ばしながら、道を作り進んでいく。

　カナタも手助けをしようとするが、進路上に割って入ったマオに制止された。

『なんだよ。べつにこの程度の相手、俺にとっちゃなんでも──』

『知っている』

　この日のマオの言葉に険はなかった。

『だからこそ、貴様にこの程度の雑ざ魚この相手をさせるわけにはいかない。貴様は極力チカラを温存しろ。《ゲート》に全力の一撃を叩たたき込むことだけを考えていればいい』

『へっ、そういうことかよ』

　カナタの場合、魔ま力りよく切れの心配はない。だが、通常戦せん闘とうでもスタミナや集中力は消費する。そのことを考こう慮りよし、カナタを温存しておく方針なのだろう。

　マオたちは一昨日の晩に、これから始まる一連の作戦について全容を説明された。圧あつ倒とう的多数の敵の中に、寡か兵へいで斬きり込む。《絶力》を使えるカナタは別にして、他ほかの者たちは生還が期待しがたいことも重々承知しているはずだ。

　作戦を聞いてから、覚悟を固めるまでに赦ゆるされた期間は実質一日。それは死を覚悟するにはあまりにも短すぎる時間だ。

　だというのに、マオたちは翌日には訓練をしていた。そしていま、たったの二個中隊で圧倒的多数の敵に斬り込んで行く中、カナタのチカラに頼たよろうとしない。むしろカナタの負荷を減らそうという気き遣づかいすらみせる。

　この戦いに懸かける想いは、カナタよりむしろ、特務隊の隊員たちのほうが強いのかもしれない。人類の生存圏けんを護る要かなめである、要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市で勤務する彼らは、魔甲蟲の脅威を誰だれよりも理解し憎ぞう悪おしている。

　魔甲蟲を排はい除じよするために、尋じん常じようならざる修練に励はげんだからこそ精鋭と呼ばれるのだ。

　だが、如何いかに修練に励んでも、届かぬ敵がいる。

　見えぬ場所から発せられたその気配を、カナタは敏びん感かんに感じ取った。

『マオ、全員を散開させろ……っ!?』

『何を言っている？　いま散開させたら、各個撃破され──』

　マオの言葉を聞く暇ひまはない。

　カナタは一気に加速して戦闘に出る。続けて戦技を放とうとした空士を押し退のけたとき、正面に展開するアルケナル級の群れが、背後から突如として迫ってきた漆しつ黒こくの光の奔ほん流りゆうに吞み込まれる。

《崩力》を駆く使しした強烈な戦技だ。射砲撃系の戦技での迎げい撃げきでは間に合わないと判断したカナタは、眼前に迫ったその漆黒の光の奔流を前に、魔砲剣を構え、




　魔砲剣戦技──絶空剣




　その漆黒の奔流がカナタを貫く直前、彼は台風の如き剣圧とともに、それを斬り裂さこうとした。

　全身の筋肉が一気に縮み、中でも肩かたと腰こしが固定でもされたかのように動かせなくなる。刃やいばを最後まで振ふり下ろせない。だが、漆黒の光の奔流もカナタを貫けず、結果としてカナタを避さけて通るようにして飛び散って行く。

　カナタの背後に位置していた特務隊は無事だったが、その特務隊を包囲しようとしていた魔甲蟲の群れは、一いつ瞬しゆんで蒸発した。

　特務隊の隊員たちも悟さとったことだろう。

　これから始まる戦いで、彼らのチカラは本当に微び々びたることを。

　やがて漆黒の光の奔流がおさまり、カナタたちの前に、黒い大おお鎌がまを握にぎりしめた、光こう彩さい奪だつ目もくの美人が現れた。

『カナタ・エイジ、ここから先は通行止めだ……っ！』

『やっぱお前が来たか、キルスティ・バーミリオン……っ！』

　次の瞬しゆん間かん、《絶力》の遣つかい手と《崩力》の遣い手が衝しよう突とつした……っ！







　後衛部隊。旗き艦かん〈アルタミラ〉。艦かん橋きよう。

「《崩力》の遣い手たちの襲撃により、前衛部隊の被ひ害がいが止まりませんっ！　独立遊ゆう撃げき部隊にも甚じん大だいな被害が出ているようです……っ！」

「カナタ・エイジを含ふくむ特務隊が、敵の《崩力》の遣い手と交戦したとのことですっ！　なお相手はキルスティ・バーミリオンとのこと……っ！」

「敵の前衛部隊だった小型種の一部が、後方に浸しん透とうしようとしているとのことです……っ！」

　次々と上がって来る報告は、瞬またたく間まに悪化していく戦せん況きようを伝えていた。

　多くの空士が犠ぎ牲せいになる中、アンネローゼは冷静に状じよう況きようを見み極きわめる。

「アルケナル級には《崩石》を埋め込まれているとのことですが、エリスさん、対処法に心当たりは？」

「近接系の攻こう撃げきはやめた方がいいわね。自じ爆ばくに巻き込まれる恐おそれがある。基本的には射砲撃系で遠えん距きよ離りから撃破したほうがいいわ」

　その敵の弱点を、エリスは素す早ばやく見み抜ぬいてみせる。

「あれ、自爆するとき敵味方無差別よ。だから混戦状態になったら、お兄様も勘かん定じようが合わなくなって使い辛づらくなる」

　アンネローゼは頷うなずくと、リバーを見やり、

「リバーさん、聞いた通りです。迎撃指揮を任せます」

「了りよう解かいです。学生にも射砲撃系がいるはずですが、投入してもよろしいですか？」

「あなたに任せると言ったはずです。最善を尽つくしてください」

　リバーはすぐさま通信担当の席へと駆かけ寄り、機材を借りて、後衛部隊に所属する空士たちに指示を下し始めた。後衛部隊にもそれなりの数の空士がいるが、その多くは二線級だ。しかも部隊の過半を占しめるのは学生で実戦経験にもばらつきがあり、どこまでやれるか定かではない。

「ハルトマンさん、前衛部隊の後方に控ひかえている近この衛え部隊に連れん絡らくしてください。《崩力》の遣い手たちを牽けん制せいし、前衛部隊に戦線を立て直す時間を与あたえるようにと」

「は……っ！」

　惨さん劇げきの真まっ只ただ中なかであろう前衛部隊に、ハルトマンは救きゆう援えんを送り出す。

　もとより前衛部隊の役目は、敵の注意を引きつけることだ。だからこそ、アンネローゼは前衛部隊司令には、敵の注意を引けるなら後退してもいい、とさえ伝えてある。

　そんな中で、《崩力》の遣い手を五人も引きつけられたのは僥ぎよう倖こうだ。お陰かげで、カナタを含む特務隊が《ゲート》の障壁を破は壊かいできる確率が上がった。一方で多くの《崩力》の遣い手を引きつけたことは、前衛部隊の崩ほう壊かいを早めることに繫がり、いまのままでは保たないと判断したのだ。

「思った以上に、あっさりとやられたものですね」

「相手はこちらの手の内を知り尽くしていますからな。それに前衛部隊、独立遊撃部隊とも、限られた数しかいない《崩力》の遣い手のことを過小評価し、訓練に全くチカラを入れていませんでした。《崩力》の遣い手と戦う訓練をしてきた特務隊や近衛部隊でさえ、その重要性を理解していなかった者が少なからずいた始末です」

「おまけに、お兄様はこちらの総攻撃に合わせて逆撃を仕し掛かけてきて、前衛部隊は混乱。《ゲート》の障壁を破壊するためのカナタ・エイジを含む特務隊は、キルスティが率いる魔ま甲こう蟲ちゆうの防衛部隊に足止め。それに《ゲート》防衛のためにまだ多くの魔甲蟲が、お兄様のもとに残っている。仮にカナタ・エイジがキルスティを倒たおせたところで、《ゲート》の防衛に残る魔甲蟲が物量戦に持ち込んで、カナタ・エイジを消しよう耗もうさせる。そのあとはお兄様が出しゆつ撃げきしてカナタ・エイジを倒そうとするわ」

　ハルトマンとエリスの分ぶん析せきは容よう赦しやがなく適切なものだ。

　おそらくゼスは、人類陣じん営えいの前衛部隊を潰つぶし、切り札であるカナタ・エイジを含む部隊の奇襲を防ぎ、全すべて予定通りに事が運んでいると思っていることだろう。

「人類陣営はまさに手も足も出ないといったところですか。ですが──」

　アンネローゼは劣れつ勢せいに動じることなく、微かすかな勝機を見み出いだしてるように、強い眼まな差ざしで言い放つ。

「お陰で、本命の策が想定以上に順調に進んでいるようですね」







　後衛部隊。防衛ライン。

　リバー指揮のもと、後衛部隊は可能な限りの戦力を投入し、前衛部隊を突とつ破ぱしてきた敵への迎撃を始めていた。

　補給部隊であったミソラたちもこの防衛ラインに投入されたが、指揮官がリバーであったことをいいことに、ミソラたちはもっとも慣れた編成で迎撃にあたっていた。

『リコ、敵は？』

『視みえている。ユーリ、レクティ、ブレアは高度を取って、突とつ然ぜんの事態に備えられるようにしていてくれ』

『はい』

『……任せてください』

『心得た』

　千里眼を発動したリコが、Ｅ６０１小隊の仲間たちに指示を出していく。《崩ほう力りよく》の遣い手たちとの決戦に備え、〝神憑きツヌグイ〟は温存。上空を覆おおう分厚い雲からの急降下攻撃を警けい戒かいし、ユーリたち前衛三ト人リ組オを配置した。

『ミソラ』

『わかってる。ここは、あたしとあんたで迎むかえ撃うつわよ』

　接近して来たアルケナル級の群れに、リコと合同で迎撃にあたるミソラ。彼女たちの周囲には、《ミストガン》所属の空士たちや、それを取り纏まとめるフロンの姿もあったが、手を借りようとは思わなかった。

　リバーの話では、敵は大爆ばく発はつを起こすそうだが、所しよ詮せんアルケナル級だ。ミソラの砲ほう撃げきで敵を何体か蹴け散ちらしたとき、リコがつぶやく。

『ふっ、あれか』

　照準、発はつ砲ぽう。青白い魔ま力りよく弾だんが一体のアルケナル級を貫つらぬくや否いなや、黒い閃せん光こうが奔はしり、大爆発。その爆発に吞のまれた、アルケナル級の群れは瞬く間に消失した。

　リコは、同じ要領で他ほかの群れも瞬しゆん殺さつ。最小限のチカラで最大限の戦果をあげてみせた。

　手て持もち無ぶ沙さ汰ただったミソラは、この空域のあちこちで大爆発が起こるのを確かく認にんしつつ、

『周りの部隊の対応も、思ったより大分早いわね』

『この程度の奇襲、種が割れてしまえばどうということはない。問題なのは、この奇襲に乗じて攻せめてきた《崩力》の遣い手たちに、前衛部隊が蹂じゆう躙りんされていることだろう』

　遥はるか彼方かなたにある戦場を千里眼で捉とらえ、リコが口の端はをつりあげる。

『ふっ、どうやらユミエールたちがいるようだな』

『ユミエールたちが……っ!?』

『ああ。《ベベル》代表小隊が勢せい揃ぞろいしている。いずれ、ここへ向かってくるだろうな』

　その言葉を聞き、ミソラはリコを見て頷いた。上空警戒に当たるユーリたちも、同じ想おもいだろう。

　後衛部隊にいる空士たちの中で、ミソラたち以上に《崩力》の遣い手と戦う訓練をした者はいない。

『みんな、一いつ旦たん〈アンジュ〉に帰き還かん。仕込みを整えるわよ』

　ミソラの指示に従い、リコたちはめぼしい敵のいなくなった空域を離り脱だつする。

　咎とがめるようなフロンの声が聞こえる。

『あなたたち、勝手にどこに行くの？』

『あたしたちの敵を倒す準備をするんです』

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、申し訳ないですがこの場をお任せします』

『お任せって、だからどこに行くのよ……っ!?』

『じきに敵がここに来る。わたしたちはそれを迎え撃つ準備をしなければならない。リバーには、好きに動くと伝えておいてくれ』

　ミソラ、ユーリ、リコからの通信を聞いたあと、《ミストガン》組の纏まとめ役であるフロンが嘆なげいた。

『あなたたち、わたしはリバーさんと面識がないんだけど……』







《ゲート》周辺空域。

《ゲート》の防衛部隊の強きよう行こう突とつ破ぱに失敗したカナタたちは、敵の攻こう勢せいに押されるようにして、海上付近での戦せん闘とうを余よ儀ぎなくされていた。

　キルスティと刃やいばを交えつつ、カナタは口も動かす。

『じつはお願いしたら、ここを通らせてくれたりとかしねーのかよ』

『ふざけたことを言うな。貴様を墜おとしさえすれば、ゼス様の覇は道どうの邪じや魔まをする存在はいなくなるっ！　前衛部隊を囮おとりにしてまで接近させた切り札が墜ちれば、人類陣営はもう抗あらがえまい……っ！』

『ふーん、俺が切り札ね。もし本気で思ってるんなら──』

　鋭するどい眼差しでカナタは睨にらみつけ、

『それは、大きな勘かん違ちがいだよ』

『謀たばかるな……っ！』

　黒い大おお鎌がまを振ふりかざすキルスティを、カナタは迎え撃つ。

　頭上に《ゲート》を捕ほ捉そくしているが、攻勢に移る機会はない。

　護衛のマオたちは、カナタに接近する魔甲蟲の群れの注意を引き、引き摺ずり回してくれている。負傷した隊員は、出血度合いにもよるが、護衛の仲間を連れて海中へ飛び込むことが多い。

　魔甲蟲には、水中適応個体が少ないという弱点を突ついているのだろう。

　マオから通信。

『カナタ・エイジ。場合によっては一度撤てつ退たいし、態勢を整えるぞ。奇襲ならともかく、《ゲート》の防衛にあたっている魔甲蟲全てを我々で迎げい撃げきするのは無む謀ぼうすぎる』

『それなら問題ねーよ。上にいる敵が、全部一度に降りてくることはない』

『なぜそう言いきれる？』

『ゼスの狙ねらいは俺だ。あいつは俺に《ゲート》を破壊できるように見せかけて、少しでも消耗させるつもりだよ』

　カナタは羅デモ刹ン・謳スト歌ライクを躱かわしながら、

『だからこそ、ユミエールたち五人は前線に送って、《ゲート》の防衛にはキルスティと自分だけを残した。キルスティさえ倒せば、総大将ゼスを倒すか、《ゲート》を破壊できる機会をちらつかせられるようにな』

『そのことと億単位の敵が残っていることに、どういった関係がある？』

『普ふ通つうの空士なら億単位の敵を前にしたら即そく撤てつ退たいだけど、俺なら突破できる。つまり、俺にとっちゃ絶好の機会をちらつかされてるようなもんなんだよ。でも、ゼスはここで億単位の敵を投入してマオたちが後退することになれば、俺も後退するって読んでるんだ。そうなれば──』

『ゼス・ヴィーゲルトが狙っている貴様がいなくなって、ゼスは再び不意打ちで《ゲート》を破壊される危険リスクを負うことになるということか。だが、ここでキルスティを破ったとして、物量で勝まさる敵は貴様の突破力すら計算に入れた布陣を敷いて、貴様に消耗を……』

　強しいるはずだ、と口にしようとして、マオは閃ひらめきを覚えたように、

『いや、そういうことか……っ！』

『へっ、わかったみたいだな。つまりこの状じよう況きようは、ほぼ予定通りなんだ』

　そう答えながら、キルスティと交戦中のカナタが思う。

　にしても、マオたちが粘ねばってくれている分、こっちは戦いやすいな。

　もとより彼は、多数の魔甲蟲に包囲された状況下で、人型魔甲蟲と戦闘する状況を想定していたのだ。

　それがキルスティと一対一で戦えるとあっては、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機というほかない。

『はあああああ……っ！』

　咆ほう哮こうを上げながら、一気に距きよ離りを詰つめたキルスティが大鎌を振り抜ぬく。大型の魔甲蟲すら容赦なく斬きり裂さく一いち撃げきを、カナタは表情一つ変えずに躱す。

　轟ごうっ！　その鎌れん撃げきが引き起こした突とつ風ぷうがカナタの体を打ち、髪かみを舞まい上がらせるが、彼は落ち着いて剣けん撃げきを放つ。素す早ばやく体を捻ひねり、黒い大鎌で受け止めるキルスティ。両者はそのまま距離をとることなく、至近距離で斬り合った。

　高速で放たれる鎌撃の数々。しかし、その鎌撃ひとつひとつを見み極きわめ、躱せるものは躱しながら、カナタは抉えぐり込むような斬ざん撃げきを浴びせ続けた。

　チカラの流れを敏びん感かんに感じ取れるカナタにとって、絶対的なチカラは読みやすい。

　瞬またたく間まに、キルスティだけが防プロ護テク服ターを斬り裂かれ、体のあちこちから出血していた。

『ちっ!?　しばらく見ないうちに、随ずい分ぶんと小こ賢ざかしくなったようですね……っ!?』

　堪たまらず間合いを取ったキルスティが、憎にく々にくしい眼つきを向けてく。

　チカラの大きさに差はないにも拘かかわらず、近きん距きよ離り戦せん闘とうでカナタに押し負けた事実に、屈くつ辱じよくを覚えたのだろう。

　カナタの変化にも気付かれたはずだ。そのことを証明するように──

『でも、これならどうですか……っ！』




　呪じゆ鎌れん戦技──乱刃光舞ブレイド・レイ

　呪鎌戦技──羅デモ刹ン・謳スト歌ライク




　黒い大鎌を振るった際に出た黒い光が、無数の光こう刃じんとなってカナタに降りかかり、その後黒い戦チヤク輪ラム八発が続く。

　標的を面で捉えようとする無数の光刃の、最もチカラが弱いところを、カナタは瞬しゆん時じに探さぐり出す。中央やや左下。カナタはそこに真まっ直すぐに突っ込んだ。

　障しよう壁へきと剣けん捌さばきで幾いくつもの光刃を弾はじき、乱刃光舞ブレイド・レイを突とつ破ぱ。

『かかりましたね……っ！』

　歓かん喜きしたキルスティの声。

　なるほど。正面から四つの黒い戦チヤ輪クラム、さらに背後と側面から合わせて四つの黒い戦チヤ輪クラムが同時にカナタに迫せまっていた。

『それだけじゃありません……っ！』




　呪鎌戦技──羅グラ刹ン・断ザ・頭リツ刃パー




　キルスティが放った巨きよ大だいな真しん空くう刃はが、回かい避ひ機動を取れないカナタへと向かう。それら戦技に対し、カナタは少し身を退ひいただけ。

『はははっ！　侮あなどりましたねカナタ・エイジ……っ！』

　そんな言葉が聞こえた直後、八つの黒い戦輪チヤクラムがカナタのいた空間で同時に炸さく裂れつ。さらに巨大な真空刃がこちらを貫こうとする。だが、カナタは八つの黒い戦輪チヤクラムの爆ばく風ふうと自らの障壁を利用してどうにか防ぎきった。

　そして、カナタは爆ばく煙えんの中から当たり前のように飛び出し、一気にキルスティへ迫る。

　爆風の向こう側では、勝利したと勘違いしたキルスティの哄こう笑しようが響ひびき渡わたっていた。

　相手は油断しきっている。対して、こちらは不意打ちだ。

　キルスティは魔ま甲こう蟲ちゆうとはいえ人間。だが、情けや容よう赦しやは必要ない。カナタは手加減することなく、殺意とともに敵を斬り捨てた。

　派手に飛び散る鮮せん血けつ。

　それは魔甲蟲の濁にごった緑色の体液ではなく、鮮あざやかな赤色だった。

『なぜ、先さき程ほどの攻こう撃げきで負傷していない……っ!?』

『お前の放った黒い戦チヤ輪クラム、あれ全部でお前の真空刃を相そう殺さいしたんだ』

　カナタの視線の先には、胴どう体たいを袈け裟さ斬ぎりにされたキルスティの姿があった。それなりに深手を与あたえたつもりだが、まだ息があるらしい。手にした呪鎌は切断されており、霧む散さんしている。

　咄とつ嗟さに呪鎌を盾たてにしたのだろう、キルスティを即そく死しさせることはできなかった。激げき怒どした瞳ひとみでこちらを睨みつけようとしたキルスティが、がはっ！　と血を吐はいた。

『降こう伏ふくしろキルスティ。お前が本気を出したところで、いまの俺には届かない』

『……赦ゆるさない』

　ぼそっとつぶやくのが聞こえた。

『赦さない、赦さない赦さない赦さない、赦さないぃぃぃーーーーーーっ！』

　突とつ如じよとして、キルスティのチカラが湧わき上がっていく。

『発はつ狂きようモードになったところで……』

　警告しようとした刹せつ那な、カナタが眼を細める。

　あれは……っ!?

　キルスティの体の一部が、黒い霧きりに変わっていく。黒い霧へと変質していく体の範はん囲いは、徐じよ々じよに広がっていく。

　その黒い霧は、それ自体が強いチカラを秘めた何かだ、とカナタは直感する。

『これ以上先に貴様を進ませれば、貴様はゼス様を傷つける恐おそれがあるーーーーっ！　そんな危険人物をこれより先に通すわけにはいかないぃぃーーーーっ！』

　半ば狂きよう乱らん状態に陥おちいったキルスティがそう口にしたとき、キルスティの体がまるで爆ばく発はつしたように、一いつ瞬しゆんで黒い霧となって膨ぼう張ちよう。カナタだけでなく、その周囲のマオたちや魔甲蟲すらも一気に包み込んだ。

　カナタの世界が一変。ぼんやりとした明るさで、黒い霧に包まれた世界が広がっていた。突とつ然ぜんの変化に戸と惑まどい、マオたちは手近な魔甲蟲たちを迎撃したあと、薄うす気き味み悪わるく辺りを見回している。

　黒い霧が立ち込めた空間は異様な気配と気持ち悪いほどの静せい寂じやくに包まれ、敵の姿は見当たらない。

　これが呪じゆ詛そ──黒霧結界ブラツクミスト。

　不味まずいな、とカナタは険しい表情で辺りを見回す。まさかマオたちが巻き込まれるなんて……

　予想以上に、干かん渉しようされる範囲が大きい。

　エリスから聞いた話では、黒霧結界ブラツクミストに取り込まれて、無事に出てこれた者はいないという。結界内は外部から断絶されており干渉できず、術者であるキルスティを倒たおせば解放されるとのことだ。

　ただ、エリスがキルスティから聞いたことがあるのはここまでであり、黒霧結界ブラツクミストでキルスティがどのように戦うかは聞いたことがないらしい。

　狂きよう喜きしながら人を殺せるあいつのことだ、きっとえぐい戦い方だろうな。

　眼が合ったマオが尋たずねてくる。

『カナタ・エイジ、この状況は……？』

『なっ！　そこを動くなマオ……っ！』

　大急ぎで飛ひ翔しようするカナタ。直後、マオの背後にあった黒い霧が密度を増し、黒い大おお鎌がまを携たずさえたキルスティが姿を現した。

　気配を感じたマオが振ふり向くが、すでにキルスティは黒い大鎌を振りかぶっていた……！

『ち……っ！』

　咄嗟に割り込んだカナタが、鎌撃を魔ま砲ほう剣けんで受け止める。だが、タイミングが遅おそかったせいか鎌撃の勢いに負け、黒い大鎌の切っ先がカナタの頰ほおを薄うすく斬り裂いていた。

『なるほどぉぉぉー、カナタ・エイジぃぃぃー。貴様はそういう類たぐいの人間なんですねぇぇぇーーーーっ！』

　マオを庇かばってみせたカナタを見て、キルスティが口の端はをにやりと吊つり上げる。思わずぞっとしてしまいそうな、悪あく魔まのような笑えみだった。

　カナタは必死に魔砲剣を押し込み、頰まで届いていた黒い大鎌を押しのける。続けてキルスティに一いち撃げき叩たたき込もうとするが、キルスティは黒い霧になって霧散した。

　次の瞬しゆん間かん、カナタの左後方から絶ぜつ叫きよう。慌あわてて振り向くと、特務隊の空士を一刀両断したキルスティの姿があった。

『貴様がわたしに命を差し出さなければ、このまま周りの人間たちを殺し続けますぅぅぅー。さあ、どうしますかぁぁぁ！　カナタ・エイジぃぃぃぃ……っ！』




　　　　※※※




　後衛空域。〈アルタミラ〉。艦かん橋きよう。

　モニターを見るアンネローゼの瞳には、戦場を支配する紅ぐ蓮れんの業火が映っていた。迎げい撃げきに向かった空士たちが、獄ごく炎えんに焼かれ墜おちていく。巨大な紅蓮の火球の直ちよく撃げきを浴び、飛空艇ていがへし折られるようにして爆発する。その飛空艇から送られてきた最後の映像には、獄炎を操あやつるユミエールの姿。続いて映像が切り替かわり、前衛空域の各所で、空士たちを蹂じゆう躙りんする他ほかの《崩ほう力りよく》の遣つかい手たちの姿が映る。

　それらの映像をアンネローゼは見やり、

「ユミエールたち五人を引きつけるのは、もう限界のようですね」

「はっ、こちらから送り込んだ部隊もそろそろ士気を維い持じできなくなっているようです。前衛部隊は混乱から立ち直りつつあるようですが、このままですと……」

　アンネローゼの判断に、ハルトマンが言葉を濁した。

《崩力》の遣い手を引きつけている近この衛え部隊が、限界を迎むかえている。近衛部隊は世界中の要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市からこれといった人材を集めて再編成した部隊だが、圧あつ倒とう的なチカラと呪詛の前に、すでに集団としての機能を果たせなくなっていた。

　初見で《崩力》の遣い手を、しかも五人同時に相手にして、よく保ったというべきだろう。

　だが、そろそろ次の犠ぎ牲せいを選ばなければならない。

《崩力》の遣い手たちを、前衛部隊に引き受けさせると再び部隊が総そう崩くずれになる。最悪の場合、立ち直りつつある前衛部隊が壊かい走そう状態に陥りかねない。

　対たい抗こうできるチカラの持ち主として真っ先に浮うかぶのはエリスだが、彼女は決して犠牲にしていい駒こまではない。戦後、世界秩ちつ序じよを維持するのに不可欠な人材だ。

「前衛部隊と独立遊ゆう撃げき部隊に、《崩力》の遣い手を相手にする気力はもう残っていないでしょうね」

「ええ。熟ベテ練ランの空士とはいえ、《崩力》の遣い手たちとの対決は初めてです。我々が如何いかに脅きよう威いを伝えたとはいえ、実際に目まの当たりにして、初めてわかるものが多いのでしょう」

　それが現実だ。人類陣じん営えいに所属する空士は、あまりにも《崩力》について知らなすぎる。

　あの暴力の塊かたまりのようなチカラの前では、集団が一気に吹ふき飛ばされてしまう。

　どうにかして、少数の空士で相手の消しよう耗もうを誘さそうような戦い方ができればいいのだが……

　だが、戦場で人知を超こえたチカラを見せつけられて、初見で落ち着いて戦える者などいるわけもない。

「近衛部隊は退かせてください。それと前衛部隊にも《崩力》の遣い手を見たら、逃にげるようにと」

　アンネローゼの指示は速すみやかに実行される。

　その結果──

「近衛部隊から通信です。《崩力》の遣い手たちを含ふくむ敵が、前衛部隊と独立遊撃部隊を突破し、こちらへ向かってきている、と」

「教アー皇クビ陛シヨ下ツプ、後退なさいますか？」

　リバーが通信内容を伝え、ハルトマンが尋ねてくる。

　敵の狙ねらいが、人類陣営のアンネ最高責任者ローゼであることは明らかだった。

「旗き艦かんをこれ以上退さげるわけにはいきません。この作戦において、わたしたちの役割は《崩力》の遣い手を足止めすることですから」

　前線で戦っている部隊も、後衛部隊も役目は同じく囮おとりだ。そして囮部隊のほぼ全員が犠牲になることは、当初から想定されている。それでも、全人類がゼスに支配される未来と、今回の被ひ害がいを比ひ較かくした上で、アンネローゼは迷うことなく後者を選せん択たくした。

「連中の狙いは、わたしを討うつことでしょう。後衛部隊が消耗したあとは、わたしも出る必要がありますね。わたしはカナタ・エイジの奇き襲しゆうが失敗した場合の控ひかえだったのですが……特務隊の状じよう況きようはどうですか？」

「さきほどから通信が途と絶だえています。全員と連れん絡らくができません」

　リバーの返事を聞き、エリスが分ぶん析せきする。

「一瞬で全員と連絡がとれなくなったのは、キルスティの呪詛に巻き込まれたからよ。まだ全ぜん滅めつしてないわ」

　ならば、まだカナタが墜ちたと考えるべきではないだろう。

　アンネローゼ自身が出るのはまだ早い。

　自分の命を最大限活用するため、アンネローゼが決断する。

「艦かん隊たいを護衛している二線級部隊に盾になってもらいます。リバーさん、必要な部隊を抽ちゆう出しゆつしてください」

「……わかり──」

　そのときだった。どこからか入った通信に、リバーが突如として、

「え……っ!?」

　と、間の抜ぬけた声を上げ、小声で何かを喋しやべり出す。やれ「キミたちに何かあったら、カナタ君が……」とか「本当に状況を分かっているのかい？」などと、どこか親身になって話をしている。

「リバー・エンディケウス、どうしたんですか」

「はっ、教アー皇クビ陛シヨ下ツプ。その、すみません。学園浮ふ遊ゆう都市に所属している一部の空士が出しゆつ撃げき許可を求めていて、それでその──」

　続くリバーの説明を聞き、アンネローゼも一瞬眼を瞠みはった。だが、すぐに思い直して、出撃を許可するべきだとの結論に至る。リバーは反対するだろうが、ここは戦場だ。《崩力》の遣い手たちの足止めに使えそうな持ち駒ごまは、いま全すべて投入するべきなのだ。

　彼女たちにもしものことがあれば、わたしがカナタ・エイジに詫わびよう。そのとき《ゲート》が墜ちていれば、この首を差し出したっていい。

　……アンネローゼが次の犠牲を決定し、手駒をすり潰つぶそうとする中、エリスはふっと口元に笑みを浮かべていた。

　リバーの説明を聞いたとき、ああ、やっぱり、と不思議と納なつ得とくしていた。《崩力》の遣い手たちを前に、何ができるかはわからない。だがこの状況で、奴やつらに挑いどみかかるのは、彼女たち以外にいはしないのだ。

　そして彼女たちが動くとき、この戦いを決定づけるような何かが必ず起きる。三さん位み一いつ体たいの変キ異メ種ラを倒した時も、空戦武踏祭エリアルソードの決勝戦で人々が立ち上がった時も、彼女たちが動いたからこそ流れが生まれたのだ。

　予言めいた確信とともに、エリスはクリスを見やり、

「行くわよクリス」

「心得ていますよエリス」

　頷うなずくクリスとともに、エリスは艦橋をあとにしようとする。

「どこへ行くんですか？」

　尋ねてきたアンネローゼに、エリスは少し悪戯いたずらめいた笑みを浮かべて、こう言い放った。

「決まってるじゃないの。──この世界の雌し雄ゆうを決する場所よ」







〈アンジュ〉。甲かん板ぱん。

　余っていた浮ふ遊ゆう機き雷らいを敷ふ設せつし終え、すでに戦せん闘とう準備を整えていたミソラたちのもとへ、艦橋の無線機で旗艦にいるリバーと交信していたリコが戻もどって来る。

「出撃許可についてはもう少し待ってほしいそうだ。無茶なことを言い出したエリスを説得するのに忙いそがしく、教皇から返事がもらえないらしい。わたしたちの通信結けつ晶しようの周波数を教えておいたから、説得が終わり次し第だい連絡が入るだろう」

「そう。それで戦せん況きようはわかったの？」

「まあな」

　リバーから聞いた内容を、リコが伝えてくる。

「前衛部隊は混乱から立ち直ったようだが、《崩力》の遣い手に突とつ破ぱを赦ゆるしたそうだ。じきにこちらへユミエールたちがやって来る」
















　ここまでは想像通りだ。

「それとあの男がいる部隊といま通信できなくなっているらしい。なんでも、キルスティの呪じゆ詛そに取り込まれているそうだ」

「主あるじなら間ま違ちがいなく勝つ」

「そのぅ……わたしもそう思います」

　ブレアとレクティは、勝利を信じて疑わない。ミソラも同じ気持ちであり、しかし、万が一重傷を負わないか不安もある。

　ミソラはユーリを見た。彼女は一言も発さず、落ち着いた様子。目の前の脅威への対処に専念するつもりのようだ。

　それが最善の選択ベストだ、とミソラは作戦について確かく認にんする。

「ねえ浮遊機雷の敷設だけど、あれで本当によかったの？」

「そのぅ……色々考えたんですけど、あれなら上手うまくいけば、隙すきを作れると思います」

「うぬ。私も一番有効だと思ったのだ。もっとも、実戦で試ためしてみないことには本当に効果があるかはわからぬがな」

　頷き、ミソラが確認を進める。

「リコたちは？」

「ふっ、わたしたちも仕込みは済ませてある。敵にひと泡あわ吹ふかせるには充じゆう分ぶんだ」

「作戦計画が黙もく認にんされて助かりました。もうすぐ補給艇の無人化も完かん了りようするとのことです」

　リコとユーリも問題なし。二人はミソラには想像できないほど贅ぜい沢たくな策を、教皇の権けん威いを借りて実現してみせた。

　ユーリが尋たずねてくる。

「ミソラさんは大だい丈じよう夫ぶそうですか？」

「あたしはもとから正面切って勝負するつもりでしたから。もう気合充分、いつでも来いって感じです」

　迷いなくミソラが答えた。そのとき、ミソラたちの通信結晶に、リバーからの通信が一いつ斉せいに入る。リコが仲間たちを見み渡わたし、

「みんな聞いたな。教皇からの返事は──好きにしなさい、とのことだ」

　呆あきれられているようだが、交戦許可を得られただけましだ。

　勝手に担当空域を離はなれ、獲え物ものを仕留める罠わなまで用意したのに、戦うな、と言われたら眼も当てられない。

「なら、好きにさせてもらおうじゃないの」

　最後の戦いに向け、ミソラたちは円えん陣じんを組み、前に出した手を重ね合わせる。

「どうせ誰だれもあたしたちが《崩ほう力りよく》の遣つかい手を倒たおせるなんて思ってないし、教アー皇クビ陛シヨ下ツプもせいぜい足止め程度だと思ってる。それに、あたしたちはユミエールたちには一度敗れてる。でも──」

　仲間たちの貌かおを見回し、ミソラが断言する。

「今回は負けるわけにはいかないわ」

「ふっ、そうだな。ここで負けるのは美しくない」とリコ。

「そのぅ……今回は実戦です。墜おちたら帰ってこられません」とレクティ。

「うぬ。それに、もしここで敗れてしまったら、自分の訓練時間を減らしてまで指導してくれた主に、貌向けできぬ」とブレア。

　そんな仲間たちの言葉に続き、ユーリが微かすかに間をあけて頷く。

「……ええ。そうですね」

　ここがミソラたちにとっても、ユーリにとっても正念場だ。

　人類陣じん営えいは、この戦いに全てを懸かける。だからこそ、ミソラたちも命を懸け、そして──絶対に勝つ……っ！

　断固たる信念とともに、ミソラが心の奥底から叫さけぶ。

「みんなっ！　《崩力》の遣い手たちとの戦いで、あたしたちが最前線で戦ってるあいつに捧ささげられるものは何……っ！」

「「「「勝利を……っ！」」」」

「声が小さい、もう一度……っ！」

「「「「勝利を……っ！」」」」

「もう一度……っ！」

「「「「Ｅ６０１小隊わたしたちらしい勝利を……っ！」」」」

　そう言ったあと、ミソラたちは重ねた手を大きく押し込み、みんなの想おもいをしっかりと重ねてみせた。全員で誓ちかいを口にした後、ミソラは空へと飛び立とうとするユーリに声をかける。

「ユーリさん。今回の戦い、ユーリさんは強きよう烈れつな覚かく悟ごと決意で臨のぞんでいるのはわかっているつもりです。ですから絶対勝って、この戦いが終わったあとであいつに自じ慢まんしましょう」

「……ええ、そうですね……。あとで……カナタ先せん輩ぱいに、自慢しましょう」

　歯切れの悪いユーリの返事。この戦いが終わったあと、ミソラはカナタがどうなっているか知らなかった。







《ゲート》付近。黒霧結界ブラツクミスト内。

『ほらほらカナタ・エイジぃぃぃ、貴様が命を差し出さないせいで、仲間の空士たちがどんどん墜ちていますよぉーーーーっ！』

　外界とは断絶された空間で、キルスティの殺さつ戮りくが続いていた。

　かつて近この衛え部隊を一人で血祭りにあげ、《殺戮の熾天使セラフイム》の二つ名がつけられた彼女は、殺人を悦えつ楽らくのように行ってみせる。

『俺が墜ちたら、この戦いは負けが決まっちまうんだよ……っ！』

　安い挑ちよう発はつに応じながら、カナタは仲間の援えん護ごに奔ほん走そうする。だが、全員がカナタの対応圏けん内ないにいるわけではない。カナタが援護できない者は必ず生じ、そこをキルスティに各個撃げき破はされてしまう。かといって、全員をカナタの対応圏内に密集させれば、キルスティの戦技で一いつ掃そうされるだろう。

『おや、動きが鈍にぶくなりましたねぇ……っ！』

　背後から声。飛び跳はねるようにカナタが振ふり向くと、そこにはこちらを狙ねらうキルスティの姿があった。

　強烈な鎌れん撃げきを受け止め、逆に斬きり返すとキルスティが跳ちよう躍やくするように後退。逃のがさない、とカナタは発はつ砲ぽうするが、砲ほう撃げきが到とう着ちやくするより先にキルスティの体が黒い霧となる。

　白く輝かがやく砲火は、黒い霧を虚むなしく貫つらぬいた。

『ははは、どこを狙っているんですか？　──わたしはここですよぉぉぉー……っ！』

　さらに背後から気配。振り向くも、すでにキルスティの姿は消えていた。このままじゃ不味まずいな、とカナタは奥歯を嚙かみしめる。

　キルスティを倒さぬ限り呪詛は解除されないが、当のキルスティはその圧あつ倒とう的なチカラで、カナタではなく、周りの仲間たちを狙い、容よう赦しやなく血祭りにしていく。

　これでは、カナタには手の出しようがない。

　この空間そのものが敵か。

　これまででわかったのは、この黒い霧に満たされた空間内では、キルスティが場所を選ばず、自由自在に出現できるということのみ。

　呪詛攻こう略りやくに繫つながる情報は得られていない。

『ち……っ!?』

　カナタが思わず舌打ちしたとき、再びキルスティが現れ、空士数名が斬り刻まれる。助けに行ったカナタを翻ほん弄ろうするように、キルスティは羅デモ刹ン・謳スト歌ライクで迎撃してきた。

　激げつ昂こうしたマオが叫ぶ。

『カナタ・エイジを消しよう耗もうさせるつもりか……っ！』

『消耗？　──そんな甘い手を選んだつもりはありませんよぉーーーー！』

　半ば狂きよう乱らん状態にあるキルスティは、血のついた呪じゆ鎌れんをぺろりと舐なめ、

『カナタ・エイジには、この戦いが終わるまでわたしの呪詛の中で過ごしてもらいます。カナタ・エイジさえいなければ、《ゲート》の障しよう壁へきを突破できるチカラを有するのは教皇のみ。ユミエール様たちがそれを倒せば、ゼス様の懸け念ねんは消えてなくなるぅぅぅーーーーーー！』

　そう言い残し、キルスティは再び黒い霧と同化した。

　思い切って、オーバードライブのチカラで、この空間そのものを斬り裂さいてみるか。

　この呪詛に効果があるかは不明だが、代だい償しようとして、カナタのことを知る人物から記き憶おくが消失してしまう。短時間なら冥めい力りよくが尽きることはないだろうが、どの程度の時間行使すれば、記憶がなくなるかは定かではない。

　場合によっては、マオたちからカナタの記憶が失われ、ただでさえ逆境な状じよう況きようをより厳しいものにしかねない。

　だが、これ以上は……と、カナタが苦く渋じゆうの決けつ断だんを強しいられたとき、マオが強い相そう貌ぼうを向けてきた。

『カナタ・エイジ。キルスティの動きを止めれば、貴様ならどうにかできそうか？』

『ま、できないことはねーよ』

　呪詛についての考察を、カナタは伝える。

『キルスティはこの空間そのものだけど、倒すべきなのは、この空間を自由に動き回る本体だ。あいつに俺の全力を浴びせられれば倒せる』

　だけど、とカナタは言葉を繫ぐ。

『いまの状況じゃ手て詰づまりだぞ。気を配れば不意打ちは防げるけど、あいつは俺を攻せめてこない。持久戦に持ち込まれたら、俺たちの負けだ』

『キルスティ・バーミオリンの動きを止めさえすればいいんだな』

『ああ。でも──』

『なら、話は簡単だ』

　念押しまでして確認をとったマオは、特務隊長に意見具ぐ申しんする。

『隊長、各小隊の編成を崩くずして二人一組ツーマンセルにさせてください。わたしに考えがあります』

　特務隊長は、鋭するどい眼まな差ざしでマオを一いち瞥べつしたあと、マオの指示に従う。《崩力》の遣い手との交戦経験を買われ、マオは参さん謀ぼうの役割を与あたえられている。特務隊の空士たちはすぐに編成を変へん更こうしだした。

『お互たがいの死角をカバーして、キルスティの襲しゆう撃げきの気配を察知したら報告してください。襲撃された際は、各自全力で反はん撃げき。カナタ・エイジ、貴様はわたしの傍そばに控ひかえていろ』

『二人一組ツーマンセルで死角をカバーぁぁぁ……っ？』

　キルスティは呆れ貌をしたあと、

『笑わせないでくださいぃぃぃー。どんどんどんどん墜としていきますよぉぉぉぉぉー』

　小隊で気づけぬ不意打ちを、二人一組ツーマンセルで防げるわけがない。

　哄こう笑しようしたキルスティが、背後から近づき、死神の如ごとく次々と魂たましいを刈かり取って行く。マオの編成では、その惨さん劇げきを防ぐことはできない。

　だが、カナタは口を挟はさまなかった。

　マオの考えは間ま違ちがっていない。

　ただその選せん択たくをする権利が、カナタにはなかっただけだ。

『これでもわたしは参謀教育を受けていて、お前よりも人を使う戦い方を知っている。あとは確率の問題だ』

　惨劇が続く中、マオが説明してくる。

『もうすぐキルスティの動きがわかる。……それとカナタ・エイジ、すまなかった。チカラがある貴様には、わたしたちと連れん携けい戦せん闘とうする必要などなかった』

『いいや、これは間違いなく連携戦闘だよ。戦場ならではの、最悪の形だけどな』

　カナタとマオの瞳ひとみには、平和への犠ぎ牲せいが映っていた。

『いひひっ、いひひっ、いひひひひひひ……っ！』

　殺戮に興じるキルスティにはわかるまい。

　散りゆく空士の生き様が。弱者と侮あなどったこの世界の人間たちが、キルスティを罠に嵌はめていることに。

　そしてマオが動く。

『これ以上はやらせない……っ！』

　空間を自在に出入りするキルスティの動きは、まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。その出現予測は、呪じゆ力りよくの気配に敏びん感かんなカナタでさえも不可能。

　だというのに……迷うことなく虚こ空くうを翔かけたマオの切っ先には、仲間の空士を背後から襲おそうため、実体化したキルスティの姿があった。黒い大鎌を持つほうの手首を素す早ばやく切断。状況がよく摑つかめぬキルスティの背後へと回込み、淡あわく輝く蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつを後ろに引っ張り、白いジャケット越ごしに背骨のあたりを足で踏ふみあげる。

　必然、後ろに仰のけ反ぞる体ていとなったキルスティは、自分の身に何が起こったかまだ把は握あくしきれていないのだろう。

　唯ゆい一いつわかっていることは……

『なっ!?　どうしてわたしの動きをぉぉぉ……っ!?』

『予測できないことはない。貴様は必ず背後から奇き襲しゆうをする。そして周りから孤こ立りつした者から優先的に狙ったな』

　次々と墜おちていく仲間たちが、教えてくれていた。

　──キルスティの癖くせを。

　そして、

『人間を殺すのに夢中で気づいていなかったか？　──わたしの仲間たちは少数精せい鋭えい。数が減ればわたしの読みが当たる確率は高くなるし、無む駄だ死じには赦ゆるされていない。お前、他人と接せつ触しよくしているときは黒い霧になれないだろう』

　キルスティの呪じゆ詛そも、弱点が摑めた。

　その情報を得るための対価は、仲間たちの血で払はらった。短期間とはいえ、苦楽を共にした仲間だった。

　マオは役目を果たした。

　だからこそカナタは、

『喰らえ……っ！』




　魔ま砲ほう剣けん戦技──閃せん光こう剣けん




　閃光の如き剣けん撃げきが瞬またたく間まにキルスティの体の機能を奪うばっていく。まずは両足の膝ひざから先を斬り落とした。

　マオが真後ろにいるため、大おお技わざは使えない。

　それでも、すでに王手をかけている。

　後うしろ髪がみを摑み、背骨を踏み上げるマオが叫さけぶ。

『貴様はこれまでだっ！　素直に墜ちろ、キルスティ・バーミリオン……っ！』

『さあぁぁぁ、それはどうでしょうねぇぇぇーーーー！』

　カナタが正確な狙いで、今度は左腕を斬り落とそうとしたとき、キルスティが動く。彼女は無事な手でエネルギー弾だんを作りだすと、それを自らの後ろ髪に押し当てた。

『な……っ!?』

　爆ばく発はつ。背後をとっていたマオが、慌あわてて飛びのく。

　キルスティの意を察したカナタが、すぐさま閃光剣を連打。容赦なくキルスティを斬り刻もうとするが、手て応ごたえがない。

　やがて、

『はははははっ！　さっきのは惜おしかったですねーーーーっ！』

　黒い霧きりが密度を増し、再び無傷となったキルスティが姿を現した。

『残念でしたねーーーーっ！　カナタ・エイジが仲間を傷つけるのを惜しんだせいですぅぅぅー。もう貴様たちにわたしを倒たおす機会はありませーーーーんっ！』

　窮きゆう地ちを脱だつしたキルスティが、いひひひ、と哄笑を零こぼす。

　ちっ、さっきので無理となると……

　カナタの脳のう裏りを最悪の一手が過よぎったとき、

『カナタ・エイジ。今日死に行く者たちに、あとでここでの戦いが無む駄だではなかったと教えてやってくれ。……人類の未来を頼たのんだぞ』

　そう言って、マオがキルスティに突つっ込んでいく。何をする気だ、とも、やめろ、とも声をかける暇ひまはなかった。

　それは本当に一いつ瞬しゆんのことだった。

『貴様には仕返しをしないといけませんねぇーーーーっ！』

　報復のために、キルスティはマオに羅デモ刹ン・謳スト歌ライクを放つ。

　強きよう烈れつな黒い戦チヤ輪クラムに耐たえきれず、マオの魔ま剣けんは一瞬で分断され、マオ自身も深く斬きり裂かれる。

　胴どう体たいから勢いよく鮮せん血けつを噴ふき出すマオ。彼女はまだ飛行しており、即そく死しではない。

　だが、あの深手ではもう──

　さらに羅デモ刹ン・謳スト歌ライクを二発放つキルスティ。それらはマオを掠かすめるようにして、通り抜ぬけていく。

　弄もてあそばれているのだ。体を斬り裂かれながら、マオがキルスティとの間合いを詰つめきり、折れた魔剣を振ふりかざす。

　だが、もう抗あらがうマオにチカラは残されていなかった。

　そのことを証明するように、キルスティの黒い大おお鎌がまが容よう赦しやなくマオを斬り裂いた。

『ははは、わたしを斬れると思いましたかぁぁぁーーーーっ！　残念でしたぁぁぁーーーーっ！』

　事切れたように全身からチカラが抜けたマオを見て、狂きよう喜きするキルスティ。そのとき、最も早はや死に体だったマオがふっと微び笑しようを零し、最後のチカラを振り絞しぼってキルスティに折れた魔剣を突き刺さして、そのまましがみついた。

『邪じや魔まですっ！　離はなしなさい……っ！』

『ここで……貴様を離すわけが──』

　がっ！　とマオは血を吐はく。それでも必死にしがみつく。振りほどこうとするキルスティの肩かたを手で握にぎり締しめ、

『……ない……だろう』

　それが、生しよう涯がい最後の言葉となった。

　カナタが思わず叫ぶ。

『マオ……っ！』

『虫けらが、消え去れ……っ！』

　キルスティが至近距きよ離りでエネルギー弾をぶつける。一瞬の爆発のあと、マオの体は塵ちりとなった。唯一、キルスティの肩を摑む彼女の左手を除いて。

　その手は、マオの最後の意思を語りかけてくる気がした。




　──いまだ、撃うて




　マオが墜ちたことに、カナタは動どう揺ようしなかったわけではない。

　だが、マオの仲間たちがそうであったように、マオ自身にも平和のための犠牲になる覚かく悟ごがあることはわかっていた。
















　カナタの主義には反するが、犠牲がなければこの敵は倒せない。

　だからこそ、カナタは即そく座ざに魔砲剣の引き金を絞っていた。マオを吹ふき飛ばして、一層狂喜するキルスティのもとへ、白く輝かがやく光条が押し寄せる。その光に気づいたキルスティは、自らの体を黒い霧へと変化させようとするが、マオの左手がそれを阻そ止しする。瞬く間に、キルスティは狂きよう気きとともにその光条に吞のみ込まれた……！




　　　　※※※




　ときおり浮ふ遊ゆう機き雷らいが漂ただよう空を、ユミエールは四人の配下と数多あまたの魔ま甲こう蟲ちゆうを引き連れて、突き進む。

『脆もろい、脆すぎる。これがわたしの待望した戦いくさとはな……』

『もとより圧あつ倒とう的なチカラの差があった上に、ゼス様の策で射しや砲ほう撃げき特化大隊を潰つぶされれば、これが妥だ当とうかと』

　傍かたわらを飛行するグレゴールが答えた。

　混乱に陥おちいった人類陣じん営えいの前衛部隊を蹂じゆう躙りんするのは容易たやすいことだった。混乱した空士など、《崩ほう力りよく》の敵ではない。ユミエールたちと交戦することになった相手は、可能な限り後退を選んでいた。立ち向かってくる相手にしても、ユミエールたちのチカラの前に恐きよう怖ふが勝まさり、張り合いのない相手ばかりだった。

　あまり興が乗らなかったユミエールは適当に空士をあしらうと、あとは引き連れてきた魔甲蟲に相手をさせていた。

　彼女たちが望む、血湧わき肉躍おどる戦場とは程ほど遠とおい。

　だが、教皇ならば──

　カナタ・エイジと同じ《絶力》の遣つかい手なら、最高の戦場を味わわせてくれるはずだ。

　世界の命運をかけて戦うに相応ふさわしい敵を求め、ユミエールたちは〈アルタミラ〉を目指す。

　鷹たかのように鋭するどい眼をした魔ま銃じゆう士しの青年──フランシスが嘆なげく。

『これが雌し雄ゆうを決する戦いとは、なんとも他愛のないものだ』

　闇あん夜や刀とうの遣い手──ペイシェンスも肯こう定ていする。

『結局、カナタ・エイジの相手は、キルスティ殿どのが担当することになったからな』

　絶対氷結アイスマンの遣い手──ゼロットが言い切る。

『某それがしたちの相手が務まるのは、教皇ぐらいであろう』

　配下たちも、アンネローゼ以外に敵はないと思っていた。だからこそ、なのだろう。その攻こう撃げきを見たとき、ユミエールは少しだけ興が乗った。

『姫ひめ様……っ！』

『よい、手を出すな』

　迎げい撃げきしようとするグレゴールを制し、ユミエールが煉れん獄ごくの炎ほのおを帯びた紅ぐ蓮れんの長ちよう剣けんで、白銀色の光こう渦かを斬り裂さいた。

　進路上に立ち塞ふさがって砲撃を放ってきた小隊を見やり、ユミエールは当てが外れたように一度眼を細めたあと、あからさまに見下した貌かおつきで、

『あれだけ我らに弄ばれた分際で、また立ち向かって来るとは。なるほど、賤せん民みんとは果てるまで己おのが領分を弁わきまえられぬ輩やからであったか』

　その視線の先には、戦せん闘とう態勢を整えたミソラたちの姿があった。







『ここから先には一歩も進ませないわ……っ！』

　収ストラ束イク魔ブラ砲スターで挨あい拶さつを済ませたミソラが、ユミエールに言い放つ。

　対たい峙じするのは、これで二度目だ。

　殺意を含ふくむユミエールたちのチカラに当てられても、ミソラたちは物もの怖おじしない。

　この日この瞬しゆん間かんの為ために特訓して来たのだから。

『ふっ、たかが《崩力》を使えるぐらいで、女め神がみなわたしを倒せるとは思うな』

『そのぅ……ここから先には一歩も進ませるつもりはありません』

『私たちの覚悟を甘く見ないでもらおう。賎民と侮あなどられるのは、我が慢まんならんからな』

　リコ、レクティ、ブレアに続き、ユーリも言い放つ。

『もしこのまま素す直なおに投降するというのなら見み逃のがしてあげます。ですが、戦うというのなら──』

　ユーリは獲え物ものを見るような冷れい酷こくな眼まな差ざしを向け、

『あなたたちには、ここで墜おちてもらいます。もう二度とこの世界で見まみえることがないように』

　ぞっとするような殺気とともに、〈トリシューラ〉の切先を向けた。

　そのとき、ミソラに通信が入る。

『久しぶりですね、ミソラ・ホイットテール』

　アンネローゼの声。直接通信だ。

『あなたたちが墜ちたとなると、いま《ゲート》周辺の魔甲蟲を掃そう討とうしているカナタ・エイジの士気が下がります。そのことは理解していますか？』

　あいつが戦っている……

　ミソラたちが知っていた最新の情報では、カナタを含む特務隊は通信不能。だが、話から察するに、カナタはキルスティを撃げき破はし、そしていまいよいよ《ゲート》に取りつく準備をしているらしい。

　これを聞いて、ミソラたちの士気が上がらないわけがない……っ！

『あたしたちは、もとからユミエールたちを倒すために特訓してきたんです。なら、ここで墜ちずに倒してみせます……っ！』

『……武運を祈いのります』

　そう言い残し、アンネローゼからの通信は途と切ぎれた。

　少しは自分たちも期待されているのだろう。

　状じよう況きよう的てきに、現実的に、アンネローゼが自分たちに望んでいるのは、足止めだということは、ミソラも理解している。

　誰だれもが、ミソラたちがユミエールたちに勝てるとは思わないだろう。

　だが、

『ふっ、愚おろか者どもめ。自ら望んで捨すて駒ごまになるか』

『捨て駒、ね』

　ユミエールに侮られるが、空戦武踏祭エリアルソードに出場する前まで、侮られるのはミソラたちの日常だった。

　そして悉ことごとく周りの評価やレッテルを覆くつがえし続けてきたからこそ、いまここにいる。

　ふっと口の端はをつりあげ、ミソラはこう宣言してやった。

『いいじゃないの。──見せてやるわ、捨て駒の意地って奴やつを……っ！』




　　　　※※※




《ゲート》周辺空域。

　宙に浮うかぶ巨きよ大だいな魔甲蟲の下方では、一人の空士が無数の屍しかばねを作り上げていた。




　魔ま砲ほう剣けん戦技──砲バース閃ト・華フレア

　魔砲剣戦技──絶空剣




　シリンダーが五分の一回転するごとに、白く巨大なエネルギー弾だんが放たれる。それはカナタを包囲しようと面で迫せまっていた魔甲蟲の群れを巨大な爆発で包み込み、次々と消しよう滅めつさせていく。直上から迫ってきた群れにカナタは強きよう烈れつな一ひと振ふりで真しん空くう刃はを生み出し、一いつ瞬しゆんで肉にく片へんに変えてやる。

　この程度の戦いなら、いつまでも続けられる。

　間断なく次々と迫って来る魔甲蟲を倒たおしながら、カナタは思う。

　俺がこの程度で消しよう耗もうすると思ったら、大おお間ま違ちがいだぞゼス・ヴィーゲルト……っ！

　体力は僅わずかずつ消費されているだろうが、気力は戦う以前よりも充じゆう実じつしているといっても過言ではない。

　身命をなげうち、キルスティを倒したマオたちのことを想おもうと、たとえ数億体の魔甲蟲であっても自分一人で叩たたき潰せそうな気がする。

　あいつらは無事に帰れたみたいだな……

　キルスティ戦で消耗した特務隊の空士たちは、全員撤てつ退たいさせた。彼らはカナタを《ゲート》まで送り届けるのが任務だと撤退を渋しぶったが、すでに壊かい滅めつ状態であり、戦技を連続して放ち防衛ラインを抜ぬくチカラが残っていない。

　足あし手で纏まといだ、とカナタに指し摘てきされれば退くしかなかった。

　さて、数万単位の群れを永遠に倒すのはもう終わりにしよう……！

　カナタの頭上には《ゲート》と、それを護衛する魔甲蟲たちが広がっている。リバーの概がい算さんでは、一億体の魔甲蟲がいるとのことだ。

　そのうち、カナタが《絶力》を以もって処理できた敵の数は不明だが、総数の一割にも満たない数だろう。




　魔砲剣戦技──多弾ステインガー頭弾レイン・フ殲滅雨ルバースト




　カナタは黒い霞かすみの如く展開する魔甲蟲に対し、無数の大きな爆ばく発はつを引き起こす。激しい閃せん光こうと爆ばく煙えんは、それに紛まぎれて高速で接近したカナタの姿を隠かくしてくれる。

　お陰かげで、彼は瞬またたく間まに敵の壁を突とつ破ぱし、《ゲート》へ辿たどり着くことができた。その巨大さゆえ、《ゲート》は近くからだと全ぜん貌ぼうが把は握あくできなかったが、カナタは《ゲート》の障しよう壁へきに添そうようにして急きゆう上じよう昇しようした。

《絶力》のチカラで加速するカナタに、敵の魔甲蟲は追いつけない。やがて《ゲート》の頭上へと接近する。カナタは巨大なワニ口を見降ろしながら、全力の一いち撃げきを放とうと精神統一。そして魔砲剣を構え、振ふりかざそうとしたとき、

『………………っ!?』

　こちらを狙ねらう殺意とともに、黒いエネルギー弾だんがカナタを襲おそう。

　一発、二発、三発。カナタが跳ちよう躍やくするように飛び、その偏へん差さ射しや撃げきを躱かわし終えたとき、攻撃を放った相手がゆっくりと舞まい降りてきた。

『どうやら、キルスティが敗れたようだね』

　魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えい総大将──ゼス・ヴィーゲルトは虚こ空くうから呪じゆ剣けんを取り出し、

『だが、カナタ君。キミに《ゲート》を破は壊かいさせるわけにはいかない。前衛部隊を囮おとりにしてキミが接近することは読めていた。人類陣営の切り札であるキミにはここで墜ちてもらう』

　呪剣の切先をカナタへ向けた。

　やっぱ、この状況で出てくるよな。

　人類陣営にとっては最悪のタイミング。魔甲蟲陣営にとっては最高のタイミング。

　できる限り消耗させた人類の希望の前に、万全のゼス・ヴィーゲルトが立ち塞がる。場所は、魔甲蟲の支配空域。人類陣営は支し援えんできず、魔甲蟲陣営は億の軍勢でカナタ・エイジを包囲する。

　だが、カナタはへっと不敵な笑えみを浮かべずにはいられなかった。腹の底から笑いが込こみ上げている。この状況を築き上げた多くの犠ぎ牲せい者しやたちのことを想いながら、彼は空に散った者たちの分も笑ってみせた。
















『おや、何かおかしいことを言ったかな？』

『なあゼス。キルスティにも言ったんだけどさ、本当に俺が切り札と思ってんのか？』

『どういう意味だい？』

『んっ、言わなかったか？』

　ふっと不敵な笑みを浮かべ、それでも、射い貫ぬくような鋭い双そう眸ぼうを崩くずさぬカナタが言い放つ。




『──俺も囮だよ』




　そのとき上空の厚い雲を割って、巨大な岩石が姿を現した。否いな、それは岩石ではない。ゆっくりと降下し、姿を露あらわにするそれが《ベベル》にあった人工空島メガフロートとわかったときには、もう《ゲート》に向かって急降下を開始していた。

『人工空島メガフロートを《ゲート》にぶつける気か……っ!?』

『なあゼス、お前は《ゲート》を墜おとさせないって言ってたよな』

　出会ってから初めて動どう揺ようしてみせたゼスを見て、カナタはこう言い放つ。

『いまから速そつ攻こうで叩き落としてやるよっ！　覚かく悟ごしろゼス・ヴィーゲルト……っ！』







　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中拙せつ著ちよを手に取って頂き、ありがとうございます。

　今回は原げん稿こうを書いている途と中ちゆう体調を崩くずしてしまったのですが、どうにか予定通り「空戦」12巻をお届けすることができてホッとしています！







　じつは風邪かぜ→肺はい炎えん→せき喘ぜん息そくのスーパーコンボを喰くらって、１か月間原稿を全く書けないという状じよう況きようが続いておりました。

　わりと病気の診しん断だんがつかなくて、風邪だと思って治ち療りようを続けていた２週間くらいは本気でピンチでしたね。ポケモンで言うと、ＨＰが残り少なくなって、ピコンピコンという警告音が出ている状態でした（「ひんし」になっちゃうとポケモンセンターに行かないと治せないんですが、人間はポケモンセンター使えないですからね（笑）。

　諸星悠ゆうになってまだ３歳なんですが、まさかここまで体調を大きく崩すことになるとは思いませんでした。できれば１００歳ぐらいまで続けたいので、もう少し体調管理に気をつけていきます。







　さて本編についてですが、いよいよというところで終わりましたね。続きは次巻へ持もち越こしということになります。

　今回は上下巻の上という括くくりになり、次巻で「空戦」本編は完結予定です。１巻を書き上げた当時は、もちろん長期連れん載さいにするつもりでしたが、実際ここまで長いシリーズになるとは思っていなかったので、驚おどろいています。

　それと下巻となる13巻と同時に、アフターエピソードを加えた短編集が発売されると思います。そちらのほうも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。







　……

　…………

　……………………

　うーん、今回はあとがきページがけっこうあるので、ちょっと文量がきついんですよねー。あとがき書くのが苦手なので、何を書いてよいやら……。

　あっ、そういえば今年のＫＡＤＯＫＡＷＡ合同の謝恩会で、いろんな作家さんたちとお会いしました。

　ファンタジア文庫で活かつ躍やくなさっている作家さんたちとは以前から交流がある人も多いのですが、他所よそのレーベルさんで活躍なさっている作家さんとの交流はあまりなく、新しん鮮せんでした。

　他所のレーベルさんの作家さんにも、「空戦」という作品をご存知の方がいらっしゃって恐きよう縮しゆくでした（これだけ認知度が高まったのは、ひとえに読者の皆みな様さまのお陰かげです。本当にありがとうございます）。

　３年という月日の重さを感じる瞬しゆん間かんでした。

　３年経たっても同期の作家さんたちとはなかよく遊べる関係なので、たまに東京で飲み会を催もよおしたりします。僕はお酒がまったく飲めないんですが、みんなで楽しくお喋しやべりできるので、とても楽しいです。こういう関係は一生続けていたら、と思っています。

　せき喘息でダウンしていた間は、同期の飲み会を断ったり、先せん輩ぱい作家さんからの飲み会を断ったりで……。

　こうして書くと、毎月飲み会ばかりしているようなイメージなんですが、僕お酒の場ってあんまり行かないんですよ。頻ひん度どで言えば、２か月に１回行くか行かないかぐらいなんです。でも、病気でダウンしたときに限って、お誘さそいが重なってしまって……なんていうか申し訳ない気持ちになりました。







「空戦」もいよいよ佳か境きようということで、「次回作はどうなってんの？」と思っている方もいらっしゃるかと思いますが、新作の仕込みも始めております。「空戦」のクライマックスバトルを書きながら、鋭えい意い構想中です。







　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。いつもお世話になっております。今後とも何卒よろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。大変綺き麗れいなイラストをありがとうございます。謝恩会ではお世話になりました！

　獅し童どうありすさまへ。お疲つかれ様さまです。お手紙ありがとうございます！　モチベーション、ぐっとあがりました！

　関係者の皆様へ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰で、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次は、カナタの生き様が輝かがやく13巻でお会いしましょうっ！　では……っ！








諸星悠

●もろぼしゆう



第24回後期ファンタジア大賞、金賞受賞『空戦魔導士候補生の教官』でデビュー。何かを成し遂げようとするときに一番必要なのは熱情。これさえあれば、わりとなんでも上手くいく。そんなどこにでもいるありふれた漢のひとり。
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